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は じ め に 

令和元年の初めからの新型コロナウイルスCOVID-19の感染は収まらず広がる一方となり，

2022年1月には第6波が来ました。状況に応じて遠隔授業と対面授業，学寮の改修・開寮・閉

寮などの対応を行って参りました。学生，保護者，教職員を始めとして学寮・食堂の関係者，

卒業生や保健所など，ご支援を頂いた皆様に厚く感謝申し上げます。 

様々な催事はほぼすべてインターネット上で行われていますが，感染対策を十分に取る

中で，体育系クラブでは，全国高等専門学校体育大会において陸上競技女子3,000mで大会記

録で優勝，水泳競技やテニス競技で3位となり，文化系クラブでは，第12回高校生の建築甲

子園で優勝，第18回全国高等専門学校デザインコンペティションで優秀賞を受賞，第32回全

国高等専門学校プログラミングコンテストで特別賞及びNICT賞を受賞しました。また，

HANDMADE部が京都大学芦生研究林より依頼を受け，芦生研究林のVR動画を制作するなど学

生諸君の活躍がありました。 

高専は4月で60周年を迎え，様々な行事が予定されています。また本校が独立行政法人国

立高等専門学校機構のキャンパスとして生まれ変わってから18年が経ちます。独立行政法

人は，国が定める中期目標に基づいて中期計画を策定し，これに従って業務が進められてい

ます。本年は平成31/令和元年～5年度までの第4期中期目標期間の3年度に当たります。 

高専機構が教育の質保証を目指し整備を進めてきたモデルコアカリキュラム（MCC）が完

成し，本校においてもMCCの本格実施に向けたカリキュラム改革が実施されています。Webシ

ラバスへの移行，コンピュータによる試験実施手法（CBT）の試行などが行われ，本校も参

加して教育におけるICTの導入を本格化させています。 

機構本部は「GEAR5.0」と「COMPASS5.0」をスタートさせ，分野を拡大するなど事業が展

開されています。前者では課題解決のための研究・教育，後者では得られた成果を教育カリ

キュラムへ反映させます。

本校では，2018年の舞鶴市，KDDI株式会社と地域活性化を目的とした連携協定に基づいて，

ICTを駆使した地域の課題解決に取り組んでいます。北近畿地域の企業との連携については，

北近畿地域連携会議と京都府中丹広域振興局ならびに舞鶴高専の企業協力会である地域テ

クノアカデミア，一般社団法人トヨタ財団などの方々のご支援により，北近畿地域における

地域プラットフォームを構築し，近隣にある田井漁港におけるＩＴ漁業や北京都

PMS(Product Manufacturing Service，一括製造請負)など，具体的な事業が着実に進んでお

ります。 

2019 年度に採択された文部科学省大学教育再生戦略推進費，Society 5.0 に対応した高

度技術人材育成事業として「KOSEN 型産学共同インフラメンテナンス人材育成システムの

構築」が3年目を迎えています。放送大学，福島・長岡・福井・香川の4高専，長岡技術科学

大学と協力して，全国の社会人を対象として，橋梁施設等の点検に関するリカレント教育を

行います。世界が取り組んでいるSDGs（持続可能な開発目標）については，内閣府の地方創

生SDGs官民連携プラットフォームのスタートアップ研究分科会のメンバーとなり，舞鶴市
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と取り組んでいる活動がアドバンスコースのテーマとして取り上げられました。 

科学技術振興機構JSTのジュニアドクター育成塾「多自然居住地域における理工系人材の

発掘と世界に羽ばたく人材育成プログラム」は3年目となり，北近畿地域の小学5年～中学3

年までの優れた理系人材を育てています。 

上記の活動はありましたが，誠に残念ながら，新型コロナウイルスの蔓延により，いまだ

開寮・授業の延期，クラブ活動などの学校行事の取り止めなどの影響があります。 

この様な状況の中ですが，今後とも，ウィズ／ポストコロナの時代に対応して教育・研究・

社会貢献・国際化の４分野に取り組みながら，地域を志向する教育の更なる充実，出前授業・

公開講座の拡充，地方創生への貢献を行って参ります。この年報が皆様への本校の活動のご

理解に役立てば幸いです。 

  校 長 

  内 海 康 雄 
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学校行事日程 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９１ 
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教 務 委 員 会 
教務主事 川田 昌克 

1．教務委員会の構成と役割分担

令和 3年度は，教務主事，副主事，各学科・部門から教務主事補 1名の他，原則，学科長・部門長

および学生課長と学生課課長補佐が委員として所属し，教務関係担当職員が事務手続き業務に当たっ

ている。令和 3年度の人員構成と役割分担および事務手続き担当職員は表 1のとおりである。 

表 1 役割分担 

役 職 氏名 所属 主たる役割分担 備考 

主 事 川田昌克 S 総括 

副主事 加登文学 C 
委員長代行，専攻科との連携， 

ポートフォリオ教育の実施 
専攻科長 

主事補 

室巻孝郎 M 

出欠確認システム，成績評価資料の保管， 

達成度評価，ポートフォリオ教育の実施， 

分野横断的能力の育成の実施 

専攻科 MSコース長 

丹下 裕 E インターンシップ 後期から 

伊藤 稔 S 
学年暦，ICT ツールの活用， 

分野横断的能力の育成の実施 
学術情報センター長 

渡部昌弘 C 
試験時間割，海外研修旅行， 

実験スキル計測の実施 
専攻科 CAコース長 

山根秀介 人文 

英語教育，修学支援，再試験， 

学力不振者対策，ピアサポーター育成の実施 

学生情報の集約および共有の実施 

宝利 剛 自然 

Web シラバス・MCC，入試広報との連携， 

データに裏付けされた教育改善の実施， 

学生情報の集約および共有の実施 

FD・ICT 部会長 

資料部会長 

委 員 

西山 等 M M 科取りまとめ・調整，達成度評価 MDE 委員長 

内海淳志 E 

E 科取りまとめ・調整， 

実験スキル計測の実施， 

データに裏付けされた教育改善の実施 

E 科学科長 

野間正泰 S S 科取りまとめ・調整 S 科学科長 

尾上亮介 C C 科取りまとめ・調整 C 科学科長 

田村修一 人文 人文科学部門取りまとめ・調整，RST 
人文科学部門長 

2 年学年主任 

奥村昌司 自然 

自然科学部門取りまとめ・調整， 

データに裏付けされた教育改善の実施， 

入学前 ICT 教育 

自然科学部門長 

1 年学年主任 

山口秀朗 事務 学生課長 

富田 誠 事務 
学生課課長補佐 

（兼教務係長） 

2．新型コロナウイルス感染症の対応について 

2.1 概要 

 令和 3 年度に京都府に発令されたまん延防止等重点措置および緊急事態措置の期間を表 2 にまとめ

る。また，新型コロナウイルス感染症対策に伴う本校の学事日程の変更を表 3 にまとめる。 
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表 2 令和 3年度に京都府に発令された措置 

4 月 12 日（月）～04 月 24 日（土） まん延防止等重点措置 
第 4波 

4 月 25 日（日）～05 月 31 日（月） 緊急事態措置 

8 月 02 日（月）～08 月 19 日（木） まん延防止等重点措置 
第 5波 

8 月 20 日（金）～09 月 30 日（木） 緊急事態措置 

1 月 27 日（木）～03 月 21 日（月） まん延防止等重点措置 第 6波 

表 3 令和 3 年度の新型コロナウイルス感染症対応(教務関係を中心として) 

4 月 29 日（木，祝日） 通常授業 

5 月 13 日（木）～05 月 19 日（水） 臨時休校 

5 月 20 日（木）～05 月 21 日（金） 遠隔授業 

5 月 24 日（月） 対面授業再開 

6 月 08 日（火）～06 月 11 日（金） 

（4年生のみ 6月 14 日（月）まで） 

前期中間試験（4 年生以外は 1 日短縮して 4 日間で実

施） 

7 月 13 日（火）～07 月 19 日（月） 特別時間割により 2週分実施 

7 月 22 日（木，祝日） 通常授業 

7 月 23 日（金，祝日） 通常授業 

8 月 05 日（木）～09 月 20 日（月，祝日） 夏季休業（当初計画から 1週間延長） 

9 月 21 日（火）～09 月 24 日（金） 遠隔授業（後期授業） 

9 月 27 日（月） 対面授業再開 

9 月 27 日（月）～09 月 29 日（水） 前期到達度確認（対面授業開始後に変更） 

10 月 29 日（金） 午前：特別授業，午後：高専祭準備 

10 月 30 日（土）～10月 31 日（日） 高専祭（当初計画から半日間短縮，10 月 31 日（日）午

後は片付け） 

12 月 25 日（土）～ 1月 10 日（月，祝日） 冬季休業 

1 月 11 日（火）～01 月 13 日（木） 対面授業 

1 月 14 日（金） 臨時休校 

1 月 17 日（月）～02 月 04 日（金） 遠隔授業 

2 月 07 日（月）～02 月 10 日（木） 後期期末試験（2日短縮して 4日間で実施） 

2 月 15 日（火） 遠隔授業（特別授業） 

2 月 16 日（水）～02 月 18 日（金） 遠隔授業（後期到達度確認） 

3 月 18 日（金） 本科卒業式/専攻科修了式を実施（時間短縮，参列者限

定） 

 

2.2 遠隔授業の実施 

 令和 3年度は，4～5月（第 4 波），8～9 月（第 5 波），1～3 月（第 6 波）の 3度，新型コロナウイル

ス感染症の拡大時期があった。本校においても，同時期に罹患者が発生したため，対面授業の継続が困

難であると判断した段階で，遠隔授業への切り替えなどの措置を行った。 

 遠隔授業は，昨年度と同様，Moodle や Microsoft Streams を利用した「オンデマンド型」を基本とし，

朝のショートホームルーム (SHR) は，リアルタイムでの繋がりを重視するために，Microsoft Teams を

利用した「双方向型」とた。また，前年度に引き続き，通信環境に不安がある学生数名に対しては，無

線 WiFi ルータ（20Gbyte/月）やパソコンを貸し出した。第 4波，第 6波の期間については，開寮後の措

置であったため，様々な理由で帰省が困難な寮生がいた。これら寮生については，学寮の滞在を認め，

通学生とともに学校内での遠隔授業の受講も認めた。 

 第 4 波に伴う対応では，5 日間の臨時休校と 2 日間の遠隔授業の後，対面授業を再開した。臨時休校

期間中の授業を補うため，7 月 13 日（火）から 19 日（月）の 1週間，特別時間割により 2週間分の授

業を実施した。 

第 5波に伴う対応では，当初，9月 13日（月）から夏季休業後の対面授業開始を予定していたが，感

染拡大状況を鑑み，1週間の夏季休業を延期するとともに，9月 21日（火）から 9月 24 日（金）の間は
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遠隔授業に切り替えた。そして，対面授業を 9月 27 日（月）に開始し，3日間で前期期末試験の到達度

確認を行った。また，高専祭期間の短縮，球技大会の平日開催中止などといった学事日程の変更を行っ

た。 

 第 6波に伴う対応では，いったん，冬季休業後の 1月 11日（火）から対面授業を開始したが，これま

でにない急激な感染状況の拡大に対応するため，1月 14日（金）を臨時休校した後，1月 17日（月）か

ら 2週間程度を目処に遠隔授業に切り替えた。その後，拡大状況は改善されなかったため，2月 4日（金）

までの授業をすべて遠隔授業で実施することにし，後期期末試験の一部を課題提出に切り替えるなどし

て，後期期末試験の期間を 4日間に短縮し，対面で実施した。また，自宅待機者に対しては，遠隔で試

験を実施した。さらに，通常は対面で実施する到達度確認は遠隔で実施することにした。 

 

2.3 授業時間 

 通常時であれば，1科目 90分が基本であるが，学寮での密にならない食事や入浴の時間を確保し，か

つ，通学生のバスの運行時間を考慮して，やむを得ず 80 分短縮授業とした。 

 

2.4 教室開放 

 昨年度に引き続き，学生の授業時間外での学習場所を確保するため，平日は 19 時 30 分まで，土日祝

日は 16 時 30 分まで HR 教室，図書館 1 階を開放した。また，定期試験 2 週間前からは曜日によらず 20

時 30 分まで開放した。 

 

3．令和 3年度の主な取り組み 

3.1 本科入学試験の制度変更 

 令和 3年度に実施する本科入学試験の制度変更を行った。変更点は以下の通りである。 

(1) 特別選抜の募集人員の割合を 50%程度から 60%程度に変更した。これに伴い，学力検査選抜の募

集人員の割合を 50%程度から 40%程度に変更した。 

(2) 特別選抜を地域創生型と一般推薦型の 2つのタイプとした。一般推薦型は従来の特別選抜に準じ

たものである。 

(3) 従来，特別選抜は出願資格として 3 年間 9 科目の合計を 99 以上としていたが，地域創生型は出

願資格の内申点として 3年間 9科目の合計を 108 以上に引き上げた。一方で，一般推薦型は出願

資格の内申点の数値を明記せず，優秀であることとした。 

(4) 地域創生型は適性検査の代わりに地域面接を実施し，地域創生の意欲を評価した。また，地域創

生型で合格内定とならなかった者は自動的に一般推薦型の出願者となることにした。 

 

3.2 新しいカリキュラム・ポリシーに対応したカリキュラム・フローの制定 

令和 4 年度入学生からは新しい三つのポリシー（ディプロマ・ポリシー，カリキュラム・ポリシー，

アドミッション・ポリシー）が適用される。これに伴い，新しいカリキュラム・ポリシーに対応したカ

リキュラム・フローを制定した。 

 

3.3 機関別認証評価の指摘事項（改善を要する点）の対応 

 令和 2 年度に高等専門学校機関別認証評価を受け，改善を要する点として以下の 2 点が指摘された。 

(1) 一部の授業科目において，本試験と追試験で同一の試験問題が出題されている，成績評価の方法

が適切とはいえない点がみられる。（観点５－３－①） 

(2) 卒業認定基準を明示し，担任を通じて学生には周知しているものの，学生の認知状況を学校とし

て把握・確認する取組は十分とはいえない。（観点５－３－②） 

令和3年度からこれら指摘事項に対応するための方策を実施することとした。まず，(1) については，

再試験・追試験が本試験と同一問題でないことを確認するために，該当する試験問題を提出することを

義務付けることとした。つぎに，(2) については，カリキュラム変更により卒業要件が異なっているこ

とを考慮し，学年に応じて以下のように対応した。 

 本科 2・3年生（新カリキュラム）：前年度までの成績に基づいて作成された修得単位確認表を配

布した。学生自身は修得単位確認表の内容を確認し，Forms に認知できたかを入力した。また，

学校側は学生の認知状況を把握し，認知できていない学生に対しては，別途，説明会を行った。 
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 本科 4年生（準新カリキュラム）および本科 5年生（旧カリキュラム）：前年度までの成績表およ

び修得単位確認表（Excel ファイル）を配布した。学生は Excel ファイルに必要事項を入力する

ことでその内容を確認し，Moodle に提出した。学校側は提出状況に基づき，学生の認知状況を把

握した。 

 

3.4 再試験の成績評価資料の電子化 

 令和 2年度から本試験及び追試験の成績評価資料を電子化し，専用サーバに保管している。これに加

え，令和 3年度からは再試験の成績評価資料も電子化し，専用サーバに保管することとなった。 

 

3.5 「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）」の申請準備 

 文部科学省が高等教育機関に対して認定する「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度」

は令和 3 年度から始まり，初年度は第 1 回で 11 校（うち高専 4 校），第 2 回で 67 校（うち高専 6 校）

が認定を受けた。国立高専機構では早期の全校の認定を目指しており，本校でも令和 5 年度のリテラ

シーレベルでの申請をするために，準備を開始した。そして，各学科で対応する科目（表 4）を決定す

るとともに，実施体制（図 1）や規程の整備を進めた。 

 

表 4 リテラシーレベルに関する対象科目 

学科 対象科目 

機械工学科 情報処理Ⅰ（1 年），情報処理Ⅱ（2 年），計測工学演習（3 年），数値計算演習（４年） 

電気情報工学科 情報基礎（1年），プログラミング実習（3年） 

電子制御工学科 情報基礎（1年），制御工学実験（5年） 

建設システム工学科 情報リテラシー（1年），測量実習（2年），建設システム工学実験 IA・IB（3 年） 

 

 
図 1 実施体制のポンチ絵（案） 

 

3.6 令和 4年度からの「進級条件/学年修了条件」の変更について 

 現行の「進級条件/学年修了条件」についての問題点を検討し，令和 4 年度から条件を変更すること

となった。 

 まず，現行の制度では同一学年での 2年連続の原級留置を認めていない。しかし，学習の機会を与え

るために，令和 4年度からこの条項を廃止することとなった。ただし，10年間までの在籍となる条項は

継続する。 

 つぎに，現行の仮進級という名称を廃止することとなった。現行制度では，進級に必要な単位数を基

準として 1単位から 6単位の不足している場合を仮進級と呼んでいるが，多くの高専では，仮進級も進

級扱いとしているため，本校でも進級扱いとすることにした。新制度での標準単位数，進級単位数，学

年修了単位数を表 5に，変更の骨子を以下に示す。 

舞鶴工業高等専門学校
数理・データサイエンス・AI教育プログラム取組概要

学生の数理・データサイエンス・AIへの関心を高め，かつ，数理・データサイエンス・AIを適切に理解し，そ
れを活用する基礎的な能力を育成することを目的として，数理・データサイエンス・AIに関する基礎的な能力
の向上を図る機会の拡大に資することを目標とする。

運営・改善

教務委員会

教育
点検・評価

評価委員会

各学科の専門性を活かした

数理・データサイエンス・

AI教育プログラム

機
械
工
学
科

電
気
情
報
工
学
科

電
子
制
御
工
学
科

建
設
シ
ス
テ
ム
工
学
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数理・データサイエンス・
AI活用の素養を備えた卒業生

1年次入学者

＝

12



学校運営                 Annual Report 2021                教務委員会 

 

 現行では，進級単位数は標準単位数と同じであり，1 単位から 6 単位の不足している場合を仮進

級としていた。新制度では，進級単位数を標準単位数から 6単位を減じた数とした。 

 現行では，学年修了単位数は標準単位数に等しい。新制度では，進路変更する学生に配慮するた

め，学年修了単位数を進級単位数とした。ただし，3 年次修了に関しては，特例として進級単位

数から 6単位を減じた数とした。 

 現行では，実験実習科目が不可の場合は原級留置としていたが，この条項を廃止することとした。

ただし，必修科目が欠席不可の場合に原級留置とする条項は継続する。 

 

表 5 新制度での単位数 

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 

標準単位数 29 59 91 133 － 

進級単位数 23 53 85 127 － 

学年修了単位数 23 53 79 127 － 

卒業単位数 

一般科目 － － － － 75 

専門科目 － － － － 82 

全科目 － － － － 167 

 

3.7 質保証 6項目 

表 6 質保証 6項目 

項目 担当 

① ポートフォリオ教育の実施 室巻・加登 

② 実験スキル計測の実施 内海・渡部 

③ 分野横断的能力の育成の実施 伊藤・室巻 

④ データ（CBT など）に裏付けされた教育改善の実施 奥村・宝利・内海/丹下 

⑤ ピアサポーター育成の実施 児玉・岡田・山根 

⑥ 学生情報の集約および共有の実施 上杉・山根 

 

 高専機構では，表 6 に示す高専教育の質保証 6 項目を第 4 期中（令和 1～5 年度）に達成することを

目指している。本校では，⑤以外は教務委員会が担当しており，各担当者を中心として検討を進めてい

る。進捗状況は以下のとおりである。 

 ①については，学生が実習の成果物（加工品，図面など）を Microsoft OneDrive に保管するととも

に，「達成度確認表」を利用して達成度を確認する仕組みを構築中である。成果物の保管について

は，専攻科生を対象として試行した。 

 ②については，年次進行で「実験スキル評価シート」の作成を行っており，令和 3年度は 4年まで

の準備を終えた。 

 ③については，分野横断的能力を育成するために各学科で行っている PBL 教育の現状分析を行い，

整理した。また，リテラシーとコンピテンシーの 2つの観点からジェネリックスキルを計測するた

めに，3S・4M・1CA の学生を対象として，河合塾とリアセックが共同開発した PROG テストを試行的

に受験し，結果解説を受講した。令和 4年度は 2・4年の全学生を対象として PROG テストを実施す

る予定である。費用は実費であるが，後援会から半額の補助を受ける予定である。 

 ④については，数学・物理・化学の CBT (Computer Based Testing) および専門（電気回路）の CBT

トライアルを実施した。また，実施結果を分析してフィードバックする試みを始めている。 

 ⑤については，本科 1・2 年生を対象として定期試験前に実施されている放課後教室に，TA として

専攻科生を配置する試みを始めた。 

 ⑥については，令和 3 年度から開始した学生カルテの作成を継続している。また，システム上に保

存されている成績等の学生情報の共有を開始した。 

 

4．教務関係の学事日程 

令和 3年度の教務関係の学事日程を表 7にまとめる。 
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表 7 令和 3年度の教務関係の学事日程 

04 月 06 日（火） 始業式，ガイダンス 

04 月 07 日（水） 前期授業開始 

04 月 29 日（木） 授業日 

05 月 13 日（木）～05月 19 日（水） 臨時休校 

05 月 20 日（木）～05月 21 日（金） 遠隔授業 

05 月 24 日（月） 対面授業再開 

05 月 28 日（金） 特別授業 

06 月 08 日（火）～06月 11 日（金） 前期中間試験（本科 1～3年，5年） 

06 月 08 日（火）～06月 14 日（月） 前期中間試験（本科 4年） 

06 月 14 日（月） 特別授業 

06 月 14 日（月）～06月 21 日（月） PROG 無料体験（3S・4M・1CA） 

6 月 15 日（火）・22 日（火） RST の実施（本科 1年） 

06 月 19 日（土） 本科 4年編入学試験 

6 月 23 日（水）・28 日（月）・30日（水） RST の実施（本科 4年） 

07 月 07 日（水） PROG の解説（3S・4M） 

07 月 22 日（木）・23 日（金） 授業日 

07 月 27 日（火） 特別授業 

07 月 28 日（水）～08月 04 日（水） 前期期末試験 

08 月 07 日（土）～08月 09 日（月） オープンキャンパス 

08 月 05 日（木）～09月 20 日（月） 夏季休業 

09 月 21 日（火） 後期授業開始 

09 月 21 日（火）～09月 24 日（金） 遠隔授業 

09 月 27 日（月） 特別授業 

09 月 27 日（月）～09月 29 日（水） 前期到達度確認 

10 月 19 日（火） 英語デー，特別授業 

11 月 18 日（木） 特別授業 

11 月 19 日（金）～11月 26 日（金） 後期中間試験 

12 月 06 日（月）・7日（火）・9日（木） CBT〔数学 D〕の実施（2年） 

12 月 10 日（金） CBT〔化学 D〕の実施（1年） 

12 月 16 日（木） CBT〔数学 B〕の実施（1年） 

12 月 17 日（金） 気象警報発令に伴う臨時休校 

12 月 20 日（月） CBT トライアル〔電気回路〕の実施（3E） 

12 月 23 日（木） CBT〔数学 F〕の実施（3年） 

12 月 25 日（土） 本科入学試験（特別選抜〔地域創生型〕） 

12 月 25 日（土）～01月 10 日（月） 冬季休業 

01 月 8 日（土） 本科入学試験（特別選抜〔一般推薦型〕） 

01 月 13 日（木） CBT〔物理 C〕の実施（2年） 

01 月 14 日（金） 臨時休校 

01 月 17 日（月）～02月 04 日（金） 遠隔授業 

02 月 02 日（水） 特別授業 

02 月 07 日（月）～02月 10 日（木） 後期期末試験 

02 月 13 日（日） 本科入学試験（学力検査選抜） 

02 月 14 日（月） 臨時休業 

02 月 15 日（火） 特別授業 

02 月 16 日（水）～02月 18 日（金） 後期到達度確認（遠隔授業） 

02 月 19 日（土） 春季休業開始 

02 月 27 日（日） 本科入学試験（学力検査選抜追試験） 

03 月 07 日（月）～03月 17 日（木） 2 号再試験期間 
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5．教務委員会での協議事項 

令和 3年度の教務委員会での協議事項（抜粋）を表 8にまとめる。 

表 8 教務委員会での協議事項（抜粋） 

第 1回教務委員会 

令和 3年 

04 月 01 日（木） 

(1) 今年度の役割分担について 

(2) 今年度の検討課題について 

(3) 質保証 6項目の進捗状況について 

(4) 進路変更指導用ガイドについて 

(5) カリキュラム・フローとカリキュラム・ポリシーについて 

(6) 認証評価の指摘事項（改善を要する点）について 

(7) R4 年度本科入学試験（特別選抜）の変更について 

(8) 新型コロナウイルス感染症の対応について 

(9) RST の実施について 

第 2回教務委員会 

令和 3年 

04 月 12 日（月） 

(1) R4 年度編入学試験の実施について 

(2) R4 年度本科入学試験の実施について 

(3) カリキュラム・フローとカリキュラム・ポリシーについて 

(4) 機械工学科のアドミッション・ポリシーの一部修正について 

(5) 到達度および修得単位確認について 

(6) 質保証 6項目のサポートについて 

(7) PROG の無料体験について 

(8) 未来日の留学生の対応について 

(9) 新型コロナウイルス感染症対策に伴う出席停止中の学生の対応について 

第 3回教務委員会 

令和 3年 

 04 月 27 日（火） 

（入学試験委員会と合同） 

R4 年度本科入学試験（特別選抜）の実施について 

第 4回教務委員会 

令和 3年 

 04 月 27 日（火） 

(1) 定期試験実施要領の改訂について 

(2) 成績通知書の席次標記の変更について 

第 5回教務委員会 

令和 3年 

0 5 月 13 日（木） 

遠隔授業の実施について 

第 6回教務委員会 

令和 3年 

0 5 月 17 日（月） 

(1) 臨時休校に伴う対応について 

（前期中間試験時間割，R3 年度学年暦の変更） 

(2) 再履修免除の承認について 

第 7回教務委員会 

令和 3年 

0 6 月 08 日（火） 

(1) R4 年度編入学試験の実施について 

(2) 本科入学試験の制度について 

(3) 入学前 ICT 教育について 

(4) 研修旅行の実施について 

(5) インターンシップの単位認定について 

(6) 学則の一部改正について 

(7) 成績通知書の電子化について 

(8) 成績評価資料の電子化について 

(9) 到達度確認の実施について 

(10) MCC の改訂の対応について 

(11) PROG の無料体験の実施について 

(12) RTS の実施について 

(13) 質保証 6項目の進捗状況について 

(14) 再試験問題の資料回覧について 

(15) 令和 2年度卒業生・修了生アンケートの結果について 

(16) CBT の実施計画について 
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第 8回教務委員会 

令和 3年 

0 7 月 06 日（火） 

(1) 令和 4年度本科学生募集要項について 

(2) 合同支部総会にかかわる担任面談の実施について 

(3) 内規の一部改正について 

(4) 学生情報の共有について 

(5) 定期試験の遠隔対応について 

(6) 研修旅行の実施について 

(7) 到達度確認作業について 

(8) 入学前 ICT 教育 WGのメンバー選出について 

(9) PROG の無料体験の実施について 

(10) RTS の実施について 

(11) 質保証 6項目の進捗状況について 

第 9回教務委員会 

令和 3年 

0 7 月 21 日（水） 

(1) 後期の学年暦について 

(2) MCC 改訂検討 WG 分野別検討委員の推薦について 

(3) MCC 改訂（工学基礎「情報リテラシー」領域）の対応について 

(4) 定期試験の印刷について 

(5) 到達度確認作業について 

(6) 成績評価資料の電子化（再試験）について 

(7) 質保証 6項目の進捗状況について 

第 10回教務委員会 

令和 3年 

0 8 月 26 日（木） 

(1) 後期の学年暦の変更について 

(2) 遠隔授業の実施について 

第 11回教務委員会 

令和 3年 

10 月 6 日（水） 

(1) 数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度（リテラシーレベ

ル）の申請準備について 

(2) 進級条件の変更について 

(3) 令和 4年度の PROG の受験について 

(4) 再試験の提出書類について 

(5) 学生表彰について 

(6) 質保証 6項目の進捗状況について 

(7) 第 3 ブロック AL 推進研究会について 

(8) FD・ICT 部会による教育改善の取組みについて 

第 12回教務委員会 

令和 3年 

11 月 11 日（木） 

(1) 「進級条件/学年修了条件」の変更について 

(2) 放課後教室における専攻科生 TA の導入について 

(3) 留学生に係る補習措置について 

(4) 質保証 6項目の進捗状況について 

(5) 数理・データサイエンス・AI教育プログラム検討 WG メンバーの選出に

ついて 

(6) 到達度確認作業の進捗状況について 

(7) 成績評価資料のアップロード状況について 

第 13回教務委員会 

令和 3年 

12 月 01 日（水） 

(1) 「進級条件/学年修了条件」の変更について 

(2) 学生準則の見直しについて 

(3) 令和 4年度の学年暦について 

(4) 質保証 6項目の進捗状況について 

(5) 成績評価資料のアップロード状況について 

(6) 令和 4年度の出欠確認システムの運用について 

(7) 入学前 ICT 教育について 

第 14回教務委員会 

令和 3年 

12 月 10 日（金） 

(1) 質保証 6項目の進捗状況について 

(2) 電子版出席簿について 

(3) 到達度確認作業の進捗状況について 

(4) KOSEN フォーラムについて 

(5) Web シラバスの作成について 
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第 15回教務委員会 

令和 4年 

01 月 21 日（金） 

(1) カリキュラム移行期の進級認定について 

(2) インターンシップの単位認定について（4E，4C） 

(3) 後期期末試験の時間割について 

(4) WEB シラバス入力計画について 

(5) 再試験に関する資料の提出と回覧について 

(6) 成績評価資料の電子化（次年度の科目のリストアップ）について 

(7) 令和 4年度の出欠確認システムの運用について 

(8) 質保証 6項目の進捗状況について 

(9) 学修ポートフォリオについて 

第 16回教務委員会 

令和 4年 

02 月 01 日（火） 

インターンシップの単位認定について（4M，4S） 

第 17 回教務委員会 

令和 4年 

02 月 16 日（水） 

(1) 知識・技能審査の単位認定について 

(2) 編入学生に対する補習の実施について 

(3) 令和 4年度非常勤講師任用計画について 

第 18回教務委員会 

令和 4年 

02 月 25 日（金） 

数理・データサイエンス・AI教育プログラム履修規程について 

第 19回教務委員会 

令和 4年 

03 月 04 日（金） 

学生の表彰について 

第 20回教務委員会 

令和 4年 

03 月 22 日（火） 

(1) 「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム」の転科生の取り扱いに

ついて 

(2) 新カリキュラムに移行した学生の科目履修免除の取り扱いについて 

(3) 令和 4年度の到達度確認作業について 

(4) 令和 4年度の出席簿の更新について 

(5) 非常勤教員用マニュアルについて 

(6) 国立高等専門学校間単位互換の推進に関する実施方針について 

(7) 質保証 6項目の進捗状況について 

(8) 令和 4年度の定期試験を実施しない科目について 

(9) 卒業論文提出遅滞防止のための対応策について 
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学 生 委 員 会 
学生主事 片山 英昭 

 

令和3年度の学生委員会,並びに学生会・クラブの活動等は,令和2年度と比較して活動や取り組みは実

施できた方であるが，新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から，いくつかの取り組みおよ

び活動は縮小あるいは中止となった。実施されたものは新型コロナウイルス感染症の感染予防を講じた

ものであった。 

 

1．新入生支援・指導 

4月15日（木）16日（金）  クラブ紹介 

4月16日（金）17日（土）  新入生研修： 

いじめ防止仲間づくり・学びのすすめ講演会，PEER(認知行動療法)等 

  5月 6日（木）～31日（月）パートナーシップ：5月11日より一旦中断，その後再開できず 

5月15日（土）     学生会新入生歓迎会：中止 

 

2．登校指導・交通安全指導・禁煙指導 

4月 6日（火）～16日（金）登校指導 

4月12日（月）14日（水）  交通安全講習会 

5月10日（月）～28日（金）駐車指導 

9月13日（月）～22日（水）登校指導 

 9月21日（火）～ （毎朝） 登校健康確認指導（健康調査確認，マスク着用指導） 

12月         禁煙巡回指導 

12月～ 2月      積雪時の駐車指導 

 

3．環境美化 

6月14日（月）     第1回環境美化清掃：中止 

8月 4日（水）     第1回環境美化清掃 

11月26日（金）     第2回環境美化清掃 

2月 8日（火）        第3回環境美化清掃：中止 

 

4．課外活動 

＜学生会＞ 

4月 8日（木）     クラブ顧問会議 

5月        スポーツフェスタ…中止 

8月 2日（月）     学生総会：Web回答形式 

            松尾寺駅周辺ボランティア清掃…中止 

            秋の音楽祭in松尾寺…中止 

10月 8日（金）     ベルマーレイルミネーションの点灯式 

10月17日（日）     FMまいづるにゲスト出演 

10月          舞鶴赤れんがハーフマラソン2021ボランティア…中止 

     松尾寺駅周辺ボランティア清掃…中止 

11月 3日（水）     球技大会 

11月 8日（月）     校長フリートーキング 

11月29日（日）     学生総会（2部制） 

1月23日（日）     KBS京都にゲスト出演 

 

＜クラブ活動＞ 

5月15日（土）    福井高専との交歓試合：中止，12月に部活毎で実施 

6月19日（土）    Honda エコ マイレッジ チャレンジ 

7月 3日（土） 4日（日） 近畿地区高専体育大会バスケットボール（第1体育館） 

7月11日（日）   近畿地区高専体育大会柔道（第1体育館） 
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7月14日（水）   全国高等学校野球選手権京都大会 

  8月25日（水）26日（木） 全国高専体育大会テニス（宮城県） 

   9月 4日（土） 5日（日） 全国高専体育大会陸上（宮城県） 

10月 9日（土) 10日（日)  全国高等専門学校プログラミングコンテスト（オンライン） 

10月31日（日)    高専ロボコン2021近畿地区大会（オンライン） 

11月20日（土) 21日（日)  近畿地区高等専門学校英語プレゼンテーションコンテスト 

（オンライン） 

12月 4日（土)  5日（日)  全国高等専門学校デザインコペティション（呉） 

12月11日（土) 12日（日)  全国高専体育大会バレーボール（山形）女子バレーボール部 

12月18日（土) 19日（日)  全国高専体育大会水泳（秋田） 

   1月 6日（木）～ 8日（土）第28回全国高専将棋大会（奈良） 

3月 8日（火）      令和3年度起業家甲子園（オンライン） 

3月17日（木）      関西高専合同演奏会…中止 

   3月26日（土）～28日（月）第10回全日本高専選手権バレーボール（明石） 

 

＜高専祭関係＞ 

10月29日（金)      高専祭準備（午後のみ），前夜祭…中止 

10月30日（土) 31日（日)午前 本祭（事前申込者に限定した一般公開） 

10月31日（日)午後  高専祭片付，後夜祭 …中止 

 

5．講演会 

5月11日（火）24日（月） メンタルヘルス講演会（2年生） 

6月21日（月）           ネット犯罪被害防止講演会（1年生，情報科学センター共同開催） 

7月19日（月）21日（水） 薬物乱用防止講演会（3年生） 

7月26日（月）27日（火） 性被害者・性加害者とならないための講演会（全学年対象） 

10月18日（月）           薬物乱用防止講演会（全学年対象） 

2月16日（水）           薬物乱用防止講習（全学年対象） 

 

6．その他 

6月15日（火）    第1回中丹高等学校補導連絡協議会 

6月21日（月）    第1回いじめに関するアンケート(web形式) 

9月14日（火）    近畿地区高専学生主事連絡協議会・人権教育連絡協議会（オンライン） 

10月 4日（月）    第2回いじめに関するアンケート(SNS：Web形式) 

10月11日（月）    避難訓練 

10月12日（火）    第2回中丹高等学校補導連絡協議会 

11月 5日（金）    第3回いじめに関するアンケート(印刷物形式) 

12月16日（木）17日（金） 第18回全国国立高等専門学校学生支援担当教職員研修 

1月17日（月）        第4回いじめに関するアンケート(SNS：Web形式)：中止 

2月 8日（火）       第3回中丹高等学校補導連絡協議会：中止 

3月12日（土）      令和3年度東海・北陸・近畿地区国立高等専門学校学生指導力向上 

研修会:中止 
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学 寮 委 員 会 

寮務主事 豊田 香 

 

令和3年度の学寮運営の理念および基本方針を以下に示します。令和2年度に続き令和3年度も新型コ

ロナウイルス感染症への対応を最優先とする年度となりました。 

 

1．令和3年度 学寮運営の理念 

「自主性と協調性を養う」 

寮生活を通して基本的な生活習慣を身に付け，人格を育成し，規則遵守の態度を養う。また，寮生活

の経験に基づき友情，相互寛容など人間関係について正しい理解と自主，自律の精神を養う。 

 

2．令和3年度 学寮運営の基本方針 

(1) 特別運営を継続 

 

(2) 寮生活規則の遵守 

二足制の維持 

消灯 

予告なしの寮室点検の実施 

その他規則の遵守について注意喚起 

 

(3) 安心で清潔な学寮 

新型コロナウイルス感染症の対策と対応を最優先する 

外周と寮内の防犯カメラ設置要望 

長期休業期間の荷物の持ち帰りと専門業者による室内清掃 

担当教員によるフロア巡回と清掃チェック 

点呼後のフロア清掃 

生活委員の活動を中心としたごみの分別と移動 

不法投棄の撲滅 

ゴミステーションの新設 

寮室内什器の統一化と設置 

寮設備の補修 

給食検討委員会，栄養講座実施 

寮生以外の寮内立入り禁止 

 

(4) 自主性と協調性を育む活動 

寮生会との連携と活動への教職員による支援 

寮生会委員会活動への教員による支援 

 

(5) 自習時間の徹底 

自習時間の徹底 

自習室の使用 

 

(6) きめの細かい学生指導と相談体制の整備 

フロアミーティングの実施 

巡回指導の強化 

年度途中の１年生の部屋替実施，寮室点検 

禁煙・禁酒 

担任との連携 
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3．学寮委員会等の開催 

 4月 1日（木） 第1回学寮委員会 

 5月26日（水） 第2回学寮委員会 

7月21日（水） 第3回学寮委員会 

11月 5日（金） 第4回学寮委員会 

11月24日（水） 第5回学寮委員会 

12月 3日（金） 第6回学寮委員会 

2月 2日（水） 第7回学寮委員会 

 

7月15日（木） 主事・主事補会議 

9月22日（水） 主事・主事補会議 

11月17日（水） 主事・主事補会議 

1月26日（水） 主事・主事補会議 

 

4．近畿地区寮務主事会議 

令和3年11月24日（水）明石高専，奈良高専，和歌山高専および本校の近畿地区国立4高専寮務主事に

より近畿地区寮務主事会議がオンラインにて実施された。 
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 専 攻 科 
専攻科長 加登 文学 

 

1．年間活動の概要 

 専攻科の年間活動の概要を表 1に示す。 

 

表 1 活動内容 

年 月 内         容 

令和 3年 4月 

・第 1回専攻科委員会（4/2） 

・専攻科総合システム工学専攻入学式（4/5） 

・新入生オリエンテーション（4/6） 

・学位申請説明会：1年生（4/8） 

・1 年生，2年生研究室配属決定 

・専攻科学生の TA募集 

令和 3年 5月 

・専攻科推薦特別選抜書類選考（5/12） 

・第 2回専攻科委員会（入試委員会と合同）（5/15） 

・第 3回専攻科委員会（5/18） 

・大学改革支援・学位授与機構への特例適用専攻科状況報告 

令和 3年 6月 

・特例適用による学位申請説明会：2年生（6/1） 

・専攻科一般学力検査選抜試験（前期）（6/20） 

・第 4回専攻科委員会（入試委員会と合同）（6/22） 

令和 3年 7月 

・第 3ブロック専攻科長会議〔オンライン〕（7/21） 

・第 5回専攻科委員会（7/27） 

・前期期末試験（7/28～8/4） 

令和 3年 8月 ・特例適用による学位申請説明会（事務手続き）：2年生（8/3） 

令和 3年 9月 

・学修総まとめ科目「履修計画書」の確認（9/1～9/9） 

・特例適用による学位申請入力（学内締切：9/28） 

・学則変更および特例適用専攻科変更の届出 

令和 3年 10 月 

・学修総まとめ科目計画書提出（2年） 

・特別研究基礎中間発表（10/12） 

・専攻科一般学力検査選抜試験（後期）（10/17） 

・第 6回専攻科委員会（入試委員会と合同）（10/19） 

・コース長による学生面談（1年生） 

令和 3年 11 月 ・第 7回専攻科委員会（11/9） 

令和 3年 12 月 

・合同学校説明会での専攻科説明（12/4） 

・近畿地区高専専攻科長会議（12/7） 

・特別研究発表会（12/18） 

・第 8回専攻科委員会（12/20） 

令和 4年 1月 
・特別研究基礎発表会（1/25） 

・学修総まとめ科目「成果の要旨」の確認（1/17～1/28） 

令和 4年 2月 

・特別研究論文提出（2/3） 

・専攻科特別研究報告集原稿の提出（2/3） 

・第 9回専攻科委員会（MDE 委員会と合同）（2/8） 

・第 10 回専攻科委員会（2/8） 

・専攻科 1年生後期期末試験（2/7～2/10）感染症対策のため短縮して実施 

・特例適用による学位申請入力（学内締切：2/17） 

・第 3ブロック専攻科研究フォーラム〔オンライン〕（2/25） 
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令和 4年 3月 

・専攻科修了証書授与式：総合システム工学専攻 27 名（3/18） 

・第 11 回専攻科委員会（3/23） 

・令和 5 年度専攻科学生募集要項配布 

 

2．専攻科の運営 

2.1 専攻科委員会の構成と役割分担 

 専攻科の活動は専攻科委員会が担い，委員長，教務主事の他，学科・部門から各 1名程度の教員およ

び学生課長と学生課課長補佐が委員として所属し，教務関係担当職員が事務手続き業務に当たっている。

令和 3年度の人員構成と役割分担および事務手続き担当職員は表 2のとおりである。 

 

表 2 専攻科の運営メンバー 

氏 名 役 職 主たる役割分担 備 考 

加登文学 委員長 総括 専攻科長 

川田昌克 委員 教務関係事項への助言 教務主事 

井上泰仁 電気電子システム工学コース長 当該コースの運営，進路指

導，教育関係書類の整備，特

別研究審査資料等の確認 

電気情報工学科 

室巻孝郎 機械制御システム工学コース長 機械工学科 

渡部昌弘 建設工学コース長 建設システム工学科 

清原修二 委員 教育関係書類の整備，特別

研究審査資料等の確認 

電子制御工学科 

藤田憲司 委員 国際交流 

人文科学部門との連携 

人文科学部門 

岡田浩嗣 委員 自然科学部門との連携 自然科学部門 

山口秀朗 委員 
事務手続きの承認 

学生課長 

富田 誠 委員 学生課課長補佐 

嵯峨信子 陪席 
事務手続きの実施 学生課職員 

中道晶子 陪席 

 

2.2 入学と修了 

 令和 3年度入学者は，総合システム工学専攻 19名（電気電子システム工学コース 11 名，機械制御シ

ステム工学コース 4名，建設工学コース 4名）であった。また，令和 3年度修了者は，総合システム工

学専攻 27 名（電気電子システム工学コース 10 名，機械制御システム工学コース 12 名，建設工学コー

ス 5名）であった。 

 

2.3 入試関係 

 今年度から，一般学力検査選抜における英語の筆記試験に替えて，TOEIC スコア（TOEIC IP を含む）

による評価を行った。 

 一般学力検査選抜について，令和７年度専攻科入試（実施は令和 6 年）より，6 月頃に実施している

〔前期日程Ａ方式〕，〔前期日程Ｂ方式〕と，10月頃に実施している〔後期日程〕を統合し，一般学力検

査選抜〔Ａ方式〕，〔Ｂ方式〕として年 1 回（6 月頃）の実施とすることが決定された。これについて本

校ホームページに予告文書を掲載した。 

 

2.4 カリキュラム改正 

 令和 3年度専攻科入学生から新しいカリキュラムが適用された。 

 

2.5 特例適用専攻科変更の届出 

特例適用専攻科について科目表および学修総まとめ科目担当者変更の届出を 9月に行った。 

 

2.6 学位授与申請 

 1 年生に対しては，「特例適用による学位申請説明会」を受講登録締切日前の 4 月 8 日（1 年生対象）

に行い，履修単位確認と書類作成の説明をした。 
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2 年生に対しては，「特例適用による学位申請説明会」を 6月 1日に行い，履修単位確認と書類作成の

説明をした。また，8月 3日に「特例適用による学位申請説明会（事務手続き）」を実施した。9月に「学

修総まとめ科目履修計画書」の確認作業を行い，10月に特例適用による学位申請の手続を行った。また，

2 月に当該学生に対する履修単位の確認と「学修総まとめ科目成果の要旨」の確認作業を行い，学位申

請の手続を行った。そして，特例適用による学位申請に対する大学改革支援・学位授与機構の審査を経

て，令和 4年 3月，申請者全員に「学士」の学位が授与された。なお，通例（従来の学位申請方式）適

用による学位の申請はなかった｡ 

 

3．学生教育関係 

3.1 学生の研修 

 今年度行われる予定だった ISTS2021（International Seminar on Technology for Sustainability），

および JSTS2021（Japan Seminar on Technology for Sustainability）はいずれも対面での実施が中止

となった。JSTS についてはオンラインでの実施が案内されたが，本校からの参加はなかった。 

 

3.2 研究成果の発表 

 専攻科では，学生が自身の研究成果を積極的に学会等で発表することを奨励している。これは，研究

発表技術を涵養するためだけではなく，学外での客観的な評価を受けることによって，研究に関する新

たな発見や今後の方向性に繋がるためでもある。昨年度より新型コロナウイルス感染拡大の影響があり，

多くの発表会が集合形式ではなく，オンライン形式となっている。発表件数の内訳を表 3－1に示す（本

人発表のみ）。 

 

表 3－1 学外での研究発表件数（第 3ブロック専攻科研究フォーラムを除く） 

所属コース名  
発表件数 

1 年生 2 年生 合計 

電気電子システム工学 
国内学会等 4 1 5 

国際会議等 2 0 2 

機械制御システム工学 
国内学会等 1 3 4 

国際会議等 0 1 1 

建設工学 
国内学会等 2 4 6 

国際会議等 0 0 0 

合計  9 9 18 

 

また，第 3 ブロック専攻科研究フォーラムが令和 4 年 2 月 25 日に，当初予定されていた対面での実

施からオンラインに変更されて開催された。ポスターセッションもすべて口頭での発表を行った。本校

からの発表件数の内訳を表 3－2に示す。 

 

表 3－2 第 3ブロック専攻科研究フォーラムでの研究発表件数（専攻科 1年生） 

所属コース名 

発表件数 

オーラル

セッション 

ポスター

セッション 
合計 

電気電子システム工学 0 5 5 

機械制御システム工学 0 4 4 

建設工学 1 3 4 

合計 1 12 13 

 

3.3 インターンシップ 

専攻科 1年生 2名が大学院の研究室でのインターンシップに参加した。企業へのインターンシップに

ついては，コロナ感染拡大状況に伴い，受け入れ予定企業の判断ですべて中止となった。また大学院研

究室もすべてオンラインへと切り替わり，日程・日数も変更となったため単位認定日数には至らず，単

位認定はされていない。 
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例年，1年生希望者を KMITL（タイ国キングモンクット工科大学）に派遣している海外インターンシッ

プについても，今年度は中止とし，希望者については来年度の参加を検討することとした。 

 

3.4 新型コロナウイルス感染症対応 

本年度は新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い，令和 4 年 5 月 13 日～19 日臨時休校，令和 4 年 5

月 20 日～21 日遠隔授業，令和 4 年 1 月 14 日臨時休校，令和 4 年 1 月 17 日～2 月 4 日遠隔授業といっ

た対応を行った。 

また，専攻科棟 3F 研究室に，オンラインでの研究発表会参加や進路活動等に利用できる Web 会議シ

ステムのための設備を整えた。 

 

4．進路状況 

 令和 3年度の進路状況を表 4に示す。今年度も専攻科の求人状況は好調であり，就職希望者全員が内

定をいただいた。また，大学院進学は 7名となった。 

 

表 4 進路状況（令和 4年 3月） 

電気電子システム工学コース 機械制御システム工学コース 建設工学コース 

【就職】 

アイテック阪急阪神 

NTT コムウェア 

オプテージ 

カワイ電線 

クレスコ 

サムコ 

日新電機 

防衛省情報本部 

 

【進学】 

奈良先端科学大学院大学 

兵庫県立大学大学院 

【就職】 

GS ユアサ 

パナソニック アプライアンス社 

パナソニック コネクティッドソリューションズ社 

タマディック 

小松製作所 

安川電機 

パナソニック ハウジングシステム事業部 

 

【進学】 

神戸大学大学院 

奈良先端科学技術大学院大学 

兵庫県立大学大学院 

北陸先端科学技術大学院大学 

【就職】 

川田工業 

太陽工業 

UR リンケージ 

京都府 

 

【進学】 

滋賀県立大学大学院 

 

5．その他 

5.1 第 3ブロック専攻科長会議 

 令和 3年度は明石高専を担当校として，7月 21日（水）に Web 会議で開催された。協議事項では，「専

攻科各種申請状況（改組，レビュー，JABEE など）について」，「コロナ禍での国際交流の実施方法につ

いて」について議論され，情報共有がなされた。また，承合事項では，「入学者数（認証評価での指摘

0.7-1.3 倍について）」，「コロナ禍での活動状況」，「遠隔授業（実習系科目や試験）」，「JABEE 関係」，「特

例認定関係」等について各校の状況が説明された。 

 

5.2 近畿地区高専専攻科長会議 

令和 3年度は本校が主幹校であり，12月 7日（火）にキャンパスプラザ京都において対面で開催され

た。協議事項としては「専攻科担当教員の研究活動」について議論された。承合事項では，「専攻科学力

入試の選考基準」，「入学試験の実施方法」，「国立高専教育国際基準」等について各校の状況が説明され，

情報共有がなされた。 

 

 

25



学校運営                 Annual Report 2021                人文科学部門 

 

 

人 文 科 学 部 門 
人文科学部門長 田村 修一 

 

1．授業公開 

本年度も昨年度同様，新型コロナウィルス感染症の全国的な拡大の状況を鑑みて，実施されなかった。 

 

2．英語デー 

10月19日（火），英語教員が実施運営主体となり，クラス担任等の協力を仰ぎ，教務委員会主催の学校

行事としてTOEICおよびTOEIC Bridgeの団体受検を実施した。日頃の学習の成果および英語のリーディ

ング・リスニング能力を評価する目的で，本科1･2年生はTOEIC Bridgeを，本科3年生から専攻科2年生ま

ではTOEICを受検した。本年度は，本科3･4年生と専攻科1年生が全員受検（受検料無料）で，本科1･2･5

年生と専攻科2年生は任意受検で，受検者が受検料の一部を負担した。 

 

3．英語プレゼンテーションコンテスト 

第15回近畿地区高等専門学校英語プレゼンテーションコンテスト（大阪府立大学工業高等専門学校主

催）が11月20日（土）に開催され，本校から2名がシングル部門に参加した。昨年度に引き続き，本年度

も新型コロナウィルス感染防止のため，Zoomを利用した遠隔開催となった。 

 

プレゼンテーションは事前に撮影したビデオをストリーミング配信し，それを各高専会場で出場者が

視聴するという形で行われ，視聴後は審査員によるリアルタイムの質疑応答があった。本校からは以下

の2名が出場した。 

 

3年 電気情報工学科  片山 惠進 タイトル：Rainbow of Diversity 

3年 建設システム工学科 貫井 かんな タイトル：Three Presentation Tricks 

 

片山さんは日本におけるLGBTQの問題について，そして貫井さんは上手なプレゼンテーションを行う

ための三つの技法についてそれぞれ発表した。2名とも練習の成果を存分に発揮し，発表後の質疑応答

でも生き生きと英語で受け答えしていた。今後につながる貴重な経験になったのではないかと思われる。 

 

4．教員の受賞 

平尾恵美教員の研究発表「従属節発話における文脈と慣習性―「単純な」／「慣習化された」主節省

略の分析から―」（日本語用論学会第24回大会 2021年12月18日 オンライン開催）が，日本語用論学会第

24回大会 大会発表賞を受賞した。 

 

5．外部資金導入 

本年度は，人文科学部門教員で，以下の者が科研費等の外部資金を獲得している。 

○児玉圭司教員 

・（研究分担者）基盤研究(B)「近代日本の地域自治―村と大字の法史学的研究―」（代表：川口由彦

法政大学教授） 

・（研究代表者）基盤研究(C)「官吏・典獄と被収容者から読み解く，明治日本の監獄」 

・（研究代表者）山岡記念文化財団研究助成金「近現代日本における刑罰・刑務作業の考察」 

○牧野雅司教員 

・（研究代表者）若手研究「外交文書の「見た目」から読み解く近世日朝関係の特質」 

○荻田みどり教員 

・（研究代表者）研究活動スタート支援「源氏物語の受容を中心とした食に対する意識の変遷に関す

る研究」 

○山根秀介教員 

・（研究代表者）若手研究「ウィリアム・ジェイムズの多元論哲学に対するシャルル・ルヌヴィエの

影響に関する研究」 
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6．国税庁「令和3年度 第60回 税に関する高校生の作文」部門の受賞 

3年生「総合国語ⅡA，ⅡB」（田村修一教員・荻田みどり教員担当）の授業において「税に関する高

校生の作文」に応募し，以下の本校学生2名が受賞した。12月16日，舞鶴税務署長による授賞式が本校

校長室にて執り行われた。 

京都府租税教育推進協議会会長賞 

「国民の義務」 柴田 歩夢（電子制御工学科3年） 

舞鶴地区租税教育推進協議会会長賞 

「税と建築」 磯田 倫花（建設システム工学科3年） 

 

7.「放課後教室」の実施 

本年度も，自然・人文科学部門合同で「放課後教室」を開催した。これは，学生に学習する習慣を身

につけてもらうこと，学生が教員に接しやすい環境を整えることを目的としたもので，定期試験の2週

間前から週に3回程度，放課後（16:30～18:00）に低学年の教室を利用して行った。本年度はじめての試

みとして，専攻科２年生がTAとして後期中間試験に向けての放課後教室に参加し，低学年の学生に学習

の指導を行った。また，遠隔授業期間で学生が登校できない時期に，インターネットを介したビデオチ

ャットツールを使用してオンラインで放課後教室を行った。なお，放課後教室は今年度を通じて17回開

かれ，延べ422名の学生が参加した。 

 

8．「総合演習」の実施 

自然・人文科学部門合同で「総合演習」を実施した。1年生と2年生全員が週に1クラス，習熟度の向上

を目的に課題に取り組んだ。 

 

9．教員の動き 

本年度4月にJimmy Aames先生（英語）を，同11月に岡下朋世先生（英語）を，それぞれ助教としてお

迎えした。 
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 自 然 科 学 部 門 

自然科学部門長 奥村 昌司 

1．教育の取り組み 

(1) 新型コロナウィルス感染症の対応 

昨年度と同様に感染症が広まる恐れがあるときには遠隔授業を行うなどの対応が必要であった。 

(2) 中学数学の復習と数学基礎力診断テスト（1年生対象） 

4月入学の新入生に対する取り組みとして，入学前の数学の事前課題（宿題）を今年も配布して，新

入生に対して中学数学の復習を促している。今年度は「総合演習」の時間に実施した。新年度につい

ても「総合演習」の授業時間内に確認テストを実施する予定である。 

(3) 入学前ICT教育（入学予定者対象） 

 翌年度新入生を対象とした入学に向けての学習準備のための取組みとして，入学前ICT授業を今年度

から実施しており，自然科学部門は第2回(1月26日～2月1日)の授業を担当した。自然科学部門担当の

授業では，人文科学系科目を含む一般科目の紹介および理科をテーマとしたクイズ形式のオンライン

授業を，Teamsを用いて実施した。 

(4) CBT（1年生・2年生・3年生対象） 

CBT「数学」・「物理」・「化学」を，教務係および情報科学センターの協力を得てクラス毎に実施し

た。「数学」については1年から3年の全クラス（12月6日～23日），「物理」については2年の全クラス

（12月24日），「化学」については1年の全クラス（12月10日）を対象として実施した。トライアルを含

めて5年目になり，スムーズに実施することができた。 

(5) 総合演習（1・2年生対象） 

人文科学部門と共同で担当している1・2年生の総合演習の時間に，数学，物理，化学などの日々の

学習をおぎなう課題学習に取り組ませた。 

(6) 放課後教室（主に低学年の希望者対象） 

人文科学部門と合同で，学生に学習する習慣を身につけてもらうこと，学生が教員に接しやすい環

境を整えることを目的として，「放課後教室」を今年度も実施した。 

前期は，定期試験（前期期末，後期中間）の約3週間前から週に2回程度，後期は，中間試験の約2週

間前から週に3回程度，放課後に人文・自然科学部門の教員が数名待機する教室に学生を集めて予復習

や試験勉強の学習支援を行った。また，後期中間試験前の放課後教室では，専攻科生を2名配置し，質

問のしやすい環境づくりを行った。成績不振者には担任から個別に参加を促し，基礎学力の向上を図

った。遠隔授業の実施により，後期期末試験前の放課後教室は開催できなかった。 

今年度の放課後教室は年間14回開かれ，延べ人数で422名の学生の参加があった。後期期末試験前の

放課後教室を実施できなかったにも関わらず，前年度から77名増えており，学生の間に放課後教室が

普及してきていると感じる。 

(7) 進学希望の学生に対する学習支援 

大学への編入学や専攻科進学を希望する学生に対する学習支援として，過去の大学編入試験や専攻

科入学試験の問題について学生が解答した答案のチェックを行い，解答と解説を行った。 

 年度末には，進学希望の 4年生を対象とした勉強合宿（3月 14 日～18日）が開かれ，自然科学部門

の数学・理科教員各 1名が講義（線形代数と電磁気学）を 1週間にわたって実施した。 

(8) 昨年度に引き続き，物理実験室・準備室および化学実験室・準備室の整備を行い，理科系科目に

おける実験の充実を図っている。また，放課後に理科好きの学生たちを実験室に集め，理科教員の指

導の下，理科に係わる活動を体験させている。 
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2．学校広報 

今年度，オープンキャンパスにおいて，会場へ来られた生徒や保護者の方に低学年の授業の様子を

伝えるため，人文科学部門とともにパネル展示を行った。また，自然科学部門が提供している授業の

紹介や使用教科書，板書などの紹介を行った。 

年度末には，新中学 2・3年生を対象に，自然科学部門の理科教員 2名による先どりサイエンス教室

「光でみる実験」（3月 26 日），「光をみる実験」（3月 27 日）が開催され，延べ人数にして 24名の参

加者があった。 

3．公開講座・出前授業 

 科学の楽しさを伝えるため，数学・理科が好きな小中学生を対象に，今年度は 7件の公開講座「不思
議なパズルとフィボナッチ数列」「太陽を観察しよう」「計算機と平方根」「折り紙と数学」「カレンダー
と数学」「あやべ理工系ことはじめ教室 作って遊ぼう！～ストロー多面体～」「数式展覧会」と 1件の
出前授業「不思議なパズルとフィボナッチ数列（於木津川市立泉川中学校）」を実施した。また，舞鶴高
専において実施された「舞鶴市立若浦中学校の体験学習」において，体験講座「偶数と奇数の話」を担
当した。 

4．ジュニアドクター育成塾の取り組み  

 本校が平成 31 年度（令和元年度）に採択されて実施している，科学技術振興機構の行うジュニアド

クター育成塾の事業の取り組みにおいて，自然科学部門では，今年度に第 2段階育成プログラムに進ん

だ受講生を，数学のテーマ「再帰性と数学」，理科のテーマ「宇宙について調べよう」でそれぞれ 2名ず

つ受け入れ，課題研究の指導を行った。 

5．人事 

・ 令和3年3月31日，背戸柳実教授が定年退職された。昭和61年から36年間の長きにわたり務められ，

その功績により名誉教授の称号を授与された。令和3年度，背戸柳先生は嘱託教授として勤務され

た。 

・ 令和3年4月1日，宝利剛教員が准教授に昇進された。 
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機  械  工  学  科 
機械工学科長 西山 等 

 

1． 年間活動の概要 

機械工学科の年間活動の概要を下表に示す。 

 

年 月 活 動 内 容 

令和3年4月 ・新入生学科ガイダンス（4/9） 

6月 
・先どりプログラミング教室[学科見学](6/12) 

・あやべ理工系ことはじめ教室［公開講座「クレーンを作って遊ぼう」］(6/26) 

7月 

・学校説明会「学科説明」（7/3・4） 

・舞鶴市立若浦中学校3年生体験学習「クレーンを作って遊ぼう」（7/8） 

・福知山市立成和中学校2年生体験学習「施設見学」（7/15） 

8月 ・オープンキャンパス［学科展示・体験学習］（8/7～8/9） 

10月 

・公開講座「3D-CAD を使ってみよう！ パソコンで 3D モデル組立て」(10/16) 

・卒業研究中間発表会(10/21) 

・出前授業「定規より便利な工具（ノギス）を作ろう」（舞鶴市立和田中学校，10/26） 

11月 ・公開講座「クレーンを作って遊ぼう」（11/13・14） 

令和4年1月 

・授業公開（コロナ禍により中止）(1/17) 

・機械工学科特別講演会(3年生対象)「エンジニアの業務紹介ともっておきたいスキル」 

（講師：日本電産マシンツール㈱所属 本校卒業生）（コロナ禍により中止）(1/17) 

・卒業研究発表会（リモート・オンデマンド） (1/27) 

3月 ・舞鶴市立若浦中学校1年生校外学習[学科見学] (3/10) 

 

     
       学校説明会「学科説明」         若浦中学校「体験学習」 

 

         
       成和中学校「施設見学」       公開講座「3D-CAD を使ってみよう！」 
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          オープンキャンパス「体験学習」      オープンキャンパス「体験学習」 

     （スターリングエンジン）            （ハンドスピナー） 

       

 

2．地域企業との連携による製品企画の流れの体験 

機械工学科では 4年生の設計製図Ⅲにおいて，地域企業の協力を得て実務に沿った製品の企画・開発・

設計などの流れを体験できる授業を行っている。授業では，機械工学科教員と企業での装置の設計や開

発の実務を担当する技術者が連携して授業を展開する。今年度は 2件の連携授業を行った。 

連携先の株式会社椿本チエインとは令和 3年 4月 19 日～11月 15 日，オムロン株式会社綾部事業所と

は令和 3 年 10 月 14 日～12 月 23 日の期間において新製品開発等の課題に取り組んだ。学生にとって学

校教員の授業だけでは経験できない実り多い授業となった。 

 

 

      
地域企業との連携授業           地域企業との連携授業 

 

3．進路状況 

令和 3年度 5年生の進路状況を下表に示す。 

就職（18名） 進学（11名） 

ENEOS，オムロン，カシフジ，川崎重工業，キヤノ

ンマシナリー，極東開発工業，クボタ，サントリ

ー，ジェイエムエンジニアリング，JMU ディフェン

スシステムズ，TOWA，ナカサク，任天堂，日立建

機，日立造船，二九精密機械工業，メンバーズ，シ

キボウ  

舞鶴高専専攻科，奈良高専専攻科，近畿大学高

専専攻科，岐阜大学，九州大学，長岡技術科学

大学， 

岡山大学，立命館大学 

 

 

4．人事異動 

 令和 4年 3月 31 日付で山本昌平助教が退職された。 
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電 気 情 報 工 学 科 

電気情報工学科長 内海 淳志 

1．年間活動の概要 

電気情報工学科の年間活動の概要を下表に示します。 

年 月 内  容 

令和3年 4月 7日 ・新入生ガイダンス 

令和3年 4月27日   ・4年生創造工学コンセプト発表会 

令和3年 6月12日 

26日 

・先どりプログラミング教室「小さなコンピュータを利用したプログラミング」（本校） 

・あやべ理工系ことはじめ教室 

「プログラム＋電気回路＝オリジナルイルミネーション（綾部市ものづくり交流館） 

令和3年 7月 8日 

15日 

20日 

・体験学習「画像処理プログラミング入門」(本校，対象：若浦中) 

・体験学習「画像処理プログラミング入門」(本校，対象：成和中) 

・4年生創造工学成果発表会 

令和3年 8月 7日 

～9日 

・オープンキャンパス体験学習 

「空間に絵や文字を表示する回路を作ろう！」，「AI で楽器アプリを作ってみよう！」 

令和3年10月 4日 

14日 

26日 

26日 

・4年生工学基礎研究の研究室配属決定 

・5年生卒業研究中間発表会 

・体験学習「エジソン電球の実験」(和田中) 

・電気情報工学科特別講演会（電気三学会関西支部主催，対象：4年生・5年生） 

「スーパーコンピュータ『富岳』の‟ひみつ”  〜スパコンでなにができるか〜」 

理化学研究所 計算科学研究センター 副センター長 佐藤 三久先生 

令和3年11月 5日 

 

7日   

・専門アクティブラーニング（AL）連続講義（対象：3年生，第2回11月26日） 

 「PLC特別講義」株式会社太平電機 藤田 智常 様 

・舞鶴高専杯プログラミングコンテスト（赤れんが３号棟のコワーケーションスペース） 

令和3年12月 3日 

 

4日                 

・専門アクティブラーニング（AL）講演会（対象：1年生・2年生・3年生） 

「電気回路を学ぼう」岐阜高専 所哲夫教授 

・学科主催公開講座「ピカピカ光る! クリスマスオブジェ作り」(本校)  

令和4年 1月 6日 

 

 

13日 

18日 

27日 

・電気情報工学科教育研究会 

「タイ高専，気候本部への派遣報告」（竹澤先生）， 

「情報技術による医療診断支援」（森先生） 

・授業公開「1ES 画像工学」(科目担当：芦澤先生) 

・4年生工学基礎研究発表会（オンデマンド発表，オンライン質疑） 

・5年生卒業研究発表会（オンデマンド発表，オンライン質疑） 

令和4年 2月 9日 

 

17日 

・入学前ICT教育 

「未来につながる電気エネルギー」（オンデマンド授業，対象：入学予定者） 

・専門アクティブラーニング（AL）講演会（対象：1年生・2年生・3年生） 

「世界はプラットフォームでできている」株式会社LOM 代表取締役 高橋 賢 様 

「IT企業ってなんだろう」インフォニック株式会社 堀 優樹 様 

令和4年 3月10日 ・体験学習「スクラッチでゲーム作成」(本校，対象：若浦中)  

 

2．電気情報工学科特別講演会 

令和3年10月26日(火)に本学科の特別講演会として，電気三学会

関西支部主催の「学生のための講演会」を本校視聴覚教室にて開催

しました。理化学研究所計算科学研究センター副センター長 佐藤三久

先生に講師をお願いして，「スーパーコンピュータ『富岳』の”ひみ

つ” 〜スパコンでなにができるか〜」と題してご講演頂きました。

スーパーコンピュータ『富岳』の紹介から始まり，地球変動，飛沫

感染など，スーパーコンピュータを利用した計算シミュレーション

の例を示しながら，わかりやすく説明をしていただきました。学生

達は，スーパーコンピュータの世界的な開発競争や実際に活用され

た例を知ることができ，非常に興味深く聞いていました。 特別講演 
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3．舞鶴高専杯プログラミングコンテストの開催 

小中学校のプログラミング教育必修化によって多くの関心が

集まっているプログラミングの普及のために，小中学生の発想

力，表現力，技術力および，発信力の向上を目指し，令和3年11

月7日(日)に，舞鶴高専杯プログラミングコンテスト（アイディ

ア部門，ゲーム部門）を開催しました。コンテスト当日は，アイ

ディア部門はプレゼンテーション，ゲーム部門はプレゼンテー

ションとデモンストレーションの審査を行いました。赤れんが

パークにあるコワーキングスペースCoworkation Village 

MAIZURU を会場として実施しましたが，小・中学生の能力を活

かしたアイディアやゲームを見聞きし，参加者と来場者の熱い

拍手で包まれていたのがとても印象的でした。 

 

4．学生による学会発表など 

電気情報工学科学生の学会発表を下表に示します。＊印は本学科出身の専攻科生です。 

年 月 発 表 学 会 発 表 者 

令和3年 8月 
第29回 視覚障害リハビリテーション研究発表大会 in 岡山 

「スマートフォンによる歩行者用信号機検出の基礎研究」 
中島 滉太 

令和3年 9月 

第82回応用物理学会春季学術講演会 

「液体金属，金，アルミニウムを各ショットキー電極とするダイオード

の電気的特性の比較」 

内田 竣也* 

熊谷 昌城 

令和3年 12月 

第6回日本福祉工学会九州支部大会 熊本2021 

「スマートフォンを活用した視覚障碍者向け障害物検出システムの開

発」 

森田 光明* 

令和4年 2月 

第3ブロック専攻科研究フォーラム 

「SiCモジュールを用いた高周波電流測定手法の検討」 
小林 大輝* 

「室内環境を把握するためのIoTシステムの開発」 松井 祐樹* 

令和4年 3月 

令和3年度高専研究発表会 

「Residual Networkによる妊娠予測」 
足立 雄信 

「視覚障碍者の横断歩道通過支援のための信号機検出」 中島 滉太 

第69回応用物理学会春季学術講演会 

「液体金属を用いたショットキーバリヤダイオードの改良」 

内田  竣也* 

熊谷 昌城 

令和4年電気学会全国大会 

「誤点弧解析のための電圧振動モデルの提案」 
東出 稜平* 

 

 

5．5年生の進路状況 

 今年度の5年生は，就職希望者が27名(60％)，進学希望者が18名(40％)でした。  

【就職(内定企業)】：アイテック阪急阪神，アークレイ，イシダ，NTTフィールドテクノ，大阪ガス，大

阪中央ダイカスト，大阪メトロ，きんでん，コベルコソフトサービス，キヤノンメディカル，シ

ステムエグゼ，GSユアサ，住友電工，住友電設，ソニーグローバルマニュファクチャリング＆オ

ペレーションズ，トヨタ，日産オートモーティブテクノロジー，日新電機(2名)，ネクストウェ

ア，パナソニック アプライアンス社，富士電機，ホソカワミクロン，三菱電機通信機製作所，

村田機械，村田製作所八日市事業所，メンバーズ 

【進学(合格先)】：大阪大学，岡山大学，近畿大学，京都工芸繊維大学，佐賀大学，豊橋技術科学大学，

長岡技術科学大学(3名)，新潟大学，広島大学，福知山公立大学，舞鶴高専専攻科(4名)，三重大

学，HAL大阪校 

アイディア部門のプレゼンテーション 
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電 子 制 御 工 学 科 

電子制御工学科長 野間 正泰 

1．年間活動の概要 

 令和 3年度電子制御工学科の年間活動の概要を下の表に示す。 

月  日 活 動 内 容 備  考 

令和 3年 4 月 7日 新入生・専門学科ガイダンス 全教員，技術職員 

6 月 12 日 先どりプログラミング教室 川田，高木 

8 月 7～9日 オープンキャンパス 全教員，技術職員 

7 月 3～4日 

10 月 30～31 日 

第 14 回全日本小中学生ロボット選手権（舞鶴

高専大会）（対象：小学生，中学生） 
藤司，石川，高木，若林 

10 月 21 日 卒業研究中間発表会 2 会場で実施，31 名発表 

11 月 学科特別講演会 中止 

11 月 4 年生海外研修旅行 中止 

12 月 20 日 インターンシップ報告会 5 名発表 

令和 4年 1月 17 日 授業公開（若林） （主査・石川）中止 

1 月 28 日 卒業研究発表会（オンデマンド） 動画で発表 

2 月 創造設計プロジェクト競技会 中止 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オープンキャンパス 
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2．教員人事 

 令和 3年 9月 30 日付で藤司純一助教が民間企業に転出された。 

 

3. 卒業研究 

 年明けの 3週間が遠隔授業になったことを受け，卒業研究発表会は発表動画を提出させ，各教員が動

画を視聴し，その内容を評価することに変更した。また，質問事項は EXCEL ファイルに記入して，それ

を学生が確認し，回答させることにした。 

なお，卒業論文と要旨は pdf ファイルで提出させ，提出状況は 5S担任と学科長が確認した。印刷は

後日で可とした。 

 

4．進路状況（5年生） 

最近 5年間の進路状況を下の表に示す。本年度は 5S担任の石川一平准教授が進路指導を担当し，就職

希望者 19名と進学希望者 12 名の進路が確定した。  

 
 

年 度 卒業予定者数 就 職 
進 学 

(専攻科・大学編入学) 

その他 

(自営業・専門学校) 

令和 3年度 31 19 12 0 

令和 2年度 34 21 13 0 

令和元年度 28 14 14 0 

平成 30年度 37 22 15 0 

平成 29年度 27 17 10 0 
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建 設 シ ス テ ム 工 学 科 
建設システム工学科長 尾上 亮介 

1．年間活動の概要

建設システム工学科の活動概要を下表に示す。

年 月 活 動 内 容 

令和 3年 4 月 ・新入生対象専門学科ガイダンス（4/9）

令和 3年 8 月 ・オープンキャンパス（8/7，8，9）

令和 3年 10 月 

・公開講座「住宅建築模型制作（白の家）」（10/9）

・公開講座「水をきれいにする試み」（10/10）

・卒業研究/卒業設計 中間発表会（10/14）

・4C現場見学「舞鶴市港湾」（10/15）

・公開講座「住宅建築模型制作（住吉の長屋）」（10/17）

・公開講座「住宅建築模型制作（前川國男自邸）」（10/23）

・建設技術展 2020 近畿 学校ブース出展（10/27,28）

令和 3年 11 月 

・公開講座「水をきれいにする試み」（11/6）

・公開講座「テンセグリティ～宙に浮かぶ構造体を作ろう！」（11/3）

・公開講座「住宅建築模型制作（白の家）」（11/13）

令和 3年 12 月 
・4C 見学会「高野川橋梁」（12/15）

・公開講座「椅子の制作」（12/18）

令和 4年 1 月 ・卒業研究/卒業設計 発表会 WEB（1/27）

令和 4年 2 月 
・まいづる土木・建築フォーラム WEB（2/15）

・出前授業「住まいの設計」WEB（和田中学校（2/22））

2．教育活動 

（1）4年生インターンシップ 

本年度のインターンシップは実施直前に出された関

西エリアの新型コロナウイルス感染予防の緊急事態宣

言により実施は少ない。8名の学生がインターンシッ

プに参加した。インターンシップの経験を教員や他の

学生に報告会で発表した。 

（2）現場見学会 

新型コロナウイルス対策を実施した上で，舞鶴市の

舞鶴西港，高野川橋梁架設現場の現場見学を実施した。

舞鶴西港の見学では，業務艇に乗船し，舞鶴湾の特徴お

よび港湾施設を視察，工事現場＆旅客ターミナル見学，

大野辺緑地周辺散策を行った。 

高野川橋梁架設現場の見学では，鋼床版箱桁橋の送

り出し架設の現場見学を行った。（京都府発注，施

工：川田工業株式会社） 
写真 1 舞鶴西港見学会 
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見学した現場は，橋梁本体の先に軽いトラス構造を

取り付けて送り出す架設工法であり，河川内に仮設構

造を設置しなくても架設できる工法が採用されてい

た。先端に取り付けるトラス構造は，まさにこの時期

に構造力学で学んでいた構造なので興味深く見学する

ことが出来た。現場事務所では香川高専出身の技術者

の方から説明を受けた。 

参加学生は，進路や業務内容などについて考える機会

となった。（写真 1，2） 

（3）第 11回まいづる土木・建築フォーラム 

 令和 4年 2月 15 日（火）に当学科主催のフォーラ

ムを開催した。毎年，舞鶴市市政記念館で開催してい

るが，本年度は新型コロナウイルスの感染拡大に配慮

し，ネット配信で開催した。このフォーラムでは，5

年生が卒業研究で取り組んだ地域に関連したテーマを

中心に，9件の口頭発表を行った。 

 
3．学科活動 

（1）公開講座，出前授業 

 公開講座は，住宅建築をテーマとした「住宅建築模型制作」シリーズ，「椅子の制作」を実施し

た。都市環境系のテーマとして，「テンセグリティ～宙に浮かぶ構造体を作ろう！」「水をきれいに

する試み」などを実施した。出前授業では， 11 月，2月に「住まいの設計」を舞鶴市内の中学校 2校

で実施した。内 1校では，初の試みとして，ＷＥＢの遠隔授業により出前授業を行った。 

 

4．進路状況 

 令和 3年度卒業生の進路は下表のとおりである。近年は企業や官公庁の採用意欲が旺盛で就職は好

調である。都市環境コースは，就職希望者の増加と共に進学者が減少した。一方，建築コースは進学

する学生が多い傾向がある。 

 

表 令和 3年度進路状況 

コース 
就職 進学・編入学 

合計 
民間企業 官公庁 小計 専攻科 大学学部 小計 

都市環境 11 5 16 0 3 3 19 

建築 8 0 8 6 5 11 19 

合計 19 5 24 6 8 14 38 

 

写真 2 高野川橋梁架設現場見学会 
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図  書  館 
学術情報センター長 伊藤 稔 

 

1. ブックハンティング 

今年度も，新型コロナウィルス感染症の影響でブックハンティングを中止せざるを得なかった。

その代替として，今年度も10月に，藤田委員の主導により各クラスの図書委員を通じ購入希望図書

の募集を行なった。学生の視点で選んだバラエティに富んだ100冊以上の図書を購入することがで

きた。2年連続してブックハンティングが行えなかったのは残念であるが，このような企画を通じ，

学生の図書館の活用がよりいっそう促進されることを期待する。 

 

2. 舞鶴高専図書館だより第99号の発行 

 今年度は3月に，藤田委員の主導により発行した。第99号では，学生による図書紹介とインタビュ

ー企画「大学へ編入学する5年生へのインタビュー」が掲載された。学生による図書紹介では，19冊

の図書についての紹介文が掲載された。インタビュー企画では，大学の編入学試験で実際に利用し

た参考書や問題集などの紹介もあり，大学への編入学を考えている学生にも大いに参考になる内容

となった。このような企画を通じ，「図書館だより」を手にした学生や教職員にとって，図書館への

興味や関心を喚起されることを期待する。 

 

 
 

3. 令和3年度紀要第57号の発刊 

今年度は，篠原委員の主導で発刊した。10月に原稿の募集を開始し，3件の投稿があった。紀要編

集委員会で投稿された原稿全てを掲載と決定し，令和4年3月に発刊された。 

 

4. 長岡技術科学大学・高等専門学校統合図書館システム (E-Cats) 

長岡技術科学大学附属図書館が，全国立高専55キャンパスと連携し，当該システムを管理・運用

している。このシステムの最大の特徴（利点）は，同大学にサーバ管理業務を集約し，システム管

理やメンテナンス等を同大学が一元的に行っている点である。なお，現行システムは第3期に当た

り，平成29年3月に開始された。 

 

5. 研究支援サービス 

図書館ホームページ中の「研究支援サービス」のページより，以下の電子ジャーナル及び学術情

報データベースなどを提供している。 

38



学校運営                 Annual Report 2021                   図書館 

 

 長岡技術科学大学によるコンソーシアムを介して提供しているサービス 

 ScienceDirect 

 AIP (American Institute of Physics) 

 機構本部によるコンソーシアムを介して提供しているサービス 

 Science，MathSciNet，CiNii 

 ヨミダス文書館 

 読売新聞がネットで読めるオンライン・データベース 

 国立情報学研究所(NII)が行っているサービス 

 NACSIS-ILL（図書館間で行われている相互貸借サービス（文献複写や資料現物の貸借の依

頼及び受付）のメッセージのやりとりを電子化したシステム）  

 ILL文献複写等料金相殺サービス（NACSIS-ILLの料金情報を元にして参加機関同士の利用

料金を相殺するシステム） 

 Webcat Plus (NII図書情報ナビゲータ) 

 KAKEN (科学研究費助成事業データベース) 

 JAIRO (学術機関リポジトリポータル) 

 その他の機関が行っているサービス 

 NDL-OPAC (国立国会図書館蔵書検索，複写･貸借申込みシステム) 

 

6. その他 

 新型コロナウィルス感染症の感染防止対策 

今年度も，マスク着用や手指のアルコール消毒，出入り口や窓の常時開放による換気，閲覧

室の座席配置や座席数の削減による飛沫感染予防，貸し出しカウンターのビニールシート設置

などの新型コロナウィルス感染症の感染防止対策を継続し行なった。 

 

 踊り場扉の設置 

令和4年3月に，図書館2階から3階へ上がる踊り場に扉が設置された。 
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情 報 科 学 セ ン タ ー 
学術情報センター長 伊藤 稔 

 

情報科学センターには，「教育・研究部門」と「機器運用部門」の2つの部門がある。教育・研究部門

では，学術交流に関する講演会，全学生対象のネットワーク講習会などを行っている。機器運用部門は，

校内の教育，研究および業務において使用するサーバやネットワーク機器類の維持管理と教育用電子計

算機システムの運用を行っている。 

 

1. 教育・研究部門 

 学術情報センター講演会 

情報科学センターでは産官学の技術交流の一環として，学内外の技術者や研究者が情報交換

を行う場とし，年に1回の講演会の企画・開催を行なってきた。昨年度は，新型コロナウィルス

感染症の影響を受けて中止せざるを得なかったが，今年度は毛利委員の主導により参加者を教

職員と学生に限定し，会場を視聴覚教室に変更することで開催することができた。 

 

第45回学術情報センター講演会（令和3年11月19日(金) 13:30〜15:30） 

・自然科学部門  熊谷 大雅 助教「偏微分方程式と粘性解」 

・電気情報工学科 森 健太郎 助教「情報科学による不妊症診断支援」 

 

 
 

 ネットワーク講習会 

 情報科学センターでは，毎年，全学生を対象にネットワーク利用講習会を行なっている。今

年度は，1年生については対面での講習会とeラーニングコンテンツの併用，2年生以上につい

てはeラーニングコンテンツを利用した講習会を実施した。ほとんどの学生が真面目に取り組

んでくれた。明らかになった問題点など，次年度以降の講習会に反映し，よりよい講習会に改

善していきたいと考えている。 

 

2. 機器運用部門 

 遠隔授業への対応 

 昨年度から引き続き今年度も，新型コロナウィルス感染症の影響で遠隔授業が全学的に実施

された。全教職員が遠隔授業の実施や授業コンテンツの作成，学校運営に様々な工夫を凝らし

て取り組む中，センターとしては新入生や非常勤講師へのアカウント配布方法の工夫，各種サ

ービスに関する問い合わせやトラブルへの対応を行なった。また，令和2年度補正予算で購入し

たSurface Pro 7については，学生や教室利用での貸し出し，保守・管理を学生課教務係と連携

して行い，有効活用することができた。 

 

 教育用電子計算機システムの管理・運営 

現在稼働中の教育用電子計算機システムは，平成29年3月に更新され5年が経過した。ハード

ウェア障害としては，PC端末の故障はなかったものの，ディスプレイ1枚の故障，バックアップ

サーバのディスク故障に伴うディスク交換が2件，中間モニタへの画像転送装置のアダプタ故
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障が1件，発生した。いずれも交換等により復旧している。ソフトウェアの障害はなかったが，

バックアップに異常に時間がかかっており，調査中である。 

本システムは当初のリース期間の5年が経過した。本稿執筆時点において，昨年度より計画し

ていたとおり2年間のリース延長契約の手続きを進めている。次年度は，次期教育用電子計算機

システムの仕様策定の準備を始める計画である。 

 

 校内LAN基幹システムの運営 

校内基幹LANシステムが更新されて3年が経過した。これまで大きなトラブルもなく安定して

稼働している。ハードウェア障害として，メインストレージのディスク故障に伴うディスク交

換が1件発生した（復旧済み）。 

 

 高専統一ネットワークシステム 

平成29年8月から運用しているこのシステムは，国立高専機構のスケールメリットを生かし

一括調達されたネットワークシステムであり，ファイアウォールやスイッチ，無線アクセスポ

イントを含むネットワーク機器と配線，そしてDNSやDHCP，認証などを担うサーバ群が含まれ

る。特に無線LANについては，本校でアクセスポイントを追加調達して利用範囲を広げたことも

あり，有効に活用されている。 

調達から5年目を迎え，令和4年から5年にかけて更新が予定されている。ヒアリング対応等，

目下準備中である。 

 

 SINET6への移行 

 現行のSINET5へのアクセス回線も契約が終了となることから，共同調達が実施され，SINET6

への移行に合わせアクセス回線も切り替わることとなった。切り替えは3月末を予定していた

が，諸々の事情により5月以降になる見込みである。 

 

 Moodleサーバの運用 

昨年度から，遠隔授業への対応など，各教員がMoodleを活用し授業資料や課題など多くのコ

ンテンツをアップロードしている。このため，Moodleサーバの拡張を昨年度行なった。今年度

も，大きな問題もなく運用が行われている。 

入学前ICT教育WGを中心に，令和4年度入学予定者対象の入学前ICT授業が実施された。センタ

ーでは，MoodleやGmailのアカウント作成と，調整作業を行った。 

 

3. その他 

 新型コロナウィルス感染症の感染防止対策 

今年度も，マスク着用や手指のアルコール消毒，出入り口や窓の常時開放による換気などの

感染予防対策を行なった。また，コンピュータの使用前に学生が自分で消毒できるように除菌

シートを演習室に常備した。 

 

 情報科学センター改修 

 情報科学センターの改修工事が来年度9月以降に行われることが決定した。工事期間中は，情

報科学センターの演習室が利用できなくなるため，図書館3階のマルティメディア教室を代替

の演習室として利用することとした。授業期間中の改修工事になるが，授業への影響を最小限

にできるよう準備を進めていきたい。 

 

 令和3年度国立高等専門学校機構情報担当者研修会 

今年度は，以下の内容でオンラインで開催された。 

日時：令和3年11月29日（月）13:30～17:00 

令和3年12月 1日（水）13:30～16:30 

場所：Microsoft Teams，Zoomによるオンライン形式 

内容：セキュリティ関連報告，高専統一ネットワーク整備，Azure AD・Intune紹介 
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教育研究支援センター 

 教育研究支援センター長 谷川 博哉 

 

 教育研究支援センターでは，昨年度に引き続いて，教育研究の支援ならびに地域貢献等に関連して，

さまざまな取組みを行った。人事交流で令和3年3月まで勤務していた井谷技術専門職員が明石高専へ戻

り，後任に，令和3年4月から蔭山技術職員が新規採用され，現在，常勤11名，再雇用1名体制で職務を遂

行している。 

 以下に，本年度に技術職員が取り組んだ活動および成果について報告する。 

 

 

1．教育研究支援 

 本年度も昨年度までと同様に，実験・実習を中心として教育研究支援の役割を果たしてきた。本年度

も新型コロナウイルス感染拡大の状況下での授業が開始となった。学生の新型コロナウイルスの感染者

の発生を受け，5月13日から19日までは臨時休校，5月20日から21日までは遠隔授業となった。また，国

内の新型コロナウイルス感染症の急拡大を受け，夏季休業開けの9月21日から24日まで，および冬季休

業開けの1月11日から2月4日までは遠隔授業となった。教育研究支援センターに所属する技術職員は，

実験・実習の担当がメインであるため，遠隔授業での実施は難しい。前述の期間を除き，概ね，対面授

業の形で実施することができ，また，遠隔授業期間中の内容は対面授業再開後に実施するなど，学習へ

の影響は最小限に抑えることができたと考えている。 

遠隔授業以外にも学校全体の新型コロナ感染症対策の取組として，毎朝学生に健康調査の質問(発熱

や風邪症状がないか)について回答依頼のメールを送信し，Web上で回答してもらうシステムが年間を通

して運用された。その日の全学生の回答結果が集計され，全教職員(特にクラス担任と学生指導の教職

員)が未回答者や体調不良を回答した学生を確認できるようになっている。このシステムは，本センタ

ーの技術職員が作成したものであり，昨年度に引き続き，運用・保守を行った。 

また，本年度は，学寮の風呂当番や閉寮作業等の支援も行い，新型コロナ感染症対策の一端を担って

いる。他に，入試広報活動に関係する学校説明会等の実施支援や本年度は例年よりも降雪の日が多く，

除雪作業も多くの時間を費やし，支援を行った。 

 

2．学生の出欠管理システムについて 

  昨年度に引き続き，本科1〜5年生については，電子版出席簿を用いた出欠管理システムが運用されて

いる。Web上に置かれた学年ごとの出席簿ファイルに，それぞれの科目担当者が授業ごとに学生の出欠

を入力する。このファイルを見れば，クラス担任や教務関係の教職員は，学生の全科目についての出欠

状況を把握できるようになっている。また，この出席簿ファイルに入力された情報に基づいて，始業時

のショートホームルームを欠席した学生，および午前中の授業で出席が確認できていない学生に対して

欠席確認のメールが自動送信される仕組みになっている。安否確認の意味もあり，クラス担任と保護者

にも送信される仕組みになっている。保護者のアドレスについては登録用フォームが設けられており，

保護者が自らアドレス登録を申請できるようになっている。この出欠管理システムは，本センターの技

術職員が作成したものであり，出席簿ファイルの作成や保護者の登録アドレスの管理などを含めて運

用・保守を行った。 

 

3．公開講座 

 本年度は小中学生向けに3回の公開講座を行った。6月26日（土）に参加者9名に対して「オリジナルの

ペン立て付きブックスタンドを作ろう」を開催した。教材のブックスタンドは，講座後も長く使用して

もらえるようシンプルなデザインを心がけ，利便性を踏まえサイドにはペン立ても設けた。材料には，

年輪が不明瞭で柔らかく加工しやすいシナ材を使用し，すっきりと見えるよう9mmの厚みのものを使用

した。また希望者には，予め側面の板の一つに文字や模様を炭酸ガスレーザ加工機で描いておいた。 

 講座では最初に，ブックスタンドの部品を作る時に用いたレーザ加工について説明を行った。次に組

立て作業を行った。慣れない金づちの作業のためか，釘が若干はみ出るような場面も見られたが，全員

が大きな失敗もなくきれいに仕上げることができた。最後に，当日のサプライズとして，カメとイルカ

の木型模型の組立てを行った。可愛いらしいとの声もあり，好評だったように思う。 
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 また，11月13日（土）に，昨年度開催した「第1弾【実験】水溶液の性質」に続く形で，中学理科復習

シリーズの第2弾として「電気分解とイオン」に関する公開講座を行った。同日に2回実施し，参加者は

午前の部9名，午後の部8名であった。化学実験教材を用いて，最初に「電解質とボルタ電池」というテ

ーマで，精製水，重曹の水溶液，およびミョウバンの水溶液にBTB液を加えて色の変化からpHを観察し

た。次に，LEDをつないだマグネシウム板と銅板を3つの液体に漬けて，LEDの光り具合を観察した後，デ

ジタルテスターで電圧を測定して比較した。更に，マグネシウム板を鉄板に換えてLEDの光り具合を観

察し電圧測定を行って，金属を換えた事での変化を比較した。 

2つめのテーマとして「電気分解と燃料電池」を行った。硫酸ナトリウム水溶液にBTB液を加え，炭素

棒が刺さった試験管に液を満たしてコップの中に入れ，9V電池を繋いで2つの試験管内で液の色がどう

変化するか，気体の発生具合がどう違うか観察した。電池を外してLEDを繋ぐと，先に行った実験よりも

LEDが明るく点灯し声が上がった。電圧も測定して先程の実験との違いを比較した。 

 

 
ブックスタンド組立て 

 

 
燃料電池によるLED点灯 

 

4．出前授業 

 令和3年度8月18日～19日，19日～20日の2回，舞鶴市にある社会福祉法人舞鶴学園において出前授業

を行った。出前授業には計21名が参加し，建設の分野でも使用されるセメント，エポキシ樹脂を使い，

コースターや置物などの小物の作成を行った。 

 初めに，セメントやエポキシ樹脂などの材料がどのようなところで，どのように使用されているかな

どの説明を行い，その後小物の作成を行った。材料には着色を行えるように白色セメントを使用し，エ

ポキシ樹脂は主剤と硬化剤を混ぜ合わせる2液性のものを用いた。また，型枠は脱型のしやすさや，繰り

返し使えるという利便性からシリコン製のものを使用した。 

 セメントの小物作成では水の計量，着色，練り混ぜを行ってもらった。練り混ぜたセメントを型枠に

流し込んだあと静置し，翌日に脱型した後，サンドペーパーを用いて研磨を行った。 

 次にエポキシ樹脂の小物作成を行い，計量，着色を行った後，中にラメや貝殻，ビーズなどを入れる

などの飾りつけを行った。翌日に脱型を行い研磨剤で磨いて完成とした。 

 どの生徒も初めは慣れない手つきだったが，作業を進める中で徐々に上達していった。どの作品も個

性が際立つ物となり，作品を型枠から外す際には驚きと喜びの声を聴くことができた。 

 

 

セメントでの小物作成 

 

エポキシ樹脂での小物 
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地域共同テクノセンター 

地域共同テクノセンター長 玉田 和也 

 地域共同テクノセンターは地域貢献活動の推進，および地域の企業や官公庁との連携の強化を目的と

して，種々の活動を実施しています。令和3年度の主な活動内容を以下に報告します。 

1．舞鶴高専地域テクノアカデミア

舞鶴高専地域テクノアカデミアは，本校と地域産業界の連携強化の

ために設立された企業団体で，地域共同テクノセンターはその活動推

進を担当しています。 

総会は，昨年度に引き続きオンラインで開催し，会員企業や地元自

治体関係者及び本校関係者ら23名が参加し，昨年度の事業報告や今年

度の事業について話し合われたほか，舞鶴高専の活動報告，内海康雄

校長による「北近畿における舞鶴高専の地域連携について」，玉田和也

教授による「最近の橋の話題」と題した講演が行われました。 

また3月5日には，会員企業社員様を対象に「教養講座」をオンライ

ンで開催しました。

第一部として，本校児玉圭司教授による

「生活・科学技術と法―AI時代における法

の役割」，第二部として，牧野雅司准教授に

よる「江戸時代の人はどのように外国人と

会話をしたのか？」と題した講演が行われ

ました。 

2．科研費説明会 

これまでの科研費説明会に代わり，科研費以外の外部資金獲得への機運を高めるべく，本校教職員を

対象とした外部資金獲得説明会を，6月24日(木) および 7月20日(火) の2回にわたって開催しました。

第1回は，外部資金獲得の重要性について内海校長に説明していただいた後，民間助成に採択されるま

でのご自身の経緯を建設システム工学科の毛利先生にお話しいただきました。第2回はオンライン形式

をやめ現地開催のみとし，約1ヶ月後に迫る科研費応募に関して，科研費採択ご経験のある電気情報工

学科の芦澤先生に，過去にご執筆された申請書を交えながら作成におけるポイントなどを説明していた

だきました。 

科研費説明会 

内海校長による講演 

「教養講座」チラシ 児玉教授による講演 牧野准教授による講演 

オンライン総会の様子

内海校長による講演 
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3．研究グループの構築 

 高専全体の運営交付金の減額が続く状況において，外部資金を獲得することは不可欠となります。ま

た充実した教育を行うためには，教職員が関係する分野における科学・技術や教育方法などの研究が必

要です。本校においては，これまでに外部資金の獲得のための説明会，科研費の申請書へのアドバイス，

教員とKRAとの研究テーマについての面談，研究推進・産学連携本部が行う研修会への参加などを行っ

てきました。 

昨年度も実施した「研究グループ形成支援事業」を継続し，各分野あるいは分野を横断したメンバー

から構成される研究グループを構築することとなりました。これにより，複数の教職員が連携して，よ

り広いあるいは深い教育･研究のテーマの発見や内容の展開，研究の企画・申請・実施の能力の向上，講

演や論文数の増加，研究成果の教育への還元などの効果を期待するものです。 

令和3年度も,本校の研究活動の活性化（学会発表，論文掲載など），外部資金獲得（国プロ，科研費，

企業との共同研究，その他）の大幅向上を目的として，研究グループの形成および研究グループによる

外部資金獲得に向けた必要経費（予算上限40万円／年）に対して支援を行いました。 

昨年度採択された研究グループ形成支援事業5件の成果報告については地域共同テクノセンター運営

会議にて講評を行いました。令和3年度についても研究グループ形成支援事業の募集を行い，4件の申請

から4件が採択されました（コロナの影響を鑑み，旅費については別枠として執行毎に予算配分する）。 

4．展示会 

舞鶴高専および教員の研究成果をPRするために積極的に展示会に出展して

います。 

(1) 建設技術展2021近畿（10月27日，28日）

「インテックス大阪」にて開催された建設技

術展2021近畿に学校ブースを出展しました。今

年度の建設技術展は，ブース数226（内，学校

13ブース），来場者数延べ14,491人でした。 

舞鶴高専の学校ブースでは，学校紹介，学生

募集，学科紹介，iMecの紹介などのパンフレッ

トの配布を行いました。多くの進路先企業の皆

様と情報交換を行うとともに，舞鶴高専の卒業

生がブースにたくさん足を運んでくれました。 

（2）京都ビジネス交流フェア2022（令和4年2月17日，18日） 

「京都パルスプラザ」にて開催された京都ビジネスフェア2022の産学連携コーナー（産学連携成果及

び大学のシーズ発表の場を提供することで，産学連携マッチングを促進するコーナーで，21の大学・高

専が出展した。）で出展しました。今年度の参加者数は4,000人，出展者数130社18団体でした。 

舞鶴高専のブースでは，研究・技術シーズ集，学校紹介，ナノテクノロジー教育センターなどのパン

フレットの配布を行いました。また，清原研究室で開発したポータブルコンパクト室温ナノインプリン

トシステムの展示と室温ナノインプリントの実演を行いました。多くの企業の皆様と情報交換を行うと

ともに，舞鶴高専のOBがたくさん足を運んでくれ，高専でもこんな最先端な研究をしているのだと驚い

ていました。
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5．公開講座・出前授業 

 舞鶴高専では，地域貢献の重要な手段として，公開講座と出前授業に積極的に取り組んでいます。令

和3年度は公開講座を71件，出前授業を35件実施しました。地域共同テクノセンターは公開講座・出前授

業を管轄しており，今年度からは実施予定のチラシを6.5万枚印刷し，近隣の中学生全員に配布するな

ど活性化に向けた取り組みを行っています。 

養父市立大屋中学校出前授業    公開講座「小・中学生のための  公開講座「3Dプリンターによる 

「レオナルド・ダ・ヴィンチの橋を作ろう！」  ナノテクノロジー体験教室」  立体造形プログラミング入門」 

6．ナノテクノロジー教育センター（ntec） 

近年，5Gスマートフォンや電気自動車の需要の急増に加え，スマート治療室の普及など，新たな半導

体需要が加わり，より私たちの生活は半導体が無くてはならないものへと変化しています。このように

近年多くの半導体を必要とした電子デバイスが爆発的に増加している中，それにともない半導体の需要

が急増し，世界的な半導体不足となっているのが現状です。そこで，半導体ナノテクノロジーの基礎と

なる知識と技術が高専においても必要とされています。半導体ナノテクノロジーの基礎知識を学ぶため

には，成膜，リソグラフィ，ドライエッチング，観察のプロセスが必要で，それに対応する装置として，

ナノテクノロジー教育センターには真空蒸着装置，電子サイクロトロン共鳴（ECR）型イオンシャワー装

置，走査型電子顕微鏡（電子ビーム描画可能），走査プローブ顕微鏡などの装置がクリーンルーム（クラ

ス1000）内に設置されています。

これらの機器を利用して，公開講座「小・中学生のためのナノテクノロジー体験教室」を11月3日（水）

に開催しました。今回の公開講座では，清原教員と電子制御工学科5年生3名（清原研究室所属），同2年

生1名が，身近なところで活用されているナノテクノロジーの紹介，世界的な半導体不足問題，光学顕微

鏡の製作とナノインプリントの実験を行いました。清原研究室で開発した超音波振動を利用した液滴室

温ナノインプリントリソグラフィで，試作したポータブル室温ナノインプリントシステムを用いて，医

療用マイクロマシンの摺動部品で使用するマイクロギヤの転写パターンの形成を行いました。その後，

光学顕微鏡を製作し，それを用い

て転写したマイクロギヤパター

ン[3,600個/cm2]の観察と歯先円

直径の測定を行い，小さなモノの

世界を体験しました。また，皆さ

んには，ナノテクノロジーと半導

体プロセスについて知ってもら

うことができたようです。
(a)ナノテクの説明と (b)クリーンルームで

大きさ並べ替えクイズ マイクロピペットによる液滴練習

専攻科2年生は特別研究，専攻科1年生は特別研究基礎，5年生は卒業研究，また学会発表や展示発表な

どを行うためにナノテクノロジー教育センターを利用しています。 

清原研究室では，産学官共同研究の下でPDMSモールドを用いた超音波振動液滴室温ナノインプリント

によるダイヤモンドライクカーボン（DLC）ドットアレイやマイクロギヤの作製を行っており，ECR型イ

オンシャワーによるDLC膜の加工や転写パターンやイオンシャワー加工後のDLCパターンの観察に走査

プローブ顕微鏡を使っています。この得られた研究成果は，THE高専＠SEMICON Japan 2021にて展示発

表する予定でしたが，昨年に続き中止となりました。
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石川研究室では，有機EL材料を応用した有機放射線検出器の開発を行っており，真空蒸着装置を用い

て有機デバイスを作製しています。 

内海研究室では，表面プラズモ

ン共鳴吸収を利用したカラーフ

ィルタ，シリコン太陽電池および

半導体教育用ショットキーバリ

ヤダイオード教材の開発を行っ

ています。また,これらの成果に

ついては応用物理学会で発表し

ました。

(c)ナノインプリントによる (d)光学顕微鏡［300倍］の製作

マイクロギヤパターン形成 およびマイクロギヤの観察と計測

小林研究室では，電子ビーム描画により作製したナノ構造を使って，ナノ構造周りの流れの様子を明

らかにしようとしています。 

西研究室では，遷移金属酸化物で構成される抵抗変化メモリを作製しその電気的特性を評価していま

す。酸化タンタルを用いた抵抗変化素子の研究を行っている専攻科1年生は，高専学会や専攻科フォー

ラムの他，国内学会1件と国際学会2件の対外発表を行いました。また，豊橋技術科学大学の高専連携教

育研究プロジェクトとして導電性DLC膜を用いた抵抗変化素子の研究を行っている5年生は，2021年度先

進的技術シンポジウムにおいて成果を発表し優秀学術賞を受賞しました。

今後，ナノテクノロジー教育センターは，半導体ナノテクノロジーの基礎知識の習得の場として，ま

た京都府北部の中小企業に対して最先端のナノテクノロジー（超微細加工技術）に触れる場として産学

共同研究の拠点となることを望んでいます。 

7．知的財産セミナー 

地域共同テクノセンターでは，本科4年生を対象とした知的財産セミナーを11月29日（月）に開催（7,8

時限M・S，9,10時限 E・C）しました。 

弁理士 千原清誠氏に特許出願動向について，ユニクロ・セルフレジ事件のゆくえ，白猫プロジェクト

の事件では何が争われたか，建築デザインの保護が強化された，AIは発明者になれるかについて講義し

ていただきました。 

知的財産権に関する基礎知識，また社会人になるに当たって最低限必要な特許の知識を学びました。

非常に興味深く聞き入る学生が多く，積極的に発想力クイズなどに解答する多くの学生たちの姿が見ら

れました。 

8．その他 

地域共同テクノセンターの今年度のその他の事業としては，公開講座・出前授業開催時のコロナ対策

に資する検温カメラ，CO2モニターを購入し，安心・安全な公開講座・出前授業の実施に向けた万全な準

備を行いました。 
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社会基盤メンテナンス教育センター（ｉＭｅｃ） 
社会基盤メンテナンス教育センター長 玉田 和也 

 

 安全・安心な暮らしには，橋梁やトンネル，高速道路等の社会基盤（インフラ）の適正な維持管理が

不可欠です。インフラの老朽化が全国的に問題となる中，市町村では技術力不足のため適切な維持管理

が困難な状況にあります。『建設』から『維持管理』へ思考を転換し，インフラの維持管理や修繕等に対

応できる人材の育成が急務となっています。 

 

1.社会基盤メンテナンス教育センター（ｉＭｅｃ）講習会 

ｉＭｅｃでは，ｅ＋ｉＭｅｃ講習会において，全国の建設系の高専生，行政機関技術職員，民間企業

技術者等を対象に，地域インフラを守る建設技術者のためのメンテナンス技術力向上プログラムを実施

しています。 

ｅ＋ｉＭｅｃ講習会では，事前学修として講習会2週間前よりｅラーニングを行い，ｉＭｅｃでの講

習会は体験型学修に重点を置いてアクティブ・ラーニングを行うことで，効率的かつ効果的な教育を行

っています。学修ニーズに対応して，橋梁点検，橋梁診断，専門特修講座（構造物の詳細調査，橋梁長

寿命化対策，施工技術と施工管理，建設ICT），地盤と斜面，コンクリートの品質管理の講習会を実施し

ており，今年度はｅ＋ｉＭｅｃ講習会を21回開催し，171名が受講しました。また，令和4年3月末時点で

の累計受講者数は，1360名です。 

橋梁メンテナンス技術者育成のステップアップ型教育プログラムとして，基礎編（橋梁点検），応用編

（橋梁点検）及び橋梁診断講習会を実施しており，講習会修了後に実施する技術資格認定試験の合格者

には，（独）国立高等専門学校機構として技術資格（准橋梁点検技術者，橋梁点検技術者及び橋梁診断技

術者，橋梁点検技術者及び橋梁診断技術者は国土交通省登録資格）を認定しています。令和4年3月末時

点での資格登録者数は，准橋梁点検技術者452名，橋梁点検技術者は50名，橋梁診断技術者は2名です。 
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2. ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【橋梁診断】の開発と「橋梁診断技術者」の国土交通省技術資格登録 

ｉＭｅｃでは，ステップアップ型の橋梁点検講習会を実施しています。これまで，基礎編，応用編講

習会を開催していましたが，今年度は，新たにｅ＋ｉＭｅｃ講習会【橋梁診断】を開発して，実証講座

を行いました。実証講座には行政機関及び民間企業から土木技術者の方10名に参加いただきました。 

講習会では個人ワーク，グループワークで鋼橋とコンクリート橋の橋梁診断演習を行いました。講習

会の最後に学修到達度確認試験を実施し，合格者は橋梁診断技術者に認定されました。 

「橋梁診断技術者」は，国土交通省の「公共工事に関する調査及び設計等の品質確保に資する施術者

資格」に登録されています（品確技資第336号，第342号）。 

 

ｉＭｅｃは，今後もインフラメンテナンス技術者の育成にますます尽力するとともに，予防保全の中

核的施設として地域固有のニーズに応え，地域社会に貢献してまいります。 
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国 際 交 流 セ ン タ ー 

国際交流センター長 藤田 憲司 
 
1. 国際交流センターの運営 

 国際交流センター運営委員会のメンバーおよび業務分担は以下のとおりである。 

氏名 業務分担 備考 

藤田 憲司 
統括，eインターンシップの連絡調整，KMITL との連絡調整，

研修旅行訪問大学との連絡調整，ポーツマス大学との連携 
国際交流センター長 

大内 真一郎 国際交流学生大使（SA）指導 人文科学部門 

Jimmy Aames 
研修旅行訪問大学との連絡調整，学生交流プログラム作成お

よび学生指導 
人文科学部門 

熊谷 大雅 留学支援 自然科学部門 

小林 洋平 海外研修旅行訪問企業との連絡調整，留学支援（高学年） 機械工学科 

竹澤 智樹 海外研修旅行訪問企業との連絡調整 電気情報工学科 

藤司 純一 海外研修旅行訪問企業との連絡調整 
電子制御工学科 

2021 年 4月～9月 

清原 修二 

 

海外研修旅行訪問企業との連絡調整 

電子制御工学科 

2021 年 10 月～2022

年 3月 

渡部 昌弘 
海外研修旅行訪問企業との連絡調整，KMITL 研修生受け入れ次

年度担当学科との連絡調整 
建設システム工学科 

増永 武夫 事務手続きの承認 総務課長 

山口 秀朗 事務手続きの承認 学生課長 

嵯峨 信子 事務手続きの実施 学生課職員 

 

2. 国際交流センターの活動概要 

① 海外協定校からの短期研修生受け入れ（キングモンクット工科大学サマートレーニング） 

 前年度に引き続き，新型コロナウイルス感染拡大防止のため受け入れ中止となった。代替措置として

eインターンシップの受け入れを申し出たが，参加希望者はいなかった。 

 

② 海外インターンシップ 

 前年度に引き続き，新型コロナウイルス感染拡大防止のため派遣中止となった。代替措置として

KMITL から e インターンシップの提案があり，専攻科 1・2 年生を対象に募集を行ったが，参加希望

者はいなかった。 

 

③ 海外研修旅行 

 前年度に引き続き，新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となった。 

 

④ 留学支援 

 ・AFS 留学プログラムに 2年生 1名が申請し，採用となった。 

・「トビタテ！留学 JAPAN」高校生コースに採用されていた 3 年生 2 名が，渡航レベル制限のためプ

ログラムを実施することができず，留学を断念することになった。 

 

⑤ その他の活動 

・「国際交流学生大使」（SA）を代表して，6 月 21 日に学生 3 名が東舞鶴高校での留学生交流会に参

加した。 

・SA メンバーが「SA Journal」第一号を発刊した。 
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知 的 財 産 委 員 会 

 

知的財産委員会委員長 玉田 和也 

 

本校に所属する教職員等が，職務発明等を創出した場合,又は職務発明等の可能性があると思料され

る発明等を創出した場合，知的財産委員会へ発明等届を提出することとなっています。 

今年度，知的財産委員会への発明等届の提出がなかったため，知的財産委員会は開催しませんでした。 

 

 

 

 

 

生 命 倫 理 委 員 会 

 

生命倫理委員会委員長 玉田 和也 

 

生命倫理委員会は,本校教職員が行うヒトを対象とする研究に対し,人間の尊厳及び人権が守られ,研

究の適正な推進が図られるようにすることを目的としています。今年度は以下の日程で開催しました。 

 

1．生命倫理委員会の開催と審議内容について 

〇第1回生命倫理委員会：令和4年1月25日 

・研究計画の倫理審査について（1件） 

申 請 者 森 健太郎 

研究課題名「医療データ拡張に関する研究」 
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情報セキュリティ推進委員会 

 

情報セキュリティ推進委員会委員長 伊藤 稔 

 

情報セキュリティ推進委員会は，本校の情報セキュリティに関わる専門的及び技術的問題の審議と，

情報セキュリティの推進を行うことを目的にしている。 

 

1．情報セキュリティに関する情報共有と注意喚起 

令和 3年秋ごろより Emotet の攻撃活動再開の兆候が報じられていた中，本校においても Emotet と思

われるメールが冬～春にかけ大量に着弾した。多くのメールはサーバ上のフィルタリングにより隔離さ

れているが，数件のメールが教職員の手元に受信されることとなった。迅速に学内へ注意喚起を実施，

同時に Emocheck による感染チェックも依頼した。幸いにして今のところは感染の報告がないが，引き続

き注意が必要と考える。 

新型コロナウィルス感染症の流行により，在宅勤務や遠隔授業などネットワークを活用した日常が当

たり前になっている。情報セキュリティ推進委員会としては，教職員や学生のセキュリティ意識の向上・

啓蒙を通じ，セキュリティインシデントを未然に防ぎつつ，不足の事態が発生した場合には，迅速に対

応できるよう注意していきたい。 

 

2．Microsoft 365 多要素・多段階認証の導入 

昨年度，高専機構より，教職員および学生の機構テナント Microsoft 365 アカウントについて，多要

素・多段階認証を導入するよう通知があった。教職員のアカウントについては，昨年度中に導入が完了

していた。学生のアカウントについても，今年度の 9月〜10 月に全アカウントへの導入が完了した。次

年度以降は，新入生向けのネットワーク講習会などを通じて導入を進めていく計画である。 

 

3．インシデント件数 

 残念ながら，今年度は 3件（未遂 1件）のインシデントが発生した。それぞれの事案について再度の

注意喚起を行うなどの対応を行った。 

 

4．IT 資産管理 

高専機構では，IT 資産管理ソフトウェア (ASSETBASE) を使用しソフトウェアを含む情報資産の管理

を行なっており，ソフトウェア管理規則に基づきソフトウェアライセンスの検査結果を毎年報告するこ

とになっている。今年度も，教職員の協力のもとに検査報告を完了することができた。次年度は，高専

機構により，新しく整備された情報システム台帳などへの対応を行う予定である。 

 

5．IT 資産管理 

高専機構における情報セキュリティポリシーの上位規則ならびにひな型の改定に伴い，本校の規程類

も大幅に見直し，修正を行った。 
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評 価 委 員 会 

 

評価委員会委員長 奥村 昌司 

 

1．自己点検・評価の実施 

 令和2年度の本校の年度計画と実績について自己点検・評価を実施し，すべての項目が計画通りに活

動されていることを確認した。またこの結果を本校ホームページに「年度計画の実績報告」として公表

した。昨年度から学校教育法第109条第1項に規定される自己点検・評価として，認証評価機関が定める

高等専門学校評価基準に基づき作成した点検項目について自己点検・評価を実施している。点検の結果，

対応が必要な事項については対応を行った。また結果を本校ホームページにて「自己点検評価書」とし

て公表している。今後これらの点検項目について定期的に自己点検・評価を行うとともに，改善点が挙

げられた場合には改善状況を確認する。 

 

2．高等専門学校機関別認証評価の指摘事項への対応 

 昨年度，受審した高等専門学校機関別認証評価において改善を要するとして指摘を受けた項目につい

て，確認を行い対応した。 

 

3．外部評価委員会の開催 

 令和3年度の外部評価委員会委員は下記の学外有識者の皆様に就任していただいた。 

長岡技術科学大学      学長   鎌土 重晴 氏 

明石工業高等専門学校    校長   神戸 宣明 氏 

株式会社日進製作所     人事部長 室田 真司 氏 

舞鶴市中学校長会      会長   廣瀬 直樹 氏 

舞鶴市政策推進部      部長   有吉 央顕 氏 

京都新聞舞鶴支局      支局長  長尾 康行 氏 

舞鶴工業高等専門学校後援会 会長   樅木 和穂 氏 

令和4年3月23日に外部評価委員会を開催した。コロナ対応のためオンラインでの開催となった。議題

は以下の4項目で，学校長ならびに本校の各担当教員から状況説明を行った。 

1．高専の概要について（内海康雄 校長） 

2．検討課題の状況及び舞鶴高専の自己点検について（奥村昌司 評価委員会委員長） 

3．教務・学生生活・寮生活について（川田昌克 教務主事，片山英昭 学生主事，豊田香 寮務主事） 

4. 地域連携について（内海康雄 校長） 

委員からの質問・コメント等の議事内容は，本校ホームページに掲載される予定である。 

 

4．学校評価アンケートの実施 

 3年毎に実施している学校評価アンケートについては，昨年度に実施したため，今年度は実施しなか

った。 
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資 料  部  会 
                             資料部会部会長 宝利 剛 

 

 本部会は，評価委員会の下部組織として，評価のもととなるアンケートの実施，資料の収集・保管を

主として行っている。今年度の部会員（協力職員を含む）の構成と役割分担は表1のとおりである。 

表1 FD･ICT部会構成員と役割分担 

氏 名 所 属 主たる役割 氏 名 所 属 主たる役割 

宝利 剛 自然科学 全体の連絡調整 増永 武夫 総務課 総務課連絡調整 

エイムズ 

ジミー 
人文科学 

1・2年生アンケート 

授業アンケート 
山口 秀朗 学生課 学生課連絡調整 

篠原 正浩 機械 授業アンケート 芦田 康弘 総務課 
全体事務の掌握，

連絡調整 

森 健太郎 電気情報 
卒業生アンケート 

授業アンケート 
石井 貴弘 

支援センター 

（協力） 

授業アンケート

設定及び集計 

清原 修二 電子制御 授業アンケート 金丸 亮太 
教務係 

（協力） 

授業アンケート 

設定補助 

四蔵 茂雄 建設システム 授業アンケート    

 

 

1. 授業アンケート・達成度評価の実施 

今年度より，授業アンケートの実施及び回答の集計を資料部会で実施し，結果分析はFD・ICT部会で

実施している。今年度も全科目に対して授業アンケートを実施した。 

今年度は，アンケート回答率の向上を図り，前後期とも，到達度確認期間中からアンケートに回答で

きる環境を構築した。また，学生の授業アンケートに対する関心を促すため，回答集計結果の一部（全

科目の結果と自学自習時間に関する結果）を学生に公開した。 

前期授業アンケートは，令和 3 年 9 月 29 日（水）～10 月 8 日（金）の期間で実施した。回答率は前

年度と同様の 80 %であった。後期授業アンケートは，令和 4年 2月 16 日（水）～22日（火）の期間で

実施したが，回答率が悪かったため回答期限を 2 月 28 日（月）まで延長した。回答率は 82 %で，前年

度の 74 %から 6 %向上した。 

授業アンケートに付随して実施していた COC 事業に関するアンケートは今年度より廃止した。 

 

 

2. 在校生に対するアンケート 

新入生に対して，入学動機，AP 適合度合に関するアンケートを令和 3年 6月 15 日（火）～6月 30日

（水）の期間で実施した。また，2 年生に対して，学校生活に関するアンケートを同期間で実施した。

卒業（修了）する 5年生（専攻科 2年生）に対しては，満足度調査を令和 4年 2月 7日（月）～10 日（木）

の期間で実施したが，回答率が悪かったため，回答期限を 28 日（月）まで延長した。本部会ではこれ

らのアンケートに対する回答を集計し，集計結果を関係部署に共有している。 

 

 

3. 資料の収集・保管 

 上記のほか，評価のもととなる資料を関係部署より収集し，保管している。また，必要に応じて，収

集した資料を再集計し，関連部署に情報を提供している。 
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広  報  委  員  会 
広報委員会副委員長 小野 伸一郎 

 

1．広報委員会の活動概要 

 令和 2年度から，広報委員会は，委員長を校長，副委員長を総務担当副校長とし，教務主事，学生主

事，寮務主事，専攻科長，学術情報センター長，ホームページ部会長，入試広報部会長，事務部長，総

務課長，学生課長が委員として構成されている。 

 「学校概要」，「学校だより」，「年報」といった刊行物は学術情報センター運営委員会が，ホームペー

ジの運用などについては同委員会ホームページ部会が所掌しており，志願者数確保のため，入試委員会

の下に入試広報部会が設置されている。本委員会において，学術情報センター長，ホームページ部会長

および入試広報部会長が，活動方針などを報告する。 

 

2．広報委員会での報告事項 

学術情報センター 

今年度の刊行物の発刊に関して報告があった。 

ホームページ部会 

学校ホームページの学校生活紹介（ブログ）記事投稿や，学科紹介ページの運用開始，YouTube 学校

公式チャンネル開設について報告があった。限定公開としている YouTube 学校公式チャンネルについ

ては，今後運用ルールを整備したうえで，限定ではない公開をしていくこととなった。 

入試広報部会 

中学校進路説明会，中学校訪問計画，入試広報行事および入試説明会の実施報告もしくは実施予定，

中学校校外学習受け入れ，舞鶴ＧＩＧＡ-スクールの協力について報告があった。また，入試広報関連

として，以下の事項を進めていくこととなった。 

・ジュニアドクター育成塾，出前授業，公開講座など本校で実施している様々な広報活動の整理をし，

合理的な予算執行など，連携を取り対応していく 

・次年度の実施に向けたパノラマコンテンツ作成 
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教育プログラム（MDE）委員会 
教育プログラム（MDE）委員会委員長 加登 文学 

 

1．「総合システム工学」教育プログラム修了生数について 

 令和3年度の「総合システム工学」教育プログラム修了生は，電気電子システム工学コース10名，機

械制御システム工学コース12名，建設工学コース5名，計27名である。現在までのプログラム修了生の

数を以下に示す。 

修了年度 平成24 平成25 平成26 平成27 平成28 平成29 平成30 令和1 令和2 令和3 

プログラム修了生 16 17 15 16 18 22 19 14 16 27※ 

専攻科修了生 17 17 15 16 19 22 19 14 16 27 

※令和3年3月31日をもってJABEE技術者教育プログラムの認定継続は辞退しており，令和3年度修了生に対してJABEE認定

は適用されない。 

 

2．教育プログラム（MDE）委員会の活動記録 

○令和3年5月18日（火） 第1回教育プログラム(MDE)委員会の開催  

（協議事項） 

1．令和2年度教育点検システムにおける点検項目に関する報告書について 

2．委員会の廃止について 

3．その他 

 

○令和4年2月8日（火） 第2回教育プログラム(MDE)委員会の開催（専攻科委員会との合同開催） 

（協議事項）  

1．再試験の実施について 

2．専攻科2年生の修了認定について 

3．専攻科2年生の教育プログラム修了認定について 

4．その他 

 

○令和4年2月8日（火） 第3回教育プログラム(MDE)委員会の開催  

（協議事項） 

1．令和3年度教育点検システムにおける点検項目に関する報告書（案）について 

2．その他 

 

○令和4年3月23日（水） 第4回教育プログラム(MDE)委員会の開催  

（協議事項） 

1．令和3年度教育点検システムにおける点検項目に関する報告書について 

2．その他 

 

3．「総合システム工学」プログラムの運用について 

本校の「総合システム工学」プログラムの運用は令和3年度専攻科2年生まで適用する，としており，

今年度の修了生が最後のプログラム修了生となる。 
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進 路 指 導 委 員 会 

 
進路指導委員会 委員長      芦澤 恵太 

 副委員長（就職）     高木 太郎 

副委員長（進学）     毛利 聡  

 

1.令和3年度の活動報告 

1.1 主たる委員会報告事項，協議事項 

○第1回進路指導委員会（令和3年4月1日） 

（1）今年度の実施体制と方針確認   （2）昨年度の報告 （3）書類発行申請の臨時許可について 

（4）インターンシップについて (5) 年間スケジュールとアナウンスについて 

○第2回進路指導委員会（令和3年7月1日） 

（1）進路活動状況 （2）インターンシップについて（派遣計画）  

（3）合同学校説明会・キャリアセミナーの実施について  (4) 予算計画について 

○第3回進路指導委員会（令和3年9月21日） 

（1）インターンシップについて （2）合同学校説明会について （3）キャリアセミナーについて 

（4）活動報告書について  (5) 進路活動状況について （6）予算計画 

○第4回進路指導委員会（令和3年11月24日） 

（1）合同学校説明会について （2）キャリアセミナーについて 

○第5回進路指導委員会（令和4年2月7日） 

（1）企業訪問について  （2）3者面談について （3）令和3年度進路活動の振り返りについて 

○第6回進路指導委員会（令和4年3月30日） 

（1）進路活動状況 （2）舞鶴工業高等専門学校職業紹介業務運営規程その他について 

（3）予算執行報告について 

 

1.2 進路ガイダンス 

昨年度に続き，視聴覚室に学生を集めての実施を避けた。例年，委員長・副委員長が講師役を務める

ことが多いが，今年度は資料を提供し，担任によるガイダンスの実施となった回もある。初めての取り

組みとして，卒業していく5年生向けのガイダンスを企画し，京都ジョブパークからキャリアコンサル

タントの講師を招いて就職後のストレスケアについてのガイダンスを実施した。 

 

1.3 合同学校説明会とキャリアセミナー 

12月4日に合同学校説明会をオンラインで開催した。参加大学等は14校で，約190名の学生が事前参加

登録を行い参加した。また，参加企業を2日間で70社に絞って対面形式でキャリアセミナーを開催した。

のべ320名の学生が参加した。また，高木副委員長のもと昨年度同様に本校学生用の専用サイト（R4.1月

末まで公開）を設けることで， 学生たちに企業情報を学習する場を与えた。 

 

1.4 進学合宿 

毛利副委員長，岡田教員，宝利教員が主となり，3月14日～18日に編入学試験対策を主として合宿を実

施した。初めての試みであったが20名を超える4年生が午前中には数学・物理の頻出問題に取り組み，午

後は各自の課題に取り組んだ。 

 

2.令和3年度の進路状況 

令和4年春採用生（本科5年生）に対しては約830社からの求人票と70を超える団体（国，府県，市町

村，警察，消防，国立大学法人，機構等）からの求人案内が届いた。昨年度に続き60％という高い比

率の学生が就職を希望し，進路の決定に至った。進学活動については1名が編入学を目指して浪人する

という結論に至った。 

就職活動において，複数回の面談がある場合，WEBを利用しての1次面談の実施は定着した感があ

る。また，各種応募書類のWEB提出を求められることが昨年度よりずいぶんと多くなった。編入学試験

においても同様にWEB出願を採用する学校が徐々にではあるが増えてきているように感じる。 
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学 生 相 談 室 

学生相談室室長 児玉 圭司 

 

1．学生相談室スタッフ 

本年度は，学生相談室長・児玉圭司（人文）のほか，荻田みどり（人文），岡下朋世（人文,11月から）

岡田浩嗣（自然），喜友名朝也（自然），谷川博哉（機械），七森公碩（電気），石川一平（制御），四蔵茂

雄（建設），毛利聡（建設），山口秀朗（学生課長），清水智苗美（看護師），黒田友基（カウンセラー[精

神科医]），中川亜希（カウンセラー[臨床心理士]），坂口なぎさ（カウンセラー[臨床心理士]）の体制で

相談室を運営した。 

 

2．相談体制・相談件数 

今年度も，前年度に引き続き，新型コロナウイルス感染症の流行に伴う遠隔授業期間や臨時休校期間

が設けられたため，カウンセラーの相談日程も，適宜変更を余儀なくされた。 

前年度，遠隔授業への対応や，学校・学寮生活でのさまざまな制限に起因して，心身に不調をきたす

学生が多かったとの分析にもとづき，今年度は臨床心理士のカウンセラーに平均して週4日のご勤務を

お願いした。精神科医のカウンセラーには従来通り月1回（原則として第2週の火・水曜日のいずれか）

お越しいただいた。加えて，今年度は遠隔授業中もカウンセリングを受けられるように，Web（Teams）

や電話を用いた相談にも常時対応した。 

教職員の室員による相談も随時受け付けているが，その大部分は看護師の清水先生に担っていただい

ている。 

本年度の相談件数はのべ635件，うち教職員への相談件数が233件，精神科医への相談件数が6件，臨床

心理士への相談件数が396件であった。通年で相談室が開かれていた一昨年度と比べて，相談件数はや

や増加している。 

 

3．「学校適応感尺度調査」の実施 

今年度は，6月および10,11月の2度にわたり「学校適応感尺度調査」を実施し，学生が抱える悩みや問

題の早期把握に努めた。「学校適応感尺度調査」の結果を踏まえて面談対象学生を選定し，担任・コース

長または学生相談室員が面談を行った。面談を行った学生はのべ212名にのぼり，面談を経てカウンセ

ラーへと繋いだ学生も複数存在する。 

 

4．教職員研修の実施ほか 

本年度は，教職員を対象に以下の研修・講演を実施した。 

4月8日（木）～ 高専機構提供「学生との信頼関係構築のために」 

講師：濱中ミオ・本田佑（仙台高等専門学校カウンセラー） 

5月20日（木）  舞鶴高専新任教職員向け研修「学生のメンタルヘルスについて」 

講師：坂口なぎさ先生（本校カウンセラー，臨床心理士） 

6月23日（水）  「LGBT研修」（会場：視聴覚教室，男女共同参画室等と共催） 

 

5．学生向けの活動 

通常の相談業務以外にも，学生を対象として以下の事業に取り組んでいる。今年度も昨年度に続いて，

コロナ禍の影響で「学生相談室 de ティータイム」を実施することができず，学生のストレス軽減を図

るため以下の諸施策を実施した。 

通年 図書館1階ラーニングコモンズにフリーWi-Fiスポットの設置（安らげる場所の確保） 

4月 1年生各クラス「舞鶴高専PEER～出会いと回復のピアプログラム」（学生委員会を支援） 

4月 全学生対象担任・コース長面談 

5月11日（火）,24日（月） 2年生対象「メンタルヘルス講演会」（坂口カウンセラー） 

 11月 ピアサポーター（専攻科生TA）の選出，および「放課後教室」での学習サポート 

 

6．各種研究会・研修会・協議会への参加 

学生相談に関する研鑽を積むため，また他校との学生相談に関する情報交換のため，下記に示す各種

研究会，研修会，協議会に参加した（[ ]内は参加者名，敬称略）。 
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○令和3年度府立高等学校両丹地区保健研究協議会第1回総会[児玉] 

7月5日（月） 京都府立網野高等学校 

○近畿学生相談研究会第153回定期総会 

 11月2日（火）～16日（火） 書面附議（メール審議） 

○近畿地区カウンセリング連絡協議会 

11月25日（木） 承合事項のメールによる情報共有（主幹校：近大高専） 

○令和3年度第2回府立高等学校両丹地区保健研究協議会[児玉] 

12月8日（水） 京都府立網野高等学校 

○第18回全国国立高等専門学校学生支援担当教職員研修[岡田,清水] 

12月16,17日（木・金） 会場：学術総合センター 

○日本学生支援機構オンラインセミナー[児玉・岡田] 

第1部「改正障害者差別解消法の施行に向けて」 

12月17日（金）～3月31日（木） オンライン 
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修 学 支 援 室 

修学支援室室長 牧野 雅司 

 

1．支援室および支援委員会の体制 

今年度の修学支援室は，室長の牧野雅司（人文）をはじめ，山根秀介（人文・教務主事補），上杉智子

（自然・学生主事補），児玉圭司（人文・寮務主事補），の教員3名，さらに特命教授・後野文雄（特別支

援教育士スーパーバイザー），特命助教・橋本茂の計6名で構成されている。 

常勤教員の室員は，保護者・学生からの申し出があった際に，担任とチームを組んで，対応や合理的

配慮に関する検討・調整をコーディネートする役割を負う。後野特命教授は，保護者・学生や担任から

の個別相談に応じていただくほか，個別の事案について専門的知見をもとにご助言をいただいている。

橋本助教には，中学校において通級指導教室などでの指導をなさっておられた経験を生かして，学生へ

のスキルトレーニングや定期的な面談を実施していただいている。 

上部機関にあたる修学支援委員会は，修学支援室が検討した合理的配慮（または配慮が必要でない旨）

に関する答申を踏まえ，本校としての意思決定を行う。 

 

2．活動実績 

令和3年度の活動実績は，以下の通りである。 

・修学支援室で対応した学生      7名 

・後野特命教授による個別面談・助言等 延べ104件（保護者対応，学内協議・助言を含む） 

・橋本特命助教による個別面談     対象学生 4名，のべ89回 

・新規の合理的配慮           2件（試験時間延長，橋本先生による面談） 

 

3. 学生対象講演会 

4月16日（金） 1年生対象人権教育「いじめ防止講演会」 

講師：後野文雄先生 

 

4．研修・発表等 

《教職員対象》 

5月18日（火）1年生学年団会議にて研修会 

「気になる学生についての報告と対応について」 

講師：後野文雄先生 

《研修》 

※今年度はコロナ禍の影響もあり，学外での研修に参加する機会は限られた。 
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入 試 広 報 部 会 
入試広報部会部会長 小野 伸一郎 

 

新型コロナウイルス感染症の影響を受けて，令和3年度新入学生は定員を割る事態となった。このた

め志願者の確保が本校の最重要課題となり，入試広報活動の充実が使命となった。しかしながら4月以

降も新型コロナウイルス感染症の猛威が収まらず，本府に対して4/25～6/20，8/20～9/30の期間に緊

急事態宣言が発出された。そのためオンライン開催に変更を余儀なくされた活動も多い中，学校全体

の協力を得て，下記のような活動を行った。 

 

1. 先がけ中学校訪問 

 令和3年度入試では定員割れにより，2次募集も行った。このため新入生の本校定着が重要課題となり，

3月上旬に中丹，丹後，嶺南地区の中学校37校を訪問し中学からの接続情報を早期に得た。同時に先どり

サイエンス教室のパンフレットを配付した。 

 

2. 先どりサイエンス教室 

 令和3年3月27日（土），3月28日（日），中学生1・2年生を対象に，「光の正体」，「色の仕組み」の2テー

マで講義と実験を行った。参加延べ人数は生徒39名，保護者29名であった。 

 

3. 学校説明会 

新型コロナウイルス感染症拡大防止の為，一昨年までのような体験型プレオープンキャンパスは実施

しなかった。代替として学校説明会をオンライン形式で6回と，対面形式で17回実施した。参加人数を表

1に示す。（※オンラインの参加人数は，申込者数を生徒・保護者数にそれぞれ反映した。） 

 

表1 学校説明会参加人数 

開催日 場所 回数 生徒 保護者 

R3.5.29（土） オンライン 1 44 44 

R3.5.30（日） オンライン 2 39 39 

R3.6.5（土） オンライン 1 18 18 

R3.6.6（日） オンライン 1 40 40 

R3.6.12（土） 京都 2 46 47 

R3.6.13（日） 
京都 3 42 41 

小浜 3 1 1 

R3.6.19（土） 豊岡 1 8 8 

R3.6.20（日） 高島 2 13 14 

R3.6.26（土） 精華町 2 27 29 

R3.6.27（日） 亀岡 2 23 26 

R3.7.3（土） 本校 1 27 27 

R3.7.4（日） 本校 1 28 25 

 

4. オープンキャンパス 

 従来通りの対面・体験型のオープンキャンパスを実施した。新型コロナウイルス感染予防の観点から，

次の条件を設けた。1）1日を前半（14:00以前）・後半（14:00以降）に分け，前半の入場者数を160組に

制限，1日の最大入場者数を320組に制限した。2）体験授業の参加者数を1回20名とした。3）昼食を提供

しない。また，構内での食事を禁止した。参加人数を次の表2に示す。 
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表2 オープンキャンパス参加人数 

開
催
日 

総
来
場
者
数 

保
護
者
数 

生
徒
数 

中学 3年生 中学 2年生 中学 1年生 高校生・小学生 

全
体 

男
子 

女
子 

全
体 

男
子 

女
子 

全
体 

男
子 

女
子 

全
体 

男
子 

女
子 

R3.8.7

（土） 
382 218 166 82 70 12 64 60 4 5 3 2 13 8 5 

R3.8.8

（日） 
588 352 239 139 104 35 73 59 14 14 11 3 10 8 2 

R3.8.9

（月） 
334 203 134 68 56 12 46 41 5 7 7 0 10 7 3 

計 1,304 773 539 289 230 59 183 160 23 26 21 5 33 23 10 

 

5. 中学校訪問 

近年に入学者・受験者があった学校を重点に訪問を行った。訪問地域と校数は，京丹後・福知山・亀

岡・宮津・京都市・滋賀・川西・三田の合計275校で，新型コロナウイルス感染症の影響により6月以降

順次訪問した。 

 

6. 中学校主催学校説明会 

個別の中学校から合計16件の学校紹介の依頼を受け，説明会を行った。中学校説明会参加校名を表3

に示す。 

 

表3 中学校説明会参加校名 

開催日 中学校 

R3.6.8（火） 京丹後市立大宮中学校 

R3.6.15（火） 守山市立守山南中学校 

R3.6.16（水） 舞鶴市立城北中学校 

R3.6.25（金） 守山市立明富中学校 

R3.6.29（火） おおい町立大飯中学校 

R3.6.29（火） 与謝野町立加悦中学校 

R3.6.30（水） 小浜市立小浜第二中学校 

R3.7.1（木） 若狭町立上中中学校 

R3.7.2（金） 高浜町立高浜中学校 

R3.7.6（火） 舞鶴市立城南中学校 

R3.7.7（水） おおい町立名田庄中学校 

R3.7.9（金） 小浜市立小浜中学校 

R3.9.16（木） 丹波市立柏原中学校 

R3.9.21（火） 丹波市立青垣中学校 

R3.9.21（火） 丹波市立氷上中学校 

R3.11.5（金） 守山市立守山南中学校 
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7. 入試説明会 

9～11月にかけて本校を始め，表4のような地域で中学生，保護者，中学教員，塾講師向け入試説明会

を行った。 

 

表4 入試説明会参加人数 

開催日 場所 回数 生徒（教員） 保護者 

R3.9.12（日） オンライン 2 91 91 

R3.9.19（日） オンライン 2 35 35 

R3.9.26（日） オンライン 2 40 40 

R3.10.3（日） 本校 1 11 11 

R3.10.3（日） 京都大学吉田キャンパス 2 18 19 

R3.10.7（木） 本校（教員対象） 1 （20） - 

R3.10.10（日） 本校 1 8 8 

R3.10.11（月） 大津市ふれあいプラザ（教員対象） 1 （7） - 

R3.10.14（木） 三田市総合文化センター（教員対象） 1 （12） - 

R3.10.18（月） 京都テルサ（塾講師対象） 1 （16） - 

R3.10.19（火） 京都テルサ（教員対象） 1 （23） - 

R3.10.30（土） 本校 1 23 23 

R3.10.31（日） 本校 1 16 15 

R3.11.28（日） 本校 1 21 21 

 

8. あやべ理工系ことはじめ教室 

本校と京都工芸繊維大学が主催し，京都府と綾部市の共催で北部産業創造センター（綾部市）にて

開催した。綾部市および福知山市の小・中学校にパンフレットを配付し参加者を募った。参加人数を

表5に示す。 

表5 参加人数 

開催日 講座名 参加対象 
生徒 

(児童) 
保護者 

R3.6.26（土） 
クレーンを作って遊ぼう(本校） 

中学生 10 4 
プログラム＋電気回路＝オリジナルイルミネーション（本校） 

R3.7.18（日） 
フェイスシールドを設計しよう！（本校） 

中学生 11 8 
住吉の長屋の模型を造る（本校） 

R3.8.22（日） 
魔法の棒「ヒートパイプ」で熱の伝わり方を学ぼう！（本校） 中学生 

小 5・6 
中止 

太陽電池で遊ぼう！（本校） 

R3.9.26（日） 
段ボールで作る本格派ロボットハンド（本校） 中学生 

小 5・6 水をきれいにする試み（本校） 

R3.10.24（日） 
つくろう！ カラフル LED ランタン（本校） 中学生 

小 5・6 

1

（15） 
16 

人工繊維を合成してみよう（工繊大） 

R3.11.28（日） 
作って学ぼう！～ストロー多面体～（本校） 中学生 

小 5・6 

1

（22） 
27 

ガラスと金属が握手～七宝焼きを作ってみよう！～（工繊大） 
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9. その他の入試広報イベント 

その他の入試広報部会主催の入試広報イベントについて，表6に示す。 

 

表6 その他のイベント 

開催日 イベント 場所 生徒 保護者 

R3.5.22（土） オンライン学校説明会 オンライン 76 76 

R3.6.12（土） 先どりプログラミング教室 本校 64 51 

R3.6.18（金） 

R3.6.25（金） 

中学校教員向け授業見学・学校説明会 

および出身中学校連絡会 
本校 （37） - 

R3.7.8（木） 校外学習（舞鶴市立若浦中学校 3年生） 本校 45 - 

R3.7.11（日） KOSEN FES.2021 大阪（国公私立高専合同学校説明会） 大阪梅田 - - 

R3.7.15（木） 校外学習（福知山市立成和中学校２年生） 本校 80  

R3.7.18（日） オンライン女子会 オンライン 28 28 

R3.10.3（日） キラキラ女子会 本校 14 13 

R3.10.26（火） 出前授業（舞鶴市立和田中学校１・２年生） 和田中学校 64 - 

R3.10.30（土） 地域みらい留学オンライン学校紹介（高専機構） オンライン - - 

R3.10.30（土） 入試相談（高専祭） 本校 - - 

R3.10.31（日） 入試相談（高専祭） 本校 - - 

 

10. 地域広報誌への学校紹介 

福知山広報誌「ラサンカ」8月号に学校紹介と，福知山市出身学生2人と本校教員1名の紹介を掲載し

た。 
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留 学 生 委 員 会 
                 留学生委員会委員長 川田 昌克 

 

1．在籍状況 

 令和 3 年度は，国費外国人留学生 2 名，モンゴル政府派遣留学生 1 名，マレーシア政府派遣留学生 1

名の計 4名の留学生が在籍している。所属学科，学年等を表 1に示す。令和 4 年 3 月には，1名が機械

工学科を，1名が電気情報工学科を卒業した。 

 

表 1 令和 3年度の留学生                                                                   

    令和 3年 4月現在 

性別 国 籍 所属学科・学年 入学年度 備考 

男 モンゴル 機械工学科 5年 H30 モンゴル政府派遣留学生 

男 モンゴル 電気情報工学科 5年 H31(R1) 国費外国人留学生 

女 モンゴル 電気情報工学科 3年 R3 国費外国人留学生 

男 マレーシア 建設システム工学科 3年 R3 マレーシア政府派遣留学生 

 

コロナ禍の影響で令和 3年度に入学した留学生 1名の日本入国が困難となり，半年間，遠隔授業を実

施した。その後，9 月下旬に来日することができ，2 週間の隔離処置の後，10 月 11 日に本校に到着し

た。 

 

2．留学生関連行事 

2.1 留学生研修旅行 

例年は 1泊 2日で留学生研修旅行を行うが，今年度は昨年度と同様，新型コロナウイルス感染症対応

のため，日帰りとし，以下の通り実施した。 

 日程  ：令和 3年 11 月 3 日（水・祝日） 

 見学場所：鳴門海峡うず潮クルージング，淡路島かわらや，阿波踊り会館等 

 参加者 ：留学生 3名，5E担任丹下，学生課富田 計 5名 

 

   
瓦彫刻体験 

 
阿波踊り会館 

 

留学生達は，鳴門海峡のうず潮クルージングを満喫し，間近で見る大迫力のうず潮に感動したようで

ある。昼食時に訪れた「淡路島かわらや」では，名物の瓦焼きを堪能し，瓦彫刻体験で粘土を使った作

品制作に各自取り組んだ。また，最後に訪れた阿波踊り会館では，実演鑑賞と踊り体験を楽しんだ。 

肌寒い季節であったが天候に恵まれ，留学生同士の交流にも一役かった研修旅行であった。 

 

2.2 留学生交流会 

留学生交流会を以下の通り実施した。 

 実施日：令和 3年 12月 14 日（火） 

 場所 ：大会議室 

 参加者：留学生（3名），留学生チュータ，留学生と親交が深い 5Eのクラスメイト，留学生委員会

を中心とした教職員等 約 30名 
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留学生交流会は，学生課課長補佐の進行で，校長の挨拶に始まり，留学生の自己紹介とプロジェクタ

を使用した母国の紹介，参加者からの質疑応答の後，学生会代表，寮生会代表，国際交流センター長，

5年留学生のクラスメイト，5年留学生のチュータと心のこもったスピーチやユーモアあふれるスピーチ

があった。その後，5年留学生の謝辞，5年留学生の指導教員の贈る言葉，留学生委員会委員長の閉会の

辞へと続き，記念撮影の後，交流会を終了した。 

昨年度と同様，コロナ禍の影響で例年の様な立食形式での開催ができず，寂しかった面もあったが，

楽しくかつ意義のある交流の場となった。 

 

 
留学生の自己紹介と母国の紹介 

 
集合写真 

 

2.3 留学生の地域交流 

 今年度行った，地域との異文化交流は以下の通りである。 

(a) 東舞鶴高校主催「総合的な探求の時間（国際分野）国際交流会」 

  令和 3年 6月 21 日（月） 

  参加者：留学生 1名 

(b) 舞鶴国際交流協会主催「日本の昔の遊びを通して交流しよう」 

  令和 3年 7月 10 日（土） 

  参加者：留学生 1名 

(c) 本校主催「令和 3年度ジュニアドクター育成塾」第 9回講座 

  令和 3年 11 月 27 日（土） 

  参加者：留学生 3名 

 

3．令和 4年度の受入予定 

令和 4年度は，モンゴルから国費外国人留学生 1名（電気情報工学科）の受け入れが予定されている。 
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教 育 改 善 委 員 会 

教育改善委員会委員長 竹澤 智樹 

 

 教育改善委員会は，本校の継続的改善システムを円滑かつ効果的に機能させるための活動を行ってい

る。具体的には，教育プログラム（MDE）委員会および評価委員会でCHECKされた事項についてACTIONを

行う役割であり，当委員会が必要と認めるときは，各学科・部門及び他の委員会に提議，付託または協

力要請を行うことができる。今年度実施した事項を以下に挙げる。 

 

1.令和2年度の教育プログラム（MDE）委員会の教育プログラム点検結果について 

 第1回委員会（令和4年2月4日開催）において，教育プログラム（MDE）委員会で作成された「令和2年

度教育点検システムにおける点検項目に関する報告書」の記載内容について，項目ごとに審議し，必要

な修正を当委員会において行った。「教員間連絡ネットワーク」に関して，教育プログラム（MDE）委員

会への追記の依頼や，「教員の教育活動の評価方法」等について当委員会で意見交換を行った。修正され

た点検結果が，完成版として本校の教職員用グループウェアdesknet's NEOに掲載された。 

 

2.認証評価の結果による来年度の改善について 

 令和2年度に受審した大学改革支援・学位授与機構の認証評価において「改善を要する点」として指摘

を受けた点について確認を行い，教育改善委員会の役割や指摘事項の改善方法等について昨年度に引き

続き検討した。 

 

3.FD・ICT部会の活動 

 評価委員会に置かれていたFD・ICT部会は，今年度より教育改善委員会の組織となった。当委員会にお

いて部会の活動内容を確認した。 
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F D ･ I C T  部  会 
                             FD・ICT部会部会長 宝利 剛 

 

 本部会は，昨年度まで評価委員会の下部組織であったが，今年度より教育改善委員会の下部組織とし

て，主として教員の授業方法，教育指導等の改善に資する目的で，種々の取り組みを行った。今年度の

部会員（協力職員を含む）の構成と役割分担は表1のとおりである。 

表1 FD･ICT部会構成員と役割分担 

氏 名 所 属 主たる役割 氏 名 所 属 主たる役割 

宝利  剛 自然科学 全体の連絡調整 
石川 一平 

※10月より 
電子制御  

山根 秀介 人文科学 
非常勤講師の 

手引きの作成 
毛利  聡 建設システム 

非常勤講師の 

手引きの作成 

喜友名 朝也 自然科学 
非常勤講師の 

手引きの作成 
増永 武夫 総務課 総務課連絡調整 

小林 洋平 機械 FD・ICT講演会 山口 秀朗 学生課 学生課連絡調整 

中川 重康 電気情報 
 

芦田 康弘 総務課 
全体事務の掌握，

連絡調整 

丹下  裕 電気情報 教育連絡会議 石井 貴弘 
支援センター 

（協力） 

授業アンケート

設定及び集計 

藤司 純一 

※9月まで 
電子制御 

 
   

 

 

1. 授業アンケートの結果分析 

今年度より，授業アンケートの実施及び回答の集計は資料部会で実施しており，本部会では集計結果

を基に，結果分析を実施している。 

平成28年度から，他教員のアンケート結果（自由記述等は除く）を含め，本校で開講されている全科

目の結果を参考資料として全教員に開示している。これは，自分のアンケート結果だけでなく，他の教

員の結果も見られることにより，教員間の議論が促され，学校全体の授業改善に繋がるのではないかと

いう考えに基づくものである。平成31（令和元）年度からは，前年度の授業アンケートに各教員が記載

した「課題分析」と「今後の改善策」に対して，それぞれ自己分析を行い，「前年度からの達成度に関

する自己分析」を記載する項目を追加するとともに，「達成度の割合」を数値で記入している。単年度

のアンケート結果だけでなく，前年度の課題分析等を反映させた授業改善を行うことで，授業内容を継

続的に向上していく仕掛けになることが期待される。 

上記に加え，今年度からは学科部門単位でアンケート結果の分析を実施することとなった。具体的に

は，当該学科部門担当科目（非常勤講師担当科目を含む）の全アンケート結果（自由記述も含む）を共

有し，学科部門ごとに，組織的な授業改善の視点から「課題分析」と「今後の改善策」を，前期と後期

のそれぞれに検討する。これにより，教員ごとの分析では見えてこなかった課題の発見・改善が期待さ

れる。 

 

 

2. FD・ICT特別講演会 

 今年度は，LGBT研修を実施した。男女共同参画室を中心に，学生相談室，修学支援室との合同での開

催であった。研修では，動画視聴，グループワークにより活発な議論が行われた。LGBTに対する理解を

深めるよい機会となった。 

 

 

 

64



学校運営                 Annual Report 2021                         FD･ICT 部会 

 

3. 授業参観 

 今年度は，新型コロナウィルス感染症対策として，参観回数を1回に限って実施した。参観期間は令

和3年6月22日（火）～7月12日（月）の3週間とした。参観教員は参観後1週間以内にFormsから内容を報

告し，報告された内容は報告者を匿名としたうえで，授業担当教員にフィードバックした。これにより，

参観教員は自身の授業改善に参考になる点について整理するとともに，授業担当教員においても他の教

員からの報告内容を確認することで授業改善に繋がることを期待している。また，参観教員からの報告

内容のうち，「自分の授業改善に参考になった点」については，報告者を匿名としたうえで，学内で共

有し，こちらも授業改善に繋がることを期待している。尚，今年度の実施率は74.5%であり，昨年度の

70.4%から4.1%向上した。 

 

 

4. 教育連絡会議 

学科・部門，本科・専攻科の垣根を越えて，科目間の連携を密にし，教育改善に向けた検討を行うこ

とを目的に，令和3年11月18日（木）～11月25日（木）の期間，教員を6つのグループに分け，グループ

ごとに以下のテーマについて討議を行った。 
グループ A 学生の成績評価・講義運営  
グループ B ICT 活用の現状と将来  
グループ C 学生指導（SHR の出欠調査・担当者，欠席学生の対応）  
グループ D Moodle や Teams の活用事例と課題  
グループ E 学生の時間や心のゆとりについて  
グループ F 学生指導（SHR の出欠調査・担当者，欠席学生の対応），  

授業担当教員としての発熱・ワクチン接種による公欠学生の対応 
討議後，主査による報告書を本部会で集約し，学内で共有した。これにより，各教員が持っている問題

意識や諸問題に対する改善方法・技術・アイデアを共有し，舞鶴高専全体の教育の質向上を目指してい

る。 

 

 

5．授業公開 

今年度は，新型コロナウィルス感染症対策として，学内・学外評価者のみの参観とし，保護者・教職

員の参観は行わない方針のもと，令和4年1月11日（火）～1月28日（金）の実施を予定していたが，1月

14日（金）の臨時休校，1月17日（月）からの遠隔授業に伴い，すでに実施を終えていた電気情報工学

科以外の実施を中止とした。 
電気情報工学科については，以下のとおり実施した。 

日時 実施教員 授業科目 クラス 学内評価者 

令和 4年 1月 13 日（木） 

8 時 50 分～10時 10 分 
芦澤 恵太 画像工学 

専攻科 1年 

（共通科目） 

〇舩木 英岳 

谷川 博哉 

※〇印は主査を表す。   

実施分については，主査から提出された授業公開報告書をもとに，授業担当者から授業改善プラン報

告書が本部会に提出された。また，主査から提出された授業公開報告書及び授業担当者から提出された

授業改善プラン報告書を本部会で総合的に評価・検討し，評価・検討結果を教職員に通知した。 

 

 

6. 非常勤講師の手引き 

 非常勤講師に対する業務支援の目的で，非常勤講師の手引きを作成した。これまで口頭で伝えられて

いた業務を文書化することで，事務方の業務軽減や業務に関するトラブル防止が期待される。作成した

手引きは，令和4年度からの運用を目指し，教務委員会への引き渡しを行った。今後は，教務委員会で

運用される。 
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交通対策検討委員会 

交通対策検討委員会委員長 片山 英昭 

 

 

1.ライフライン再生工事   

本年度も昨年度に引き続き，舞鶴工業高等専門学校ライフライン再生工事が行われた。ライフライ

ン再生工事は，構内に敷設された電気・水道・排水管等の取り換え工事に伴い，構内道路の掘り返し

工事となった。学生および教職員の安全と，教育活動に支障がでないように，総務課施設係とともに

調整を図りながら計画を立案したため，大きな問題を生じることがなかった。 

 

2.構内交通整備 

構内における車・バイク・自転車の乗り入れを制限し安全環境を確保している。この車両乗り入れ

制限について学生教職員の理解のもと定着が進んでいる。外部者が訪れる学校行事等に伴う構内道路

や駐車場の制限などを検討した情報を，総務課からアナウンスしている。引き続き構内交通の安全環

境の整備を進めていく。 

 

3.駐車場および駐輪場の整備 

 学生駐車場の第１駐車場に入場する車と駐輪場に入場するバイクの経路が交差しているため自動車

とバイクとの接触及び衝突や，バスを降り校舎に向かう学生が第1駐車場内を歩くため学生と入場して

きた車との接触の懸念がある。これらを防ぐための安全対策の１つとして，第１駐車場の入り口に「減

速帯」を設置した。今後は，自転車で登校する学生が安全に登校できることも踏まえ，駐輪場の位置

の変更を検討していきたい。 
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安 全 衛 生 委 員 会 
 

安全衛生委員会委員長 事務部長 佐良 俊久 

 

本委員会は，教職員の安全管理及び衛生管理の向上を図るため（舞鶴工業高等専門学校安全衛生管理

実施規程 第11条）に設置されており，教職員の安全衛生管理に関する重要な事項について調査，審議を

行っている。今年度の委員会構成は以下のとおりである。 

 

表1 令和3年度安全衛生委員会構成 

職 名 氏 名 任 期 備 考 

事務部長 佐良 俊久  一号委員：委員長 

医  師 西村 正人  二号委員：産業医 

技 術 長 福井 繁雄  三号委員：衛生管理者・副委員長 

総務課長 増永 武夫  四号委員：安全管理者，五号委員 

看 護 師 清水智苗美  六号委員 

教  授 田村 修一 R3.4.1～R4.3.31 七号委員：人文科学部門 

教  授 山田耕一郎 R3.4.1～R4.3.31 七号委員：機械工学科 

准 教 授 高木 太郎 R3.4.1～R4.3.31 七号委員：電子制御工学科 

技術専門職員 西村 良平 R3.4.1～R4.3.31 七号委員：教育研究支援センター 

総務課専門職員 中嶋 智範  オブザーバー 

総務課施設係長 岩見 遼平  オブザーバー 

 

 

1．定期巡視の実施 

委員（産業医，オブザーバーを除く）8名を4班に分け，例示されたチェックポイントを目安に，学内

の定期巡視（毎週1回）を実施した。具体的には，学内をA～Eの5地区に分けて，各班が順に各地区を担

当するように計画した。巡視結果は委員会事務局に報告され，定例委員会で審議された。 

 

2．定例委員会の開催 

毎月1回定例の委員会を開催することを基本とし，各班からの巡視結果について審議した。審議結果

は，昨年度に引き続き，保留，連絡（調査），連絡（対策）の三つに分けて対応した。「連絡」と判断さ

れた事項については，該当部署または該当教職員に通知した。「保留」は学校としての対応が必要と判断

した事項で，施設係を中心に検討していただいた。また，定例委員会では毎回，西村産業医より，本校

における健康管理および健康の保持増進に関するコメントをいただいた。 

 

3．安全衛生環境の改善 

定例委員会で審議された事項について，当該部署や事務部へ連絡・調整を行った。これにより，安全

衛生環境が改善された。なお改善にあたっては，令和元年度から導入した巡視における安全衛生に関す

るリスクの定量化（リスクアセスメント）を継続して行い，高リスクと思われる事項から優先的に対策

を実施した。 

 

4．ストレスチェックの実施 

本校教職員を対象にストレスチェックを実施し，約87%の教職員が受検した。京都大学 名誉教授・非

常勤研究員 労働衛生コンサルタント・川村 孝教授の協力を得て，本人申し出に基づく面接指導も行

われた。 
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緊急連絡／安否確認システムワーキンググループ 

緊急連絡／安否確認システムワーキンググループ座長 川田 昌克 

 

 緊急連絡／安否確認システムワーキンググループは，危機管理委員会の下部組織として，緊急連絡／

安否確認システムの管理・運用およびシステムを用いた訓練を継続的に行っている。今年度の本ワーキ

ンググループの構成員を表 1に示す。 

 

表 1 ワーキンググループ構成員 

川田 昌克 教務主事 伊藤  稔 学術情報センター長 

増永 武夫 総務課長 山口 秀朗 学生課長 

福井 繁雄 教育研究支援センター 能勢 嘉朗 教育研究支援センター 

 

 昨年度と同様，新型コロナウイルス感染症の影響のため，全学的な避難訓練の実施を見送ったため，

1年生を対象とした避難訓練の実施日とは別の日（令和 3年 12 月 20 日）に安否確認訓練を実施した。 

 訓練は以下の手順で行った。 

 事前に，担任及び専攻科コース長は，クラスルームなどに掲示している「令和 3年度 緊急連絡/安

否確認システムの安否確認訓練について」をクラス学生に周知する。教職員に対してはメールで周

知する。 

 令和 3年 12月 20 日（月）11時 45 分に，危機管理副委員長（教務主事）は危機管理委員長（校長）

名で，運用管理者（学生課長）に危機管理対策本部（今年度は中会議室）を設置し安否確認を行う

よう指示する。 

 学生課長は，教務係長に本システムを利用して学生及び教職員に安否確認を行うよう指示する。 

 教務係長は学生及び教職員に以下の内容のメールを送信する。 

こちらは舞鶴高専危機管理委員会です。 

安否確認訓練のため，本メールを送信しています。 

質問１は自分の状況，質問２は自分の居場所を回答してください。 

それぞれ１文字を返信メールの本文１行目に入力・送信してください。（返信例：あた） 

なお，本メールタイトル内の［英数字］は管理番号ですので，返信時，タイトル（「Ｒ

Ｅ：」を含む）を絶対に編集・削除しないでください。 

あ: 無事 か: 怪我 

質問２ 

さ: 学内 た: 学寮 な: 自宅 は: その他 

質問１で「か」を選んだ人は怪我の状況を，質問２で「は」を選んだ人は自分の居場所

を本文２行目以降に入力してください。 

 

WEB 回答 URL(ケータイ用とスマホ用があります) 

(ケータイの方はこちら) 

**** URL 省略 **** 

(スマホの方はこちら) 

**** URL 省略 **** 

 学生は，学生用 Gmail アドレスまたは事前に登録した携帯メールアドレスから安否確認の返信を

する。 

 教職員は，学校のメールアドレスまたは事前に登録した携帯メールアドレスから安否確認の返信

をする。 

 訓練終了後（メール送信から 1時間後），システム管理担当者（能勢）は学生の安否確認情報を集

約し，学生課長に報告する。 

 

68



学校運営                     Annual Report 2021        緊急連絡／安否確認システムＷＧ 

 

 

 学生課長は，学生の安否確認情報を危機管理委員長（校長），危機管理副委員長（教務主事），事務

部長及び総務課長に報告する。 

 危機管理副委員長は，学生の安否確認情報を学生主事，寮務主事及び専攻科長に連絡する。 

 危機管理副委員長は，安否確認訓練が終了したこと及びその結果を担任及び専攻科コース長に連

絡する。 

 なお，安否確認訓練の開始時間を令和 2年度は授業終了直後としていたが，令和 3年度は昼休み開始

直後とした。表 2～4に安否確認の返信率を示す。 

 

表 2 安否確認の返信率（学生） 

(a) 令和 3年度 

令和 3年 12 月 20 日 17 時 00 分  令和 3年 12 月 21 日 10 時 00 分 

本科 1年 90.1%  本科 1年 94.7% 

本科 2年 84.8%  本科 2年 92.7% 

本科 3年 75.2%  本科 3年 80.0% 

本科 4年 73.4%  本科 4年 81.2% 

本科 5年 71.5%  本科 5年 74.2% 

専攻科 76.1%  専攻科 80.4% 

学生全体 78.8%  学生全体 84.4% 

 

(b) 令和 2年度 

令和 3年 1月 26 日 17 時 10 分  令和 3年 1月 27 日 9 時 00 分 

本科 1年 68.7%  本科 1年 96.4% 

本科 2年 73.7%  本科 2年 95.8% 

本科 3年 56.5%  本科 3年 82.4% 

本科 4年 70.1%  本科 4年 89.8% 

本科 5年 69.4%  本科 5年 91.0% 

専攻科 69.8%  専攻科 97.7% 

学生全体 67.6%  学生全体 91.4% 

 

表 3 安否確認の返信率（教職員） 

(a) 令和 3年度  

令和 3年 12 月 20 日 17 時 00 分  令和 3年 12 月 21 日 10 時 00 分 

教員 96.4%  教員 98.2% 

職員 73.8%  職員 76.2% 

非常勤講師 40.0%  非常勤講師 43.3% 

教職員全体 74.4%  教職員全体 76.7% 

 

(b) 令和 2年度 

令和 3年 1月 26 日 17 時 10 分  令和 3年 1月 27 日 9 時 00 分 

教員 86.2%  教員 96.6% 

職員 57.5%  職員 77.5% 

非常勤講師 36.0%  非常勤講師 48.0% 

教職員全体 64.2%  教職員全体 81.2% 

 

最終的な学生の返信率は令和 2年度が過去 5年間で最も高かったが，令和 3年度は元の水準に下がっ

た。この要因のひとつは，訓練開始時間の変更や実施した曜日を変更したためであると考えられる。令
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和 2年度は本科 5年生や専攻科生が研究科目の実施日である火曜日であったため，該当学年の返信率が

高かったが，令和 3年度は月曜日の実施であったため，返信率が低かった。もうひとつの要因としては，

特定のクラスの返信率が低かったことが考えられる。該当クラスでは，各種アンケートの回答率が総じ

て低く，今回の訓練でも同様の結果となった。学級担任を中心としたクラス運営を改善することが必要

である。 

 教員や教育研究支援センター職員の返信率は令和 2年度と同様，極めて高い。それに対して，その他

の職員や非常勤講師の返信率は低く，引き続き改善が必要である。 

 また，メールを返信した学生 701 名のうち 1名（0.14%）が，教職員 133 名のうち 1名（0.75%）が質

問 1もしくは質問 2の回答がなかった。本システムの返信内容は 2文字のひらがなからなる単純なもの

であるので，誤回答の数が限定的であることが確認できた。 

 

表 4 安否確認の返信率の推移 

 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 

学生全体 76.5% 86.7% 87.3% 91.4% 84.4% 

教職員全体 83.0% 81.7% 66.5% 81.2% 76.7% 

全体 77.6% 85.9% 83.9% 89.7% 84.7% 
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男 女 共 同 参 画 室 
男女共同参画室長  上杉 智子  

男女共同参画副室長 村上 信太郎 

 

1．男女共同参画室の概要 

男女共同参画室は，高専機構男女共同参画行動計画に基づき，男女共同参画を推進することを目的に，

令和元年度より新設された組織です。教育・研究・就業活動全般を通じた男女共同参画の推進と意識啓

発を行うことを主な目的としています。また，令和元年度より新設された女子学生グループ「うろうろ」

の後援・活動支援も行っています。 

 

2．令和3年度の活動 

2.1 男女共同参画室運営会議の開催 

○第1回男女共同参画室運営会議（令和3年4月2日） 

（1）実施体制 （2）基本方針 （3）昨年度の活動について 

（4）令和2年度第3ブロック男女共同参画推進協議会 （5）令和3年度活動計画 

○第2回男女共同参画室運営会議（令和3年6月3日） 

（1）高専女子フォーラム in 関西について （2）教職員対象のLGBT研修について 

（3）教員職のインターンシップ候補・女子学生向け講演候補について 

（4）女子学生グループ「うろうろ」活動報告 

（5）全国ダイバーシティネットワーク近畿ブロック会議について 

○第3回男女共同参画室運営会議（令和3年10月11日） 

（1）室員・役割分担の変更について  

（2）高専女子フォーラム in 関西について 

（3）教職員インターンシップ・女子学生向け講演の実施について 

（4）予算案について 

○第4回男女共同参画室運営会議（令和4年1月27日） 

（1）近畿女子学生交流会について   

（2）全国ダイバーシティネットワーク近畿ブロック会議について 

（3）第3ブロック男女共同参画推進協議会について  

（4）予算執行計画について （5）高専女子フォーラム in 関西の振り返り 

2.2 LGBT研修の実施 

 令和3年6月23日（水），視聴覚教室において，学生相談室，修学支援室，FD・ICT部会との共催によ

る，教職員を対象としたLGBT研修を実施しました。LGBTに関する研修は，本校では初めての実施とな

ります。研修では，認定特定非営利活動法人「ReBit」が無償配布を行っている動画を視聴しながらグ

ループワークを行いました。また，本校学生に関する情報共有も行いました。研修には教職員51名（教

員35名，職員16名）が参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長挨拶 グループワークの様子 グループワークの様子 

71



学校運営                 Annual Report 2021                    男女共同参画室 

 

2.3 高専女子フォーラム in 関西への参加 

12月19日（日），近畿地区の高等専門学校7校の主催（代表幹事校：奈良工業高等専門学校）による

高専女子フォーラム in 関西がオンラインで開催されました。高専女子フォーラムin 関西は，女子

学生のキャリア教育を主な目的としており，参加企業の男女共同参画に関する取組について知ると共

に，高専女子学生が，企業関係者や中学生および保護者に向けて，研究紹介，学生生活紹介，高専教

育紹介を行うことで，高専女子学生の実力を広く社会に向けて発信することも目指しています。 

今年度の実施形態は，発表動画とオンラインでの質疑応答による発表で，本校からは，4学科の学生

達が，それぞれ1件ずつ（機械工学科：寮生活・学生生活の紹介，電気情報工学科：女子学生グループ

の活動紹介，電子制御工学科・建設システム工学科：専門教育紹介）の発表を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4 学内設備の改善 

学生と教職員が快適に過ごすための設備の見直しとして，男女共同参画室の予算を利用して，稼働

率の高い女子トイレ内のペーパーホルダーを棚付きのものに交換しました。また，トイレ個室の扉の

フック，流水音発生器についても一部交換を行いました。さらに，窓が無く，狭くて暗い印象があっ

た一階女子トイレの床シートを，汚れにくく明るい色の素材に張り替えを行いました。 

 

2.5 女子学生グループ「うろうろ」の活動 

  女子学生グループ「うろうろ」が本校の公認団体となり，男女共同参画室が活動の支援を行うこと

になってから3年目となる今年度は，入試広報に関連したリーフレット発行，入試広報イベントへの

参加，高専祭での活動紹介と缶バッジ作製，企業へのOG訪問など，コロナ禍にも関わらず，活発に活

動を行いました。また，今年度は男女共同参画室の予算を利用して，新たに活動用のオリジナルウイ

ンドブレーカーを作成しました。今後も，他高専との連携，地域との連携などの，幅広い活躍が期待

されています。 

 

3. 男女共同参画室が参加したその他の行事・会議等 [連携機関等] 

令和3年： 

・ 5月11日(火) 高専女子フォーラム in 関西 第1回実行員会（オンライン開催） 

・ 6月29日(火) 全国ダイバーシティネットワーク組織令和3年度第1回近畿ブロック会議 

  実務者間ネットワーク（オンライン開催） 

・ 8月27日(金) 高専女子フォーラム in 関西 第2回実行員会（オンライン開催） 

・ 9月24日(金) 高専女子フォーラム in 関西 第3回実行員会（オンライン開催） 

・10月 3日(日) 女子中学生1日高専体験会 

・10月22日(金) 高専女子フォーラム in 関西 第4回実行員会（オンライン開催） 

令和4年： 

・ 2月22日(火) 全国ダイバーシティネットワーク組織令和3年度第2回近畿ブロック会議 

  令和3年度の活動報告（オンライン開催） 

・ 3月 3日(木) 国立高等専門学校機構 令和3年度女性教員管理職育成研修（オンライン開催） 

・ 3月10日(木) 男女共同参画推進に係る講演会［奈良高専］（オンライン開催） 

「理系女性研究者のキャリア形成と支援」講師：同志社大学 藤本哲史氏 

・ 3月23日(水) 高専女子フォーラム in 関西 第5回実行員会（オンライン開催） 

 

電子制御工学科 建設システム工学科 電気情報工学科 機械工学科 

72



学校運営                 Annual Report 2021                施設マネジメント委員会 

施設マネジメント委員会  

施設マネジメント委員会委員長 小野 伸一郎 

 

1. 施設マネジメント委員会の概要 

本委員会は，時勢により変わる施設利用状況に対し施設利用・利便性の向上を図るため（舞鶴工業

高等専門学校施設マネジメント委員会規程 第3条）に設置されており,施設の活用状況の調査,各部門

への施設アンケート,大型改修の計画を行っている。 

 

2. 令和3年度の活動 

〇第1回施設マネジメント委員会 

 (1)実施体制 (2)令和3年度大型改修概要説明 (3)令和4年度大型改修の要求について 

 (4)学生アンケート結果について (5)A325研究室分割工事について (6)5箇年計画について 

〇第2回施設マネジメント委員会 

 (1)A325研究室分割工事スケジュール案について (2)A304,A306,A322,A324の用途変更について 

〇第3回施設マネジメント委員会 

 (1)令和5年度大型改修の要求について (2)令和4年度営繕事業の要求について 

 (3)学生主導による営繕事業要求について 

〇第4回施設マネジメント委員会 

 (1)令和4年度営繕事業の要求について 

〇第5回施設マネジメント委員会 

 (1)令和4年度大型改修の補正予算公示結果による令和5年度大型改修の見直しについて 

 (2)寄宿舎5号館改修案について (3)電気使用量傾向と今後の改修方針について 

〇第6回施設マネジメント委員会 

 (1)A324の用途確定について 

 (2)学生昇降口改修に関する仕様選定について 

 

3. 活動結果 

 〇令和4年度大型改修 

  施設利用状況及び老朽状態より学生寮5号館(西)及び情報科学センターを改修することとなった。 

工事期間中の学校運営について審議された。 

〇A325研究室分割工事 

 一部の教員研究室が学生の研究室と同一スペースになっている状態を解消するため，A325研究室

を4部屋に分割することでセキュリティー向上を行った。 

〇令和5年度大型改修 

 施設利用状況・施設老朽状況に基づき令和5年度大型改修計画が協議された。 

〇学生要望について 

 22件（種類）の要望があり内8件について施設マネジメント委員会にて協議。内1件（開放センタ

ーの水道復旧）については令和3年度中に対応。内2件については令和4年度中に対応する予定で今

後協議することとなった。  
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入学前ICT教育ワーキンググループ 

入学前ICT教育WG座長 奥村 昌司 

 

1．入学前ICT教育について 

 令和4年度本科入学試験から，特別選抜に地域枠が新設されたことに伴い，入学予定者を対象とした

入学前ICT教育を実施することになりました。その実施に向けて令和3年8月に入学前ICT教育WGが発足し

ました。入学前ICTは入学予定者が「高専での学習に向けた準備」と「入学後に利用するICTに慣れる」

を目的として，入学前ICT授業として実施しました。 

 

2．入学前ICT教育WGの委員 

氏名 所属 

奥村 昌司 自 然 科 学 部 門 

大内 真一郎 人 文 科 学 部 門 

宝利  剛 自 然 科 学 部 門 

山本 昌平 機 械 工 学 科 

内海 淳志 電 気 情 報 工 学 科 

西  佑介 電 子 制 御 工 学 科 

加登 文学 建設システム工学科 

 

3．入学前ICT授業の実施 

 入学前ICT授業は新設されたMoodleを用いて，以下の内容を，Zoom授業やオンデマンド動画視聴の後

に1週間程度の締め切りで課題に取り組む形で実施しました。 

 第1回（1月19日（水））校長祝辞，説明と諸注意など 

 第2回（1月26日（水））【テーマ：理科】 

在校生（学生会，寮生会）からのメッセージ 

 第3回（2月2日（水））【テーマ：アイデアの出し方】 

 第4回（2月9日（水））【テーマ：電気エネルギー】 

 第5回（2月16日（水））【テーマ：電子制御】 

クラブ・同好会の紹介 【学生により制作された動画や文書】 

 第6回（2月24日（木））【テーマ：建設】 

 第7回（3月6日（日））【テーマ：英語】 

 第8回（3月17日（木））【Zoomを利用して，各学科の在学生と交流】 

特別選抜の合格者は，合格通知に同封した資料に基づいて第1回から参加し，一般学力選抜による入

学予定者は第7回の授業から参加しました。参加できなかった授業については，Moodle上に掲載された

動画や資料を閲覧し，締め切りを過ぎていても課題が提出できるように設定しました。参加した入学

予定者からは好意的な反応が多くみられました。 

74



学校運営                 Annual Report 2021           ジュニアドクター育成塾 

 

舞鶴高専ジュニアドクター育成塾 
実施主担当者 上杉 智子 

 

1．ジュニアドクター育成塾について 

 ジュニアドクター育成塾は，科学技術振興機構（JST）が行う理系の次世代人材育成事業の一つで，理

系の優れた能力を秘めた児童・生徒を発掘し，その能力を育てることを目的としています。本校は，平

成31（令和元）年度より「多自然居住地域における理工系人材の発掘と世界に羽ばたく人材育成プログ

ラム」という企画名でこの事業に採択され，取り組みを行っています。3年目となる今年度も，京都・滋

賀・兵庫・福井の小中学生を対象として，科学技術との触れ合いや高度な研究課題への取り組みの機会

を提供するための活動を行いました。 

 

2．実施組織 

 昨年度に引き続き，学内の実施組織「ジュニアドクター育成塾推進会議」の構成員を中心として企画

を行い，全学的なサポートのもとで取り組みを実施しました。 

 

令和3年度 ジュニアドクター育成塾推進会議 構成員 

役割名 担当構成員 

実施責任者 校長 

実施主担当者 上杉智子 

実施担当者 宝利剛，谷川博哉，内海淳志，石川一平，加登文学  

事 務 局 事務部長，総務課 

 

3．育成プログラム 

育成プログラムは二段階に分かれています。毎年，受講生の応募を行い，応募者から約40名の受講生

を選抜して，受講1年目に第一段階の育成プログラムを実施します。第一段階の取り組みを修了した受

講生のうち，特に優秀な受講生を選抜して，受講2年目より第二段階プログラムを実施します。取り組み

3年目となる今年度は，第一期生・第二期生に対する第二段階の育成プログラムと，第三期生に対する第

一段階の育成プログラムを並行して行いました。 

 

≪第一段階育成プログラム≫ 

令和3年度の受講生募集では63名の応募があり，43名の受講生を第三期生として選抜しました。この

受講生を対象に，理学・工学の様々な分野について学習するための取り組みを行い，成果発表会を実施

しました。今年度は京都府の緊急事態宣言発令により，全11回のうち2回の講座をオンラインで行いま

した。 

（1）基礎講座（7月31日，9月4日・18日）  

対面での講座1回，オンライン講座2回 

入塾式を行った後，3回にわたって，木製ノギスや分光器の作製など，

簡単な工作を通した測定値の扱い・有効数字・物理量の測定についての

学習や，プログラミングについて学習する基礎講座を実施しました。 

 

（2）課題学習（10月2日・16日・23日，11月7日） 対面での講座 

受講生が2つのコース（Aコース：設計，ロボット／Bコース：AI・IoT，建築）に分かれて行う課題

解決型学習を，前半2回・後半2回の全4回行いました。 

 

 

 

 

 
 

 

基礎講座（木製ノギスの作製） 

課題学習（建築） 課題学習（設計） 課題学習（AI・IoT） 課題学習（ロボット） 
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（3）研究者倫理・総合的学習（11月20日） 対面での講座 

 金山光一舞鶴高専名誉教授による研究者倫理についての講義の後，「防災」

をテーマに放射線の基礎と原子力防災について学ぶ総合的学習を実施しまし

た。 

 

（4）総合的学習（11月27日） 対面での講座 

本校に在学中のモンゴルとマレーシアからの留学生によ

る母国の紹介と交流の後，「エネルギー」をテーマとして，

熱エネルギーと力学的エネルギーの変換について学ぶ総合

的学習を実施しました。 

 
（5）特別講義（12月5日） 対面での講座 

九州大学 山本薫准教授による招待講演「ロボットやドローンの制御と自動

操縦」の後，成果発表用ポスターの作成を行いました。招待講演には，過年度

の第一段階修了生18名（うち第二段階受講生9名）も参加しました。 

 

（6）成果発表会・修了式（12月18日） 対面での開催 

舞鶴市商工観光センターのコンベンションホールにおいて，第一段階での学習の成果発表会をオ

開催し，第一段階受講生32名がスライドによる発表を行いました。成果発表後は第一段階教育プログ

ラムの修了式を行い，発表を行った受講生達に修了証書を授与しました。 

 

 

  

 

 

 

≪第二段階育成プログラム≫ 

令和3年度の第二段階受講生は，前年度から継続して参加する6名と，令和

1・2年度の第一段階修了生の中から新たに選抜した15名の計21名に対し，8

つの研究テーマで月2回程度指導を行いました。（対面講座・オンライン講座

の両方を取り入れて実施。） 

成果発表の機会としては，11月に開催された，全国の実施機関から受講生

が参加するサイエンスカンファレンス2021（オンライン開催）に，研究発表

会・交流会に2名の受講生が参加しました。 

また，令和4年3月26日には第二段階受講生の成果発表の場として，舞鶴市商工観光センターのコンベ

ンションホールで令和3年度研究フォーラムを開催し，令和3年度の第二段階受講生20名が成果発表を行

いました。 

 

4．本取り組みによる学生の教育 

ジュニアドクター育成塾の取り組みでは，受講生のサポートを行う本校の学生達に対し，メンターの

役割を担うためのスキルを育成することも目的としています。そのために，令和3年度は次のような取

り組みを行いました。 
 

（1）学生メンターの研修（7月8日） 

  京都教育大学大学院 片山紀子教授を講師としてお迎えし，「コーチングを活用できるメンターにな

ろう」という題目で学生メンターの研修をオンラインで行いました。 

また，取り組み期間全体を通して，各講座の前後に，シニアメンター（本校教員）が学生メンター

を集めて受講生指導に関するミーティングを実施し，学生のコーチングスキルの育成を図りました。 
 

（2）教育アドバイザーの雇用 

昨年度までに引き続き，教育アドバイザーとして，元中学校教員の後野文雄先生，橋本茂先生をお

迎えし，本校教員と共に学生メンターの指導をして頂きました。 

招待講演 

留学生による母国紹介 

研究発表会の様子 

修了式 

総合的学習(エネルギー) 

総合的学習（防災） 

成果発表会 修了生 
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KOSEN型産学共同インフラメンテナンス人材育成システムの構築 
社会基盤メンテナンス教育センター長 玉田 和也 

 文部科学省が「Society5.0に対応した高度技術人材育成事業」として実施する「持続的な産学共同人

材育成システム構築事業」において，舞鶴工業高等専門学校が申請代表校となった『KOSEN型産学共同イ

ンフラメンテナンス人材育成システムの構築』が，中核拠点の取組みとして選定されました。

本事業は，舞鶴工業高等専門学校社会基盤メンテナンス教育センターが中心となり，建設技術者が働

きながら学びを続けるための環境整備や，職業能力の向上とキャリア・アップに繋がる教育プログラム

の構築等，社会人のための学び（リカレント教育システム）を設計するもので，産学と地域が連携して

インフラメンテナンスのリカレント教育推進のための産学連携コンソーシアムを形成し，『KOSEN型産学

共同インフラメンテナンス人材育成システムの構築』を行う事業です。

本事業は，令和元年度から5カ年で実施しており，産学＋地域による連携体制としてREIM産学連携コ

ンソーシアムを設立し，リカレント教育拠点整備，リカレント教育プログラムの開発・実施，実務家教

員育成研修プログラムの開発に取組んできました。本年度は，開発した各種プログラムの実証・検証，

連携高専でのプログラム試行，新規技術資格『橋梁診断技術者』の創設を行いました。今後，令和4年度

には実務家教員育成本実施とリカレント教育プログラムの全国展開に向けた連携高専での講座を開催

し，令和5年度にはリカレント教育プログラムの全国展開とKOSEN型産学共同インフラメンテナンス人材

育成システムの確立に向けた取組みを行います。
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学科・部門別教員一覧 （令和4年3月現在） 

人文科学部門 

氏    名 職名 校 務 分 担 担 当 科 目 専 門 分 野 研 究 テ ー マ 

田村 修一 
（博士〔文学〕） 

教授 ・人文科学部門長

①現代文A,B

②総合国語ⅡA,

ⅡB

③日本語A,B,E,F

④日本文化論

日本近代文学 

①芥川龍之介

②阿部知二

③日本近代文学史

藤田 憲司 
（修士〔文学〕） 

教授 

・国際交流センタ

ー長

・学生主事補

①総合英語ⅠA,

ⅠB,ⅢA,ⅢB,

ⅣB,ⅤA

②現代英語Ⅱ

③工業英語

英文学 
①18世紀イギリス詩

②批評理論

児玉 圭司 
（修士〔法学〕） 

教授 

・学級担任(2-2)

・学生相談室長

・寮務主事補

①法学

②経済学

③現代日本の政

治・経済と法

Ⅰ,Ⅱ

④技術者倫理

法制史 

(日本近代) 

①行刑(監獄制度)史

②刑事法・刑事政策

史

牧野 雅司 
（博士〔文学〕） 

准教授 
・修学支援室長

・学生主事補

①歴史総合A

②公共A,B

③地域学Ⅰ,Ⅱ

④防災リテラシー

日本近代史 

対外関係史 

①幕末維新期の日朝

関係

②地域史料の保存と

活用

山根 秀介 
（博士〔文学〕） 

准教授 
・教務主事補

・学級担任(1-1)

①総合英語IA,IB,

ⅢA,ⅢB

②現代英語I

③現代社会と宗教

Ⅰ,Ⅱ

近代哲学 

①ウィリアム・ジェ

イムズ

②現代フランス哲学

荻田 みどり 
（博士〔文学〕） 

講師 
・学級担任(1-3)

・寮務主事補

①古典A,B

②総合国語ⅡA,

ⅡB

③国語国文Ⅰ,Ⅱ

中古文学 

(平安時代の

文学) 

源氏物語の食事描写 

大内 真一郎 
（修士〔文学〕） 

講師 ・学級担任(2-4)

①総合英語ⅡA,

ⅡB,ⅢA,ⅢB,

ⅣB,ⅤA

②技術英語

③工業英語

④Oral English

アメリカ小説 

①リチャード・パワ

ーズ

②物語論

(ナラトロジー)

平尾 恵美 
（修士〔文学〕） 

講師 

①総合英語ⅡA,

ⅡB,ⅢA,ⅢB,

ⅣB,ⅤA,

英語学 

言語学 

①insubordination

②言いさし文

③感情表出表現
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氏    名 職名 校 務 分 担 担 当 科 目 専 門 分 野 研 究 テ ー マ 

Jimmy Aames 
（博士〔人間科学〕） 

助教  

①総合英語ⅣA,Ⅴ

B 

②英会話A, B 
③Oral English 

アメリカ哲学 

科学哲学 

①チャールズ・S・パ

ース 

②物理学の哲学 

岡下 朋世 
（学士〔人文科学〕） 

助教   
言語学 

（音声学） 

①言語のリズム 

②英語教育 
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自然科学部門 

氏    名 職 名 校 務 分 担 担 当 科 目 専 門 分 野 研 究 テ ー マ 

小野 伸一郎 
（学士〔教育学〕） 

教授 

・総務担当副校長 

・入試広報部会副

会長 

保健体育Ⅰ,Ⅳ,Ⅴ 
①運動生理学 

②運動方法学 

①運動制御に対する

呼吸･代謝と不安心

理 

②身体活動と健康 

奥村 昌司 
（博士〔理学〕） 

教授 

・自然科学部門長 

・評価委員長 

・1年学年主任 

①微分積分ⅡA,ⅡB 

②応用数学ⅡA,ⅡB 

①非線形方程

式 

②微分幾何学 

③数理物理 

自己双対方程式のパ

ンルベ解析 

上杉 智子 
（博士〔理学〕） 

教授 
・学生主事補 

・学級担任(2-3) 

１①物理ⅡA,ⅡB 

②物理Ⅲ 

③応用物理Ⅰ,Ⅱ 

④近代物理学 

⑤防災リテラシー 

①素粒子論 

②初期宇宙論 

①宇宙論的相転移の

解明 

②宇宙磁場,物質の起

源 

岡田 浩嗣 
（博士〔理学〕） 

准教授 

・学生主事補 

・進路指導委員会 

副委員長(進学) 

・学級担任(2-2)  

①基礎数学A,B 

②基礎数学演習A,B 

③微分積分ⅠA,ⅠB 

①微分方程式 

②力学系 

③特異摂動論 

①反応拡散系におけ

る内部遷移層と界

面のダイナミクス 

②特異摂動法の非局

所方程式への応用 

木村 健二 
（修士〔体育学〕） 

准教授 ・寮務主事補 保健体育Ⅱ,Ⅳ,Ⅴ 

①スポーツバ

イオメカニ

クス 

②トレーニン

グ科学 

素早く移動方向を変

更させるためのスト

ラテジーに関する研

究 

宝利 剛 
（博士〔理学〕） 

准教授 

・教務主事補 

・FD・ICT部会長 

・資料部会長 

①物理IA,IB 

②物理Ⅲ 

③応用物理Ⅰ,Ⅱ 

④近代物理学 

①相対論 
ブラックホール時空

の数理 

小島 広孝 
（博士〔工学〕） 

講師 ・学級担任(1-4) 
①化学ⅠA,ⅠB 

②化学ⅡA,ⅡB 

①分子科学 

②計算化学 

③有機合成 

有機材料の分子シミ

ュレーション 

喜友名 朝也 
（博士〔数理学〕） 

講師 ・学級担任(1-2) 

①基礎数学 A,B 

②基礎数学演習 A,B 

③微分積分ⅠA,ⅠB 

①整数論 
①保型形式環 

②保型微分方程式 

熊谷 大雅 
（博士〔理学〕） 

助教  

①基礎数学A,B 

②基礎数学演習A,B 

  ③応用数学ⅠA,ⅠB 

①非線形偏微

分方程式論 

粘性解理論を用いた

完全非線形偏微分方

程式の数学解析 

背戸柳 実 
（修士〔理学〕） 

嘱託 

教授 
 

①基礎数学A,B 

②基礎数学演習A,B 

③微分積分Ⅱ,Ⅲ 

④応用数学ⅠA,ⅠB 

①微分代数 

②p進解析 

①常微分方程式の

Liouville 解 

②冪級数解のp進収束

半径 
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機械工学科  

氏    名 職 名 校 務 分 担 担 当 科 目 専 門 分 野 研 究 テ ー マ 

西山 等 
(博士〔工学〕) 

教授 ・機械工学科長 

①工作実習Ⅰ 

②流れ学Ⅰ,Ⅱ 

③機械工学実験Ⅱ 

④知能機械工学 

⑤医工学 

⑥計算機援用工学 

⑦制御工学Ⅰ 

⑧卒業研究 

①流体工学 

②生体力学 

①エアリフトポンプ

に関する研究 

②生物模倣工学に関

する研究 

篠原 正浩 
(博士〔工学〕) 

教授 ・学級担任（4M） 

①機械設計法Ⅰ 

②工作実習Ⅱ 

③材料力学ⅡA,ⅡB 

④機械工学実験Ⅱ 

⑤材料力学Ⅲ 

⑥設計工学 

⑦卒業研究 

⑧材料力学特論Ⅰ 

⑨材料力学特論Ⅱ 

⑩特別実験 

⑪エンジニアリン

グ・デザイン演

習 

①材料力学 

②複合材料工

学 

①自己融着による炭

素繊維強化熱可塑

性樹脂複合材料の

接合について 

②局所加熱を利用し

た炭素繊維強化熱

可塑性樹脂複合材

料の曲げ加工 

谷川 博哉 
(博士〔工学〕) 

教授 

・教育研究支援セ

ンター長 

・学級担任(5M） 

①入門機械実習 

②材料力学ⅠA,ⅠB 

③機械工学実験Ⅰ 

④創造設計製作 

⑤設計製図Ⅳ 

⑥卒業研究 

⑦流体力学 

⑧特別研究基礎 

⑨特別研究 

流体力学 

①振動重力場におけ

る流体の挙動 

②集風体に関する研

究 

豊田 香 
(博士〔工学〕) 

教授 ・寮務主事 

①設計製図Ⅱ 

②熱力学Ⅰ，Ⅱ

(4M) 

③熱力学Ⅱ(4S) 

④熱工学 

⑤特別研究 

①エネルギー

工学 
膜沸騰熱伝達の研究 

山田 耕一郎 
(博士〔工学〕) 

教授  

①入門機械実習 

②機械工作法Ⅰ 

③工作実習Ⅱ 

④創造設計製作 

⑤機械力学I,Ⅱ 

⑥加工学Ⅲ 

⑦機械工学実験Ⅱ 

⑧設計製図Ⅲ 

⑨卒業研究 

⑩特別研究基礎 

①計算力学 

②材料力学 

①ねじの疲労試験 

②異種金属カシメ結

合の微小硬さ 
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氏    名 職 名 校 務 分 担 担 当 科 目 専 門 分 野 研 究 テ ー マ 

小林 洋平 
(博士〔工学〕) 

准教授  

①設計製図Ⅰ 

②計測概論 

③マリンエンジニ

アリング 

④機械工学実験Ⅰ 

⑤機械工学実験Ⅱ 

⑥卒業研究 

⑦エネルギー工学 

⑧エネルギー環境

学 

⑨プラント工学 

⑩特別実験 

⑪特別演習 

 

熱流体工学 

 

①液体ナトリウムの

濡れ性に関する研

究 

②廃炉ロボットの研

究 

室巻 孝郎 
(博士〔工学〕) 

准教授 

・専攻科機械制御

システム工学コ

ース長 

・教務主事補 

①機械工学実験Ⅱ 

②情報処理Ⅱ 

③設計製図Ⅲ 

④ものつくり演習 

⑤システム工学 

⑥電気工学I,Ⅱ 

⑦制御工学Ⅱ 

⑧卒業研究 

⑨システム設計学 

⑩特別研究基礎 

⑪特別演習 

⑫⑫動的設計論 

①数値最適化 

②システム工

学 

①FA機器の開発 

②福祉機器の開発 

村上 信太郎 
(博士〔工学〕) 

准教授 
・寮務主事補 

・学級担任（3M） 

①機械工学実験Ⅰ 

②設計製図ⅡA,ⅡB 

③情報処理Ⅰ 

④工学基礎演習 

⑤工業力学Ⅰ 

⑥工業力学Ⅱ 

⑦流体工学 

⑧卒業研究 

⑨特別実験 

⑩特別研究 

①熱流体工学 

②数値流体力

学 

マイクロスケール圧

縮性流れの流動・伝

熱 

山本 昌平 
(博士〔工学〕) 

助教  

①機械工学実験Ⅰ 

②設計製図Ⅱ 

③計測工学演習 

④機械設計法Ⅱ 

⑤ものつくり演習 

⑥卒業研究 

①熱流体工学 

②燃焼工学 

燃焼により生成され

る有害排気物質の低

減 

 

82



学校運営                 Annual Report 2021            学科・部門別教員一覧 

 

電気情報工学科 

氏    名 職 名 校 務 分 担 担 当 科 目 専 門 分 野 研 究 テ ー マ 

片山 英昭 
(博士〔工学〕) 

教授 ・学生主事 

①情報理論 

②工学基礎研究 

③過渡現象論 

④電気情報工学実

験ⅣA,ⅣB 

⑤卒業研究 

⑥情報工学 

⑦特別研究基礎 

⑧特別研究 

①情報システ

ム工学 

②視覚情報処

理 

・視覚障碍者用歩行

支援システムに関

する研究 

・希少画像を用いた

不良品検出に関す

る研究 

竹澤 智樹 

(博士〔理学〕) 
教授 

・教育改善委員会

委員長 

①交流回路Ⅱ  

②電気情報工学実

験ⅡA･ⅡB 

③アナログ回路 

④電気磁気学Ⅱ･Ⅲ 

⑤創造工学 

⑥工学基礎研究 

⑦電磁気計測 

⑧卒業研究 

物性物理学 

第一原理電子状態計

算による物性評価 

・物質設計 

・超伝導（Pd,Fe） 

・高圧物性（水素） 

内海 淳志 
（博士〔工学〕） 

教授 
・電気情報工学科

長 

①電気基礎 

②電気回路 

③専門AL(1E) 

④電子工学Ⅰ,Ⅱ 

⑤創造工学 

⑥工学基礎研究 

⑦半導体工学 

⑧卒業研究 

⑨特別実験 

⑩電磁気応用工学 

⑪電子デバイス工

学 

⑫特別研究基礎 

⑬特別研究 

①光電子工学 

②半導体工学 

①近接場光応用技術

の開発 

②電子デバイス教材

の開発 

芦澤 恵太 
（博士〔理学〕） 

教授 

・進路指導委員会

委員長 

・寮務副主事 

 

①情報基礎 

②アナログ信号処

理 

③プログラミング

実習 

④電気情報工学実

験ⅡA,ⅡB 

⑤通信工学 

⑥工学基礎研究 

⑦卒業研究 

⑧特別演習 

⑨画像工学 

⑩特別研究基礎 

⑪特別研究 

①画像処理 

②数値調和解

析 

①画像圧縮アルゴリ

ズムの開発 

②ギブス現象軽減に

関する研究 
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舩木 英岳 
(博士〔工学〕) 

准教授 

・学級担任(3E） 

・学術情報副セン

ター長 

 

①メディアリテラ

シー 

②ネットワーク論

Ⅰ,Ⅱ 

③電気情報工学実

験ⅢA,ⅢB 

④創造工学 

⑤工学基礎研究 

⑥オペレーティン

グシステムⅠ,Ⅱ 

⑦卒業研究 

⑧ネットワークシ

ステム論 

⑨エンジニアリン

グデザイン演習 

⑩特別研究基礎 

⑪特別研究 

情報システム

工学 

①複数ARマーカを用

いたソフトウェア

の開発 

②視線入力を用いた

コミュニケーショ

ンツールの開発 

③3Dプリンタを用い

た福祉支援器具の

製作 

④IPSを用いたソフ

トウェアの開発 

丹下 裕 
(博士〔工学〕) 

准教授 ・学級担任(5E） 

①電気磁気学Ⅰ 

②回路実習 

③工学基礎研究 

④伝送工学 

⑤シミュレーショ

ン工学 

⑥電気情報工学実

験ⅣA,ⅣB 

⑦卒業研究 

⑧応用通信工学 

⑨特別研究基礎 

⑩特別研究 

医用生体工学 

①癌温熱治療装置の

開発 

②障がい者支援に関

する研究 

井上 泰仁 
(博士〔工学〕) 

准教授 

・専攻科電気電子

システム工学コ

ース長 

 

①電気情報基礎 

②情報数学 

③ディジタル回路 

④論理回路 

⑤電気情報工学実

験ⅢA,ⅢB 

⑥工学基礎研究 

⑦卒業研究 

⑧医療工学 

情報科学 

①膜タンパク質の機

能予測 

②プログラミング教

育 

七森 公碩 
(博士〔工学〕) 

講師 ・学級担任(4E） 

①電気情報工学実

験ⅠA,ⅠB 

②交流回路Ⅰ 

③電気機器 

④創造工学 

⑤工学基礎研究 

⑥卒業研究 

⑦特別研究基礎 

⑧特別研究 

パワーエレク

トロニクス 

①GaN,SiCを用いた

高性能電力変換器

の開発 

②半導体並列駆動 

技術に関する研究 
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森 健太郎 
(博士〔ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ学〕) 

助教  

①電気情報工学実

験ⅠA,ⅠB 

②C言語 

③プログラミング

実習 

④情報システム論 

⑤創造工学 

⑥工学基礎研究 

⑦卒業研究 

⑧特別演習 

医用画像・信

号工学 

①医用診断支援シス

テムの開発 

②AIシステムの開発 

中川 重康 
(博士〔工学〕) 

特任 

教授 
 

①回路実習 

②電気情報工学実

験ⅡA,ⅡB 

③ディジタル信号

処理3年 

④ディジタル信号

処理4年 

⑤創造工学 

⑥工学基礎研究 

⑦卒業研究 

⑧特別実験 

⑨パワーエレクト

ロニクス 

⑩特別研究基礎 

⑪特別研究 

①電力工学 

②太陽エネル

ギー利用 

①ﾃﾞｭｱﾙ型屋外MPPT評

価システムの開発 

②日射量モデルの評

価に関する研究 
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氏    名 職 名 校 務 分 担 担 当 科 目 専 門 分 野 研 究 テ ー マ 

野間 正泰 
（博士〔工学〕） 

教授 
・電子制御工学科

長 

力①力学Ⅰ,Ⅱ 

②材料力学Ⅰ,Ⅱ 

③水力学Ⅱ 

④計測工学Ⅰ 

⑤機械工学実験 

⑥卒業研究 

⑦流体工学特論 

①トライボロ

ジー 

②可視化情報

計測 

①テーラー渦とキャ

ビティ流れの相互

作用 

②移動物体まわりの

流れの可視化 

③簡易風洞装置の設

計製作と理科教育

への適用 

④トライボロジー実

験教材の開発 

仲川 力 
（博士〔工学〕） 

教授 

・学級担任（4S） 

・学術情報センター

副センター長 

・寮務主事補 

①情報処理Ⅲ 

②CAD演習ⅠB 

③電子制御実験 

④創造設計プロジ

ェクト 

⑤CAD演習ⅡC 

⑥卒業研究 

⑦特別演習 

機械工学 

①クローラ走行体の

走行性能に関する

研究 

②VRを用いたシミュ

レータの開発と実

験 

川田 昌克 
（博士〔工学〕） 

教授 ・教務主事 

①メカトロニクス

演習Ⅰ 

②制御工学Ⅰ,Ⅱ, 

Ⅲ 

③数値計算法 

④制御工学Ⅰ,Ⅱ

(5E) 

⑤制御工学実験 

⑥システム制御工

学 

制御工学 

①数値最適化による

制御系解析／設計

と実システムへの

応用 

②制御工学教育のコ

ンテンツ開発 

伊藤 稔 
（博士〔工学〕） 

教授 

 

・学術情報センター

長 

・教務主事補 

①メカトロニクス

演習Ⅱ 

②プログラミング

Ⅰ，Ⅱ 

③情報学 

④画像処理 

⑤CAD演習ⅡB 

⑥電子制御実験 

⑦卒業研究 

⑧知識情報工学 

⑨特別実験 

ソフトコンピ

ューティング 

 

①進化計算の工学的

応用 

②SLAMに関する研究 

 

清原 修二 
（博士〔工学〕） 

准教授 

・高専機構研究推

進・産学連携本

部員 

①電子制御実習 

②電子工学Ⅰ,Ⅱ 

③ディジタル電子

回路 

④卒業研究 

⑤先端材料工学 

①ナノテクノ

ロジー 

②超微細加工

学 

③電子・イオ

ンビーム工

学 

①液滴室温ナノイン

プリント法による

機能性DLCマイク

ロ・ナノデバイス

の開発 

②ナノテクノロジー

による半導体製造

装置エンジニアの

育成 
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西 佑介 
（博士〔工学〕） 

准教授 

・地域共同テクノ 

センター副セン 

ター長 

・学生主事補 

①電子制御実験 

②電気磁気学Ⅰ,Ⅱ 

③電子物理 

④卒業研究 

⑤電子回路特論 

⑥エンジニアリン

グデザイン演習 

⑦特別研究基礎 

①酸化物エレ

クトロニク

ス 

②電子回路 

③半導体工学 

①酸化物を用いた抵

抗変化素子の評価 

②アナログ抵抗変化

特性の理論解析 

③学生実験用回路設

計および作製 

石川 一平 
（博士〔工学〕) 

准教授 
・学級担任(5S) 

 

①電気基礎Ⅰ,Ⅱ 

②メカトロニクス

演習Ⅱ 

③防災リテラシー 

④電子回路Ⅰ,Ⅱ 

⑤電子制御実験 

⑥卒業研究 

⑦電子デバイス工

学Ⅱ 

①電子物理 

②応用物理 

③材料工学 

①微細発光デバイス

の作製 

②プラスチックを用

いた放射線計測に

関する研究 

高木 太郎 
（博士〔工学〕) 

准教授 

・寮務主事補 

・進路指導委員会

副委員長(就職) 

①CAD演習ⅡA 

②システム制御Ⅰ,

Ⅱ 

③制御工学実験 

④卒業研究 

⑤制御工学特論 

⑥特別実験 

⑦特別演習 

⑧特別研究基礎 

⑨特別研究 

制御工学 

①概強正実性に基づ

く適応制御系のモ

デルフリー構成法 

②パワーアシストス

ーツに関する研究 

若林 勇太 
（博士〔工学〕) 

講師 ・学級担任（3S） 

①振動工学Ⅰ,Ⅱ 

②ロボット工学

Ⅰ，Ⅱ 

３③機械工学実験 

④創造設計プロジ

ェクト 

５⑤卒業研究 

⑥ロボットシステ

ム制御 

７⑦特別研究基礎 

８⑧特別研究 

ロボット工学 

①人とロボットの協

働作業に関する研

究 

②機械メカニズムに

よる省アクチュエ

ータ・省センサ化 

藤司 純一 
（博士〔工学〕) 

助教  

①電子制御実験 

②組込みシステム

Ⅰ 

③卒業研究 

④信号処理特論 

制御工学 

①複数のロボットに

よる協調制御系の

構成法 

②非線形システムの

フィードバック線

形化 
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四蔵 茂雄 
（博士〔工学〕） 

教授 
・学級担任(5C) 

 

①環境衛生学Ⅰ,Ⅱ 

②環境工学Ⅰ 

③環境工学Ⅱ 

④建設システム工

学実験ⅡB 

⑤応用測量学Ⅰ,Ⅱ 

⑥卒業研究 

⑦地球環境政策学 

⑧特別演習 

①環境工学 

②環境政策学 

①途上国のエネルギ

ー環境問題 

②循環型社会形成の

政策論 

玉田 和也 
（博士〔工学〕） 

教授 

・地域共同テクノ

センター長    

・学級担任(3C) 

 

①工学基礎 

②構造力学Ⅲ 

③情報処理Ⅱ 

④鋼構造学Ⅰ,Ⅱ 

⑤応用構造力学 

⑥卒業研究 

⑦応用構造工学 

⑧メンテナンス工

学 

⑨特別研究 

⑩特別実験 

①メンテナン

ス工学 

②橋梁工学 

③構造工学 

①地方自治体が管理

する橋梁の維持管

理 

②橋梁の健全度評価 

③アセットマネジメ

ント 

④応急復旧橋の開発 

⑤構造力学教育 

尾上 亮介 
（博士〔芸術文化学〕） 

教授 

・建設システム工

学科長 

・学級担任(4C) 

 

①建設システム工

学概論Ⅰ 

②都市計画 

③建設製図Ⅰ 

④建設製図Ⅱ 

⑤建設製図制作 

⑥建築計画Ⅱ 

⑦建設設計製図Ⅰ 

⑧建築デザインⅠ 

⑨卒業研究 

⑩特別研究 

⑪まちづくり学 

⑫設計製図 

①建築設計 

②都市計画 

③まちづくり 

①空き屋の活用に関

する研究 

②民家改修における

意匠・形態に関す

る研究 

③歴史的景観を形成

する建築意匠に関

する研究 

加登 文学 
（博士〔工学〕） 

教授 ・専攻科長 

①防災リテラシー 

②建設システム工

学概論Ⅱ 

③建設製図制作 

④建設システム工

学実験ⅠA,ⅠB 

⑤地盤工学ⅠA,ⅠB 

⑥地盤工学Ⅱ 

⑦土木計画 

⑧防災工学 

⑨卒業研究 

⑩土木数値解析 

⑪地盤工学設計論 

①地盤工学 

②土質力学 

①地盤材料の力学特

性に関する研究 

②強震動予測に関す

る研究 

③斜面安全管理に関

する研究 
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徳永 泰伸 
（博士〔工学〕） 

教授  

①建設システム工

学概論Ⅰ 

②建設製図制作 

③建設システム工

学実験ⅠA,ⅠB 

④建築環境Ⅰ,Ⅱ 

⑤建築設備Ⅰ,Ⅱ 

⑥卒業研究 

⑦特別実験 

⑧建築環境工学特論 

①建築環境学 

①室内音環境に関す

る研究 

②視覚と聴感の相互

作用に関する研究 

③室内視環境に関す

る研究 

渡部 昌弘 
（博士〔工学〕） 

准教授 

・専攻科建設工学

コース長 

・教務主事補 

①建築一般構造 

②建設製図制作 

③建築構造Ⅰ,Ⅱ 

④数値解析Ⅱ 

⑤卒業研究 

⑥エンジニアリン

グデザイン演習 

⑦特別実験 

⑧建築耐震工学 

⑨特別研究基礎 

⑩特別研究 

①木質構造学 

②建築構法 

③建築構造 

①歴史的木質建築物

の構造特性・耐震

性能の解明および

保存・改修に関す

る研究 

②木質系構造を有す

る歴史的文化的資

産の復元研究 

③近現代の組積造建

築物の構工法・構

造特性の解明 

④近代の歴史的遺構

の実態調査および

保存・再生の提案 

毛利 聡 
（博士〔工学〕） 

准教授 ・寮務主事補 

①測量実習 

②建設材料学 

③建設システム工

学実験ⅠA,ⅠB 

④コンクリート構

造学Ⅰ,Ⅱ 

⑤工学演習 

⑥卒業研究 

⑦建設材料特論 

⑧特別研究 

①建築材料施

工 

②コンクリー

ト工学 

①建築部材の補修・

改修・維持管理技

術の高度化 

②歴史的建造物を含

む既存構造物の耐

久性評価 

③公共建築物の維持

管理 

④施工技術教育 

今村 友里子 
（博士〔工学〕） 

講師  

①建設製図Ⅱ 

②建築論Ⅰ 

③建築論Ⅱ 

④建築デザインⅡ 

⑤建設設計製図Ⅰ 

⑥建築計画Ⅰ 

⑦建設計画学 

⑧卒業研究 

①建築論 

②建築史 

①20世紀建築におけ

る制作論 

②近現代建築保存活

用 

岩木真穂 
（修士〔農学〕） 

助教  

①水理学ⅠA,ⅠB 

②水理学ⅡA,ⅡB 

③建設システム工

学実験ⅡA 

④河川工学 

⑤海岸工学 

⑥卒業研究 

①地球物理学 
①周波数解析を用い

た地球環境動態 
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教  職  員  数 

 

令和 4年 3月 1日現在    

校   長 1  

教   員 

区    分 教授 准教授 講師 助教 特任等 計 

人 文 科 学 部 門 3 2 3 2 0 10 

自 然 科 学 部 門 3 3 2 1 1 10 

機 械 工 学 科 5 3 0 1 0 9 

電 気 情 報 工 学 科 3 3 1 1 1 9 

電 子 制 御 工 学 科 4 4 1 0 0 9 

建設システム工学科 5 2 1 1 0 9 

計 23 17 8 6 2 56 

事 務 職 員 

事 務 部 長 1 

総 務 課 14 

学生課(看護師含む) 12 

再 雇 用 事 務 職 員 1 

計 28 

技 術 職 員 

教育研究支援センター 11 

施 設 系 2 

再 雇 用 技 術 職 員 2 

計 15 

非常勤教職員 

事 務 補 佐 員 等 34 

特 命 教 授 1 

特 命 准 教 授 1 

特  命  助  教 2 

非 常 勤 講 師 29 

学 校 医 等 5 

計 72 

合  計 171 

 

注１） 「特任等」…「特任教授」「嘱託教授」 

注２） 「事務補佐員等」…「事務補佐員」「技術補佐員」「技能補佐員」「課外活動指導員」「学生寮指

導員」「非常勤看護師」 

注３） 「学校医等」…「学校医」「学校歯科医」「産業医」「カウンセラー」 
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学校行事日程 

 

月 日 曜日 行    事    名 

4 

3 土 開寮 

4 日 入寮式 

5 月 入学式・後援会総会 

6 火 
始業式，オリエンテーション，身体

計測・心電図・胸部レントゲン 

7 水 授業開始 

8 木 学位申請説明会（専攻科1年生） 

12 月 
交通安全講習会 

（本科2･3･4年生・専攻科） 

14 水 交通安全講習会（5年生） 

16 金 新入生研修（～17日） 

26 月 開校記念日 

29 木 授業あり       昭和の日 

5 

13 木 臨時休校（～19日） 

20 木 遠隔授業（～21日） 

24 月 対面授業再開 

27 木 火曜授業 

28 金 特別授業 

6 

1 火 学位申請説明会（専攻科2年生） 

8 火 
本科前期中間試験(～11日，4年生の

み～14日) 

12 土 

公開講座 先どりプログラミング教

室「LEGOによるロボット制作とiPad

プログラミング」，「小さなコンピュ

ータを利用したプログラミング」 

14 月 
4年生：（午前）前期中間試験・（午後）

特別授業，4年生以外：特別授業 

19 土 編入学試験 

20 日 専攻科学力検査選抜試験（前期A・B） 

26 土 

あやべ理工系ことはじめ教室「クレ

ーンを作って遊ぼう！」，「プログ

ラム＋電気回路＝オリジナルイル

ミネーション」 

7 

3 土 
近畿地区高専体育大会(バスケット

ボール)（～4日) 

11 日 近畿地区高専体育大会（柔道） 

13 火 臨時休校分を含む授業（～19日） 

月 日 曜日 行    事    名 

7 

17 土 
公開講座「遊んで、学ぶ。不思議な

パズルとフィボナッチ数列」 

18 日 

オンライン女子会 

あやべ理工系ことはじめ教室「フェ

イスシールドを設計しよう！」，「住

吉の長屋の模型を造る」 

22 木 授業あり         海の日 

23 金 授業あり      スポーツの日 

24 土 
公開講座「ユカイな生き物ロボット
をつくろう（小学生の部）」 

27 火 特別授業 

28 水 
本科・専攻科前期期末試験（～8月4
日） 

30 金 学位申請説明会2（専攻科2年生） 

8 

1 日 

公開講座「小さなコンピュータを使

ったシステム開発体験」，「Scratch

を体験しよう」 

5 木 夏季休業（～9月20日），閉寮（～6日） 

7 土 オープンキャンパス（～9日） 

10 火 一斉休業 

18 水 
公開講座「夏休み親子工作教室～
太陽電池を使ったものづくり～」 

9 

20 月 
公開講座「ゲーム開発を体験しよ
う！」(オンライン開催） 

21 火 後期授業開始（遠隔）（～24日） 

23 木 
公開講座「リモコンロボットをつく
ろう（中学生の部）」(オンライン開
催） 

25 土 開寮（～26日） 

27 月 
対面授業再開 
特別授業，前期到達度確認期間（～
29日） 

29 水 前期授業アンケート(～10月8日) 

10 

2 土 
公開講座「POV-RayによるCG制作を

体験しよう」 

3 日 キラキラ女子会 

9 土 

プロコン全国大会（～10日） 

公開講座「身近なものを使ってIoT

を体験してみよう」，「住宅建築模型

制作 篠原一男 白の家」 

11 月 防災訓練 

12 火 
特別研究基礎中間発表（専攻科1年

生） 

16 土 
公開講座「3D-CADを使ってみよう！

パソコンで3Dモデル組立て」 
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月 日 曜日 行    事    名 

10 

17 日 

専攻科学力検査選抜試験（後期）・社

会人特別選抜 

公開講座「住宅建築模型制作 安藤

忠雄 住吉の長屋」 

19 火 
午前：英語デー 

午後：特別授業 

22 金 
後援会支部総会（丹後但馬・中丹・

南丹） 

23 土 
公開講座「住宅建築模型制作 前川

國男自邸」 

24 日 
あやべ理工系ことはじめ教室「作ろ

う！カラフルLEDランタン」 

25 月 後援会支部総会（兵庫・福井・滋賀） 

27 水 後援会支部総会（京都・舞鶴） 

29 金 
午前：特別授業 

午後：高専祭準備 

30 土 

高専祭 

公開講座「光であそぼう＠高専祭」，

「ユカイな生き物ロボットをつく

ろう（小学生の部）競技会」 

31 日 

午前：高専祭 

午後：高専祭後片付け 

ロボコン近畿地区大会 

公開講座「光であそぼう＠高専祭」，

「リモコンロボットをつくろう（中

学生の部）競技会」 

11 

3 水 

公開講座「小・中学生のためのナノ
テクノロジー体験教室」，「レオナル
ド・ダ・ヴィンチの橋をつくろう！
～模型で学ぶ橋の仕組みと形～」，
「テンセグリティ～宙に浮かぶ構
造体～を作ろう！」 

6 土 

公開講座「遊んで、学ぶ。太陽を観
察しよう」，「3Dプリンターによる立
体造形プログラミング入門」，「水を
きれいにする試み－快適な環境の
創造実験－」 

7 日 舞鶴高専杯プログラミングコンテスト 

13 土 

公開講座「クレーンを作って遊ぼ
う！」，「中学理科復習シリーズ第2
弾【実験】電気分解とイオン」，「住
宅建築模型制作 篠原一男 白の家」 

14 日 

公開講座「『お絵描きプログラミン
グ』にチャレンジ！」，「クレーンを
作って遊ぼう！」，「カレンダーと数
学」，「折り紙と数学」 

18 木 特別授業 

19 金 本科後期中間試験（～26日） 

月 日 曜日 行    事    名 

11 

20 土 
公開講座「遊んで、学ぶ。いろんな
計算機で平方根を計算しよう」 

27 土 公開講座「AIにチャレンジ！」 

28 日 
ロボコン全国大会 
公開講座「作って学ぼう！～ストロ
ー多面体～」 

12 

4 土 

合同学校説明会 

デザコン全国大会（～5日） 

公開講座「ピカピカ光る! クリスマ

スオブジェ作り」 

10 金 

午前：金曜午前授業 

午後：キャリアセミナー準備，CBT関

係 

11 土 キャリアセミナー（～12日） 

14 火 金曜授業 

21 火 特別研究発表会（専攻科2年生） 

25 土 
特別選抜入試〔地域創生型〕 

閉寮 

27 月 冬季休業（～1月7日） 

1 

8 土 特別選抜入試〔一般選抜型〕 

10 月 開寮 

14 金 臨時休業 

17 月 遠隔授業（～2月4日） 

25 火 特別研究基礎発表会（専攻科1年生） 

2 

2 水 特別授業（遠隔） 

7 月 
（本科1～5年生・専攻科1年生）後期

期末試験（～10日） 

11 金 閉寮（～12日） 

13 日 
学力検査選抜 

帰国生徒特別選抜 

14 月 臨時休業 

15 火 特別授業（遠隔） 

16 水 
試験返却等到達度確認期間（遠隔），

後期授業アンケート（～28日） 

27 日 学力検査選抜（追試験） 

3 

6 日 入学説明会 

7 月 再試験期間（～17日） 

12 土 進路に関する三者懇談会（～13日） 

18 金 卒業証書・修了証書授与式 

20 日 公開講座「数式展覧会」 
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教 育 活 動 

学生数 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９４ 

本科学生定員，現員 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９４ 

外国人留学生入学者数 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９４ 

専攻科学生定員，現員 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９４ 

学生寮現員 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９５ 

奨学生数，授業料免除該当者数及び入学料免除・猶予 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９６ 

入試状況 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９７ 

本科志願者数 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９７ 

本科合格者数 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９７ 

編入学志願者数及び合格者数 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９７ 

専攻科入学志願者数及び合格者数 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９７ 

就職状況（本科） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９８ 

求人及び決定状況 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９８ 

決定先の所在地域別状況 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９８ 

決定先の業種別状況 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９８ 

就職状況（専攻科） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９９ 

求人及び決定状況 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９９ 

決定先の所在地域別状況 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９９ 

決定先の業種別状況 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９９ 

進学状況（本科） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １００ 

進学状況（専攻科） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １０１ 

進路先一覧（本科） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １０２ 

進路先一覧（専攻科） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １０３ 

卒業研究題目  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １０４ 

機械工学科  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １０４ 

電気情報工学科  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １０４ 

電子制御工学科  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １０６ 

建設システム工学科  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １０６ 

専攻科特別研究題目（第２学年）  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １０８ 

インターンシップ受入先（本科） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １１０ 

インターンシップ受入先（専攻科） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １１０ 

課外活動成績  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １１１ 

課外活動に対する教員の活動状況  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １１２ 
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教育活動 Annual Report 2021  学生数 

学 生 数 

本科学生定員 

学 科 機 械 工 学 科 電気情報工学科 電子制御工学科 建設システム工学科 計 

入学定員 40 40 40 40 160 

学生総定員 200 200 200 200 800 

本科学生現員  令和 3年 5月 1日現在 

学年・学科 機 械 工 学 科 電気情報工学科 電子制御工学科 建設システム工学科 計 

第 1 学年  40( 3)  39( 5)  38( 1)  34( 7) 151( 16) 

第 2 学年  41( 2)  40( 8)  42( 2)  42(16) 165( 28) 

第 3 学年  36( 5)  39( 8)  47( 6)  44(13) 166( 32) 

第 4 学年  41( 1)  41( 5)  38( 3)  37(10) 157( 19) 

第 5 学年  35( 2)  46( 7)  31( 3)  40( 9) 152( 21) 

計 193(13) 205(33) 196(15) 197(55) 791(116) 

 （ ）内は女子学生数を示す。(内数) 

外国人留学生入学者数(第 3 学年編入学生数) 

学 科 機 械 工 学 科 電気情報工学科 電子制御工学科 建設システム工学科 計 

人 数 0 1 0 1 2 

専攻科学生定員    

専  攻 総合システム工学専攻 

コ ー ス 電気電子システム工学コース 機械制御システム工学コース 建設工学コース 

入学定員 16 

総 定 員 32 

専攻科学生現員     令和 3年 5月 1日現在 

専  攻 総合システム工学専攻 
計 

コ ー ス  電気電子システム工学コース 機械制御システム工学コース 建設工学コース 

第 1学年 11(0)  4(1) 4(1) 19(2) 

第 2 学年 10(1) 12(2) 5(2) 27(5) 

計 21(1) 16(3) 9(3) 46(7) 

（ ）内は女子学生数を示す。(内数) 
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学生寮現員                                    R3.5.1 現在 

 

 
学 年 男 子 女 子 合 計 

第1学年 124 13 137 

第2学年 115 22 137 

第3学年 103 25 128 

第4学年 81 15 96 

第5学年 51 14 65 

専攻科1年 0 0 0 

専攻科2年 3 0 3 

計 477 89 566 
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奨学生数（令和4年3月現在） 

奨 学 金 の 種 類 
奨  学  生  数 

1年 2年 3年 4年 5年 専1年 専2年 計 

日本学生支援機構奨学金 

第一種 3 4 4 8 9 0 3 31 

第二種 対象外 1 4 1 3 9 

給付型 対象外 18 21 1 3 43 

京都府高等学校等修学資金 0 1 4 2 0 対象外 7 

その他 府県奨学金 0 1 0 0 1 0 0 2 

市町村奨学金 0 1 1 3 2 0 0 7 

法人等の奨学金 1 1 3 5 4 1 0 15 

 

授業料免除者数 

区 分 
免  除  者  数 

4年 5年 専1年 専2年 計 

前 期 18 16 1 3 38 

後 期 15 15 1 3 34 

 

入 学 料 免 除 者 数 ……… 2名 

入学料徴収猶予者数 ……… 0名 

 

授業料免除における特別措置 対象者数 

（高等学校就学支援金受給者については、支給後の本人負担額を免除） 

  免除者数 前期…0名 

       後期…0名 

 

卓越した学生に対する授業料免除 

  免除者数 後期…4年生4名（半額免除） 
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入 試 状 況 

本科志願者数(都道府県別) 

     府県名 

 学科 
京都府 福井県 兵庫県 滋賀県 大阪府 その他 計 

機械工学科 16 0 9 6 9 2 42 

電気情報工学科 46 0 5 6 3 2 62 

電子制御工学科 24 1 9 3 4 1 42 

建設システム工学科 24 1 11 9 5 3 53 

計 110 2 34 24 21 8 199 

  令和 4年 3月 28 日現在 

 

本科合格者数(都道府県別) 

     府県名 

 学科 
京都府 福井県 兵庫県 滋賀県 大阪府 その他 計 

機械工学科 17 0 10 5 7 2 41 

電気情報工学科 31 0 3 5 1 1 41 

電子制御工学科 22 1 9 2 5 2 41 

建設ｼｽﾃﾑ工学科 19 0 8 9 4 2 42 

計 89 1 30 21 17 7 165 

  令和 4年 3月 28 日現在，第 2・第 3志望で合格している場合もあります。よって合格者数が志願者数を上回る場合もあります。 

 

編入学志願者数及び合格者数 

学科 志願者数 合格者数 

機械工学科 1 0 

電気情報工学科 1 0 

電子制御工学科 0 0 

建設システム工学科 1 0 

計 3 0 

  令和 4年 3月 28 日現在 

 

専攻科入学志願者数及び合格者数 

専攻     コース 志願者数 合格者数 

総合システム工学専攻 

電気電子システム工学コース 8 8 

機械制御システム工学コース 8 5 

   建設工学コース 10 6 

計 26 19 

  令和 4年 3月 28 日現在 
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就職状況（本科） 

 

求人及び決定状況                           令和 4年 3月 31 日現在 

 

 

決定先の所在地域別状況 

 

 

決定先の業種別状況 

 

 

 

区分

機械

電気情報

電子制御

建設システム

（都市環境）

建設システム
（建築）

合計

求人会社数は，学科間の重複を含む。

147

就職希望者
数

内定者数
大学・専
攻科進学
希望者数

合格者数

18 18 11 11

27

卒業者数

33

45

31

19

19

27 17

19 12

求人倍率

38.6

17 27.0

36.8

32.7

59.4

35.5

699

523

475

1

16 3 3

4 690

69219 12

88 88 54

求人数
（人）

695

728

3120

715

54

その他
求人会社数
（社）

8 8 11 11 0 463

0 47116

5 3031

0

区分

上段の数字は人数を示す。

16.7% 11.1% 11.1% 0.0% 22.2% 0.0%

大阪府 兵庫県 滋賀県 中京地域
3 2 2 0

21.1% 5.3% 5.3% 10.5%
5 1 1 0

33.3% 7.4% 7.4% 3.7%
4 1

9 2 2 1

1 2

0
0.0%
20

62.5% 0.0% 0.0% 0.0%
26 6 6 3

31.3% 6.3% 6.3% 0.0%
5 0 0

京都府
7

38.9%
6

22.2%
6

31.6%
1

6.3%

合計
4 0

21.1% 5.3%
8 0

22.2% 3.7%
4 1

18

27

50.0% 0.0%
3 00

6 1

京浜地域 その他

22.7% 29.5% 6.8% 6.8% 3.4% 28.4% 2.3%

機械

電気情報

電子制御

建設システム

（都市環境）

建設システム

（建築）

合計

37.5% 0.0%
25 2

19

16

8

88

区
分

建
設

食
品

繊
維

出
版
・
印
刷

化
学

鉄
鋼
・
金
属

機
械

電
気
機
器

輸
送
用
機
器

精
密
機
器

電
力
・
ガ
ス

そ
の
他
製
造

情
報
通
信

運
輸
・
通
信

卸
売
・
小
売

不
動
産
・
賃
貸

生
活
・
娯
楽

学
術
サ
ー

ビ
ス

そ
の
他
サ
ー

ビ
ス

官
公
庁

合
計

0 1 0 0 1 1 5 0 4 2 0 0 2 0 0 0 0 1 1 0
0.0% 5.6% 0.0% 0.0% 5.6% 5.6% 27.8% 0.0% 22.2% 11.1% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.6% 5.6% 0.0%

0 0 0 0 0 1 7 8 1 1 1 0 5 1 0 0 0 2 0 0
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.7% 25.9% 29.6% 3.7% 3.7% 3.7% 0.0% 18.5% 3.7% 0.0% 0.0% 0.0% 7.4% 0.0% 0.0%

0 1 0 0 0 1 5 1 1 4 0 1 1 0 0 0 0 2 1 1
0.0% 5.3% 0.0% 0.0% 0.0% 5.3% 26.3% 5.3% 5.3% 21.1% 0.0% 5.3% 5.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.5% 5.3% 5.3%

5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 4 1 5
31.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 6.3% 31.3%

5 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
62.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

10 2 0 0 1 3 18 9 6 7 3 1 8 1 0 1 0 9 3 6
11.4% 2.3% 0.0% 0.0% 1.1% 3.4% 20.5% 10.2% 6.8% 8.0% 3.4% 1.1% 9.1% 1.1% 0.0% 1.1% 0.0% 10.2% 3.4% 6.8%

上段の数字は人数を示す。

機械

電気情報

電子制御

建設システム
（都市環境）

建設システム
（建築）

合計 88

18

27

19

16

8
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就職状況（専攻科） 

 

求人及び決定状況                           令和 4年 3月 31 日現在 

 

 

決定先の所在地域別状況 

 

 

決定先の業種別状況 

 

 

 

 

区分

電気電子

機械制御

建設

合計

求人会社数は，コース間の重複を含む。

修了者数
就職希望者

数
内定者数

大学・専攻
科進学希望

者数
合格者数 その他

求人会社数
（社）

求人数
（人）

求人倍率

640 644 80.5

12 7 7 4 4 1 631

10 8 8 2 2 0

124.0

632 90.3

5 4 4 1 1 0 450 496

1772 93.327 19 19 7 7 1 1721

区分

上段の数字は人数を示す。

京都府 大阪府 兵庫県 滋賀県 中京地域 京浜地域 その他 合計

機械制御
1 2 0 2 1 0 1

8
3 0

37.5% 25.0% 0.0% 0.0%

0.0%

0.0% 37.5% 0.0%
3 2 0 0 0

1

7

2

4

電気電子

14.3%

建設
1 1 0 0 0 1 1

14.3% 28.6% 0.0% 28.6% 14.3% 0.0%

25.0% 25.0% 0.0% 0.0%
4

25.0%

19

25.0%

26.3% 26.3% 0.0% 10.5% 5.3% 21.1% 10.5%
合計

5 5 0 2

区
分

建
設

食
品

繊
維

出
版
・
印
刷

化
学

鉄
鋼
・
金
属

機
械

電
気
機
器

輸
送
用
機
器

精
密
機
器

電
力
・
ガ
ス

そ
の
他
製
造

情
報
通
信

運
輸
・
通
信

卸
売
・
小
売

不
動
産
・
賃
貸

生
活
・
娯
楽

学
術
サ
ー

ビ
ス

そ
の
他
サ
ー

ビ
ス

官
公
庁

合
計

0 0 0 0 0 0 0 2 0 1 0 0 3 0 0 0 0 1 0 1
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0% 37.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 0.0% 12.5%

0 0 0 0 0 0 2 4 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 28.6% 57.1% 0.0% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

2 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0%

2 0 0 0 0 0 3 6 0 2 0 0 3 0 0 0 0 1 0 2
10.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 15.8% 31.6% 0.0% 10.5% 0.0% 0.0% 15.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.3% 0.0% 10.5%

上段の数字は人数を示す。

8

7

4

19

電気電子

機械制御

建設

合計
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進学状況（本科） 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

令和4年3月31日現在

大　学　・　専　攻　科

機
械
工
学
科

電
気
情
報
工
学
科

電
子
制
御
工
学
科

建
設
シ
ス
テ
ム
工
学
科

計

舞鶴工業高等専門学校専攻科 3 4 3 6 16

近畿大学工業高等専門学校専攻科 1 1

奈良工業高等専門学校専攻科 1 1

東北大学 1 1

新潟大学 1 1

長岡技術科学大学 2 3 1 1 7

金沢大学 1 1

福井大学 1 1

岐阜大学 1 1 2

豊橋技術科学大学 1 5 2 8

三重大学 1 1

京都工芸繊維大学 1 1

大阪大学 1 1

岡山大学 1 1 2

広島大学 1 1

九州大学 1 1

佐賀大学 1 1

福知山公立大学 1 1

近畿大学 1 1

立命館大学 1 1 1 3

神戸芸術工科大学 1 1

サイバー大学 1 1

計 11 17 12 14 54
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進学状況（専攻科） 

 

令和4年3月31日現在

ＥＳ ＭＳ ＣＡ 計

1 1

1 1 2

1 1

1 1 2

1 1

2 4 1 7

ES:電気電子システム工学コース，MS:機械制御システム工学コース，CA:建設工学コース

計

大　　学　　院

奈良先端科学技術大学大学院

滋賀県立大学大学院

神戸大学大学院

北陸先端科学技術大学大学院

兵庫県立大学大学院
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進路先一覧（本科） 

 

令和4年3月31日現在

科 進　路　先 人数 科 進　路　先 人数 科 進　路　先 人数

ENEOS(株) 1 トヨタ自動車(株) 1 ヤマザキマザック(株) 1

オムロン(株) 1
(株)日産オートモーティブテクノロ
ジー

1 舞鶴高専専攻科 3

(株)カシフジ 1 日新電機(株) 2 東北大学 1

川崎重工業(株) 1 ネクストウェア(株) 1 長岡技術科学大学 1

キヤノンマシナリー(株) 1 パナソニック(株)アプライアンス社 1 豊橋技術科学大学 5

極東開発工業(株) 1 富士電機(株) 1 立命館大学 1

(株)クボタ 1 ホソカワミクロン(株) 1 サイバー大学 1

サントリープロダクツ(株) 1 三菱電機(株)通信機製作所 1 小　計 31

(株)ジェイエムエンジニアリング 1 村田機械(株) 1
エヌ・ティ・ティ・インフラネット
(株)

1

JMUディフェンスシステムズ(株) 1 (株)村田製作所　八日市事業所 1 大阪ガス(株) 1

シキボウ(株) 1 (株)メンバーズ 1 大津市 1

TOWA(株) 1 舞鶴高専専攻科 4 小野市 1

(株)ナカサク 1 新潟大学 1 (株)オリエンタルコンサルタンツ 1

任天堂(株) 1 長岡技術科学大学 3 関西電力(株) 1

日立建機(株) 1 豊橋技術科学大学 1 京丹波町 1

日立造船(株) 1 三重大学 1 近畿地方整備局 2

二九精密機械工業(株) 1 京都工芸繊維大学 1 (株)鴻池組 1

(株)メンバーズ 1 大阪大学 1 五洋建設(株) 1

舞鶴高専専攻科 3 岡山大学 1 JFEシビル(株) 1

奈良高専専攻科 1 広島大学 1 住友不動産(株) 1

近大高専専攻科 1 佐賀大学 1 大鉄工業(株) 1

長岡技術科学大学 2 福知山公立大学 1 大和ハウス工業(株) 1

岐阜大学 1 近畿大学 1 大和リース(株) 1

岡山大学 1 小　計 44 (株)竹中工務店 1

九州大学 1 イシダメディカル(株) 1 (株)竹中土木 1

立命館大学 1 (株)NTTファシリティーズ関西 1 帝人エコ・サイエンス(株) 1

小　計 29 オークマ(株) 1 東急建設(株) 1

アークレイ(株) 1 大阪中央ダイカスト(株) 1 東京水道(株) 1

アイテック阪急阪神(株) 1 京セラ(株)京都綾部工場 1 西日本高速道路ファシリティーズ(株) 1

(株)イシダ 1 (株)京都製作所 1 日本工営(株) 1

(株)NTTフィールドテクノ 1 (株)近計システム 1 メタウォーター(株) 1

大阪ガス(株) 1 ケンコーマヨネーズ(株) 1 舞鶴高専専攻科 6

大阪市高速電気軌道(株) 1 三精テクノロジーズ(株) 1 長岡技術科学大学 1

大阪中央ダイカスト(株) 1 (株)JALエンジニアリング 1 金沢大学 1

(株)きんでん 1 神鋼テクノ(株) 1 福井大学 1

キヤノンメディカルシステムズ(株) 1 (株)SCREEN SPE テック 1 岐阜大学 1

コベルコソフトサービス(株) 1 (株)タカラトミー 1 豊橋技術科学大学 2

(株)GSユアサ 1 日東精工(株) 1 立命館大学 1

(株)システムエグゼ 1 パナソニック(株)オートモーティブ社 1 神戸芸術工科大学 1

住友電気工業(株) 1
パナソニック フォト・ライティング久
美浜(株)

1 小　計 38

住友電設(株) 1 防衛省陸上自衛隊 1 合　計 142

ソニーグローバルマニュファクチャリ
ング＆オペレーションズ(株)

1 (株)村田製作所　八日市事業所 1

電
　
気
　
情
　
報
　
工
　
学
　
科

電
　
気
　
情
　
報
　
工
　
学
　
科

電
　
子
　
制
　
御
　
工
　
学
　
科

電
 
子
 
制
 
御

工
 
学
 
科

建
 
設
 
シ
 
ス
 
テ
 
ム
 
工
 
学
 
科

機
　
械
　
工
　
学
　
科
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進路先一覧（専攻科） 

 

令和4年3月31日現在

コース 進　路　先 人数 コース 進　路　先 人数

アイテック阪急阪神(株) 1 川田工業(株) 1
NTTコムウェア(株) 1 京都府 1
(株)オプテージ 1 太陽工業(株) 1
カワイ電線(株)福知山工場 1 (株)ＵＲリンケージ 1
(株)クレスコ 1 滋賀県立大学大学院 1
サムコ(株) 1
日新電機(株) 1
防衛省情報本部 1
奈良先端科学技術大学大学院 1 小　計 5
兵庫県立大学大学院 1

小　計 10
(株)小松製作所大阪工場 1
(株)GSユアサ 1
(株)タマディック 1
パナソニック(株)アプライアンス社 1
パナソニック(株)コネクティッドソリューションズ社 1
パナソニック(株)栗東工場 1
(株)安川電機 1
北陸先端科学技術大学大学院 1
奈良先端科学技術大学大学院 1
神戸大学大学院 1
兵庫県立大学大学院 1

小　計 11

合　計 26

電
気
電
子
シ
ス
テ
ム

工
学
コ
ー

ス

機
械
制
御
シ
ス
テ
ム
工
学

コ
ー

ス

建
設
工
学
コ
ー

ス
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卒業研究題目 

学科 題        目 指導教員 

機 

械 

工 

学 

科 

円筒ねじり折り構造物の圧縮特性 

西山  等 
カエデの種を模擬した風車の設計製作と性能評価 

二重振り子による歩行動作の基礎研究 

線状ジャミング転移の基礎研究 

自己融着による熱可塑性樹脂複合材料の接合について 

篠原 正浩 局所加熱を利用した熱可塑性樹脂複合材料の曲げ加工 

熱可塑性樹脂複合材料の再利用について 

鳥と虫の翼の数値シミュレーション 

谷川 博哉 

新型風レンズの設計開発 

低レイノルズ数域での翼の数値シミュレーション 

 

 

 

リング後流渦構造の数値解析 

魚の尾ひれの形状による推力の変化 

異種金属のカシメ接合方法と接合強さの関係に関する研究 

山田耕一郎 公開講座で使用するスターリングエンジンモデルの作成 

ねじり試験における鋼材直径と形状の影響 

液体金属の接触角の測定と濡れ性評価 

小林 洋平 
回転円筒による動的濡れ性評価試験装置の設計と製作 

開発 濡れ性評価の為の試験片昇降機の設計と製作 

液体金属と金属板を用いた濡れ性評価試験 

キャブレターの簡易セッティング装置の製作と方法の確立 
村上信太郎 

遠隔操作可能な実験用球体ロボットの開発 

５インチゲージを用いた産業用モノレールの半自動ポイント切り替え装置の設計 

室巻 孝郎 生産ラインにおける箱詰め自動化装置の設計・開発 

フレーム制作体験キットの設計制作 

煙点に及ぼす雰囲気酸素濃度の影響に関する実験的研究 

山本 昌平 

パームステアリンの液体およびガス燃料化へ向けた元素分析と質量分析 

イソオクタン・トルエン２成分燃料の灯心火炎におけるすす前駆体物質の蛍光 

分光光度計測 

噴射速度に脈動を付与した燃料噴霧液滴の LES 解析 

ディーゼル噴霧数値解析における分裂モデル定数による噴霧特性の変化 

電 

気 

情 

報 

工 

学 

科 

モーフィングを用いた異物検知システム 

片山 英昭 

視覚障碍者向け物体検出システムの小型化の検討 

異常検知を用いた不良品の識別システム 

GAS を用いた教員予定 Bot 制作 

スマートフォンによる歩行者用信号機の点灯検出の基礎研究 

物性評価計算機システムの構築と運用 竹澤 智樹 

 LED マトリクスパネルを活用したアジャスタブル照明の開発 
内海 淳志 

Python を用いた太陽電池パラメータ算出の自動化 
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学科 題        目 指導教員 

電 

気 

情 

報 

工 

学 

科 

ウェアラブルデバイスと連携した IoT 照明の開発 

内海 淳志 真空蒸着法およびスパッタリング法で形成したショットキー電極の評価 

簡易測定器を用いたトランジスタの特性評価 

3 次元点群データに対する LASzip の改善提案 

 ・テキスト入力に対応する画像検出システムの構成 

 ・周波数解析を用いた音源の特徴記述にむけて 

 ・次世代画像に対するブロック圧縮方式の有効性検証 

芦澤 恵太 
テキスト入力に対応する画像検出システムの構成 

周波数解析を用いた音源の特徴記述にむけて 

次世代画像に対するブロック圧縮方式の有効性検証 

視覚障害者のための 3D造形物「引揚桟橋」の製作 

舩木 英岳 

ARtoolkit を用いた漢字学習ソフトの改良 

AR マーカを用いたデジタル遊具の開発 

3D プリンタを用いた舞鶴引揚記念館周辺のオブジェクト製作 

舞鶴引揚記念館にかかわる 3Dオブジェクト「興安丸」の製作 

農業向け配信システムの VRS-RTK 測位精度評価 

丹下  裕 

視覚障碍者のための小型・軽量な障害物検知装置の開発 

盲ろう者のための指点字翻訳アプリの開発 

がんの温熱治療における空洞共振器の吸収境界条件の適用 

異なる形状の空洞共振器を用いた電磁界解析 

 

異なる形状の空洞共振器を用いた電磁界解析 

機械学習を用いたリアルタイムボイスチェンジャー 

井上 泰仁 

Moodle アクセス履歴取得プラグインの開発 

ペルチェ素子による温度差発電 

A*アルゴリズムを応用した AIの開発 

Sigfox を用いたオフィスアワーの状況確認システムの構築 

同期モードにおける PWM 波形生成プログラムの軽量化 

七森 公碩 

教育用ワイヤレス給電回路の製作 

バッテリー回生システムの作製 

GaN のゲート電圧変動に関する研究 

DC モータの PWM 制御時における速度センサレス制御 

心筋の特徴量を用いた仮想 tagging-MRI の生成 

森 健太郎 

StyleGAN を用いた仮想的な医療データの生成 

非拘束脈波センサーによるストレス指標計測システムの無線化 

Residual Network による妊娠予測 

ニューラルネットワークを用いた非侵襲体内温度予測 

SAS を用いた太陽電池の屋外発電特性再現システムの構築 

中川 重康 

PVMS モジュール温度推定式の評価 

スイッチング周波数および Duty 比偏位によるチョッパ回路制御手法の提案 

多変量計測データを用いた LSTM による超短期日射量予測の提案 

LTspice を用いたパラメータ推定手法の PVMS による評価 
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学科 題        目 指導教員 

電 

子 

制 

御 

工 

学 

科 

教育用トライボロジー教材に関する研究  - 傾斜法による摩擦試験 - 

野間 正泰 
教育用トライボロジー教材に関する研究  - 1 軸ステージによる摩擦試験 - 

簡易風洞装置を用いた物体まわりの流れの可視化に関する研究 

移動物体まわりの流れの可視化に関する研究 

低コストな教育用コンピュータシステムの開発 

仲川  力 
路面振動せん断試験機の製作と実験 

RISC-V マイコンを用いた制御機器の製作と実験 

機械学習を用いた害虫駆除装置の開発 

カメラを用いた 3Dプリンターの正誤判定 

伊藤  稔 
機械学習による誹謗中傷の効果的な検知 

教師なし学習を用いた画像生成と表情変換に関する研究 

Zumo32U4 を活用した教育コンテンツの開発 

電子サイクロトロン共鳴型イオンシャワーによる DLC 膜の加工特性 

清原 修二 超音波振動液滴室温マイクロコンタクトプリントによるDLCマイクロギヤの作製 

ナノテクノロジーによる半導体製造装置エンジニアの育成 

抵抗変化特性の改善に向けたシミュレーションによる理論的検討 

西  佑介 
導電性 DLC を下部電極に用いた抵抗変化素子のフォーミング特性評価 

窒化チタンを用いた抵抗変化素子におけるアナログ抵抗変化の発現 

学生教育用ラジオ送信機材の設計 

重合禁止剤等が PADC プラスチックの溶けやすさに与える影響の評価 

石川 一平 
放射線教育プラスチック実験における危険性の低いエッチング液の検証 

紫外線照射 PADC プラスチックによるエッチング速度改善の試み 

固体飛跡検出器のエッチング液改良による実験時間短縮の検証 

モータ型パワーアシストスーツの設計製作 

高木 太郎 
モノホイール型制御教材の開発 

多入出力系に対する単純適応制御のための並列補償器設計 

アシストスーツのモータ制御 

機械式位置決め機構を有する移動ロボットに関する研究 

若林 勇太 
キッティングにおけるヒューマンエラー検知の検証 

移動ロボットのガイドレール連結に関する研究 

飛行型ソーシャルロボットに関する研究 

建
設
シ
ス
テ
ム
工
学
科 

水辺空間の利用と効用評 

四蔵 茂雄 

化学物質リスク最小化社会の実現に向けて～滋賀県を事例とした現状分析～ 

多摩川の水質解析 

建設廃棄物の発生量に関する要因分析 

IPCC 第 6次評価報告書の研究 －極端気象の評価－ 

仮想評価法による国民の電源選好評価 

小規模吊橋の振動特性と維持管理に関する基礎的研究 
玉田 和也 

RC 床版橋の復元設計と崩壊形態の推定 
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学科 題        目 指導教員 

建 

設 

シ 

ス 

テ 

ム 

工 

学 

科 

構力自習プリントの解説動画の開発 

玉田 和也 画像データから橋梁を検出する AIの開発 

地元愛を醸成させる社会基盤に関する教材の開発 

舞鶴市居住促進住宅事業における空き家の活用提案及び改修計画 No.5 

尾上 亮介 旧銀行を活用するまちづくりカフェの改修提案 

舞鶴市子育て交流施設「あそびあむの自由な遊び方を誘発する遊具の提案 

繰返し一面せん断試験による上下動の発生に対する考察 

加登 文学 

舞鶴市の避難施設としての商業施設のポテンシャル評価 

谷埋め型盛土造成地における簡易的な三次元安定解析手法の提案 

丹後大震災の経験を現在の防災教育へ 

RTK-UAV 測量による高精度地形モデルの作製と豪雨時の浸水シミュレーション 

舞台を眺める角度が聴感印象に与える影響 

徳永 泰伸 

客席から舞台までの距離が聴感印象に与える影響 

楽曲の違いが音響状態の差異判別に与える影響 

床板材の好ましさに対する光環境の影響 

100HueTest による色彩の判別に光環境の違いが与える影響 

中山堂本堂の構造性能に関する研究 ―架構の詳細モデルの構築― 

渡部 昌弘 固有値解析を用いた金剛院三重塔の構造性能評価 ―組物の接合モデルの検討― 

FEM による組積造建築物の構造解析 ―舞鶴赤れんが倉庫を対象として― 

コンクリートと建材との接着一体性促進劣化手法の評価と確立 

毛利  聡 

RC 鉄筋模型を活用したコンクリート施工教材の開発 

コンクリートと建材との接着一体性評価手法の整理と確立 

海軍第三火薬廠覆土式火薬庫の調査 

鉄筋コンクリート新旧部材取合部における耐久性評価 

 

 

 

  

   

 

107



教育活動                   Annual Report 2021            専攻科特別研究題目 

 

 

 

専攻科特別研究題目(第 2学年) 

専攻：総合システム工学専攻 

コース 題        目 指導教員 

電
気
電
子
シ
ス
テ
ム
工
学
コ
ー
ス 

液体金属を用いたショットキーバリヤダイオード教材の開発 
内海 淳志 

石川 一平 

屋外高精度測定データを用いたシミュレーションによる MPPT 評価手法の提案 
中川 重康 

内海 淳志 

3D プリンタにおけるセンシングシステムの開発 
室巻 孝郎 

川田 昌克 

デジタル遊具に用いる IPS の簡易化に関する研究 
舩木 英岳 

芦澤 恵太 

GaN デバイスの並列接続時における特性差の検証 
中川 重康 

七森 公碩 

希少画像を用いた教師データの水増し手法の検討 
片山 英昭 

芦澤 恵太 

適応走査とハール変換に基づく可逆画像圧縮方式の提案 
芦澤 恵太 

片山 英昭 

視線検出器を用いた視線入力練習用アプリケーションの開発 
舩木 英岳 

芦澤 恵太 

機械学習を用いたがん温熱治療のための非侵襲温度推定に関する基礎研究 
丹下  裕 

森 健太郎 

GAN を用いた機械学習用の異常データの生成 
片山 英昭 

森 健太郎 

機
械
制
御
シ
ス
テ
ム
工
学
コ
ー
ス 

双円錐まわりの膜沸騰熱伝達の実験的研究 
谷川 博哉 

豊田 香 

面積と体積の比率が等しい長楕円体および球まわりのサブクール膜沸騰 
谷川 博哉 

豊田 香 

拡張現実と移動ロボットによる電磁気教育 
高木 太郎 

若林 勇太 

教育目的で使用する全方向移動型ロボットの機構と制御 
室巻 孝郎 

若林 勇太 

異種金属のカシメ接合方法と接合面硬さの関係に関する研究 
清原 修二 

山田耕一郎 

パワーアシストスーツにおける持ち上げ動作の力学解析と動作検知手法の提案 
高木 太郎 

室巻 孝郎 

空間内の照明の点灯パターン制御 
室巻 孝郎 

川田 昌克 
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コース 題        目 指導教員 

機
械
制
御
シ
ス
テ
ム
工
学
コ
ー
ス 

移動体へ着陸するドローンに関する研究 
室巻 孝郎 

高木 太郎 

脚型ロボットの蹴り出し動作に関する研究 
室巻 孝郎 

若林 勇太 

長楕円体まわりの膜沸騰に関する実験的研究 
谷川 博哉 

豊田  香 

マイクロチャンネル熱交換器流路系の気体流れの圧力損失予測に関する研究 
谷川 博哉 

村上信太郎 

ドローンの暗号化フォーメーション制御に関する研究 
高木 太郎 

室巻 孝郎 

建
設
工
学
コ
ー
ス 

建築雑誌を用いた改修家屋における階段形式・配置に関する研究 
尾上 亮介 

渡部 昌弘 

現代の町屋型住宅におけるファサードと窓に関する関係 
尾上 亮介 

渡部 昌弘 

近代組積造建築物の構造特性に着目した解析的研究 
渡部 昌弘 

毛利  聡 

合成繊維を用いた接合部補強に関する実験的研究 
渡部 昌弘 

毛利  聡 

旧日本海軍の鉄筋コンクリート構造物に適用された技術に関する研究 
毛利  聡 

渡部 昌弘 
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インターンシップ受入先(本科) 

 

学科 受  入  先 人数 学科 受  入  先 人 数 

機 

械 

工 

学 

科 

（株）イシダ 1 電 

気 

情 

報 

工 

学 

科 

（株）タダノ 1 

NEC ネッツエスアイ（株） 1 中部電力（株） 1 

ENEOS（株） 1 マイスターエンジニアリング（株） 1 

オークマ（株） 1 （株）メンバーズ 1 

クボタ機械設計（株） 2 （株）ミライト 1 

（株）クレオ 1 小  計 10 

コニカミノルタジャパン（株） 1 電 

子 

制 

御 

工 

学 

科 

アイリスオーヤマ（株） 1 

Daigas エナジ－（株） 1 DMG 森精機（株） 1 

日東精工（株） 1 豊橋技術科学大学 2 

ファナック（株） 1 長岡技術科学大学 2 

フードテクノエンジニアリング（株） 1 小  計 6 

富士フイルム（株） 1 
建 

設 

シ 

ス 

テ 

ム 

工 

学 

科 

大阪ガス（株） 1 

マルホ発條（株） 1 （株）大阪防水建設社 1 

三菱重工業（株） 1 金下建設（株） 1 

三菱電機ビルテクノサービス（株） 1 京丹後市役所 1 

小  計 16 ソイルアンドロックエンジニアリング（株） 1 

電 

気 

情 

報 

工 

学 

科 

旭化成（株） 1 太陽工業（株） 2 

（株）イシダ 1 三菱地所プロパティマネジメント（株） 1 

（株）エヌ・ティ・ティ エムイー 1 小  計 8 

キャノンマーケティングジャパン（株） 1    

JNC ファイバーズ（株） 1  合  計 40 

 

 

インターンシップ受入先(専攻科) 

ｺｰｽ 受  入  先 人数 

ES 

九州工業大学大学院 1 

北陸先端科学技術大学院大学 1 

小  計 2 

合  計 2 

ES：電気電子システム工学コース 
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課 外 活 動 成 績 
 

《体育系》 

第56回全国高等専門学校体育大会 

【個人戦】 

［陸上競技］ 

女子3000m 1位          田中もえ 

女子800m 2位          田中もえ 

［テニス］ 

男子ダブルス 3位   松村友人・竹内京平 

 

第58回近畿地区高等専門学校体育大会 

【団体戦】 

女子バレーボール           優勝 

男子卓球               2位 

男子バドミントン           3位 

女子バドミントン           3位 

男子テニス              優勝 

女子テニス              優勝 

【個人戦】 

［陸上競技］ 

女子800m 1位          田中もえ 

男子やり投げ 1位        藤澤栄介 

男子400m 3位          武川真絹 

［卓球］ 

男子シングルス 3位       小林優暉 

女子シングルス 3位       安田聡子 

[水泳] 

女子100m平泳ぎ 3位       大森彩音 

男子200m個人メドレー 2位    森脇優斗 

男子100mバタフライ 2位     森脇優斗 

男子50m自由形 3位       芦田准一朗 

男子400mメドレーリレー 3位 

藤田秋翔・森脇優斗・志賀亘造・上野直人 

 男子400mリレー 3位 

南薫俊・上野直人・井貝比翼・森脇優斗 

[テニス] 

 男子シングルス 3位       松村友人 

 男子ダブルス 準優勝  松村友人・竹内京平 

 女子シングルス 3位        森愛莉 

 女子シングルス 3位       中村千尋 

 女子ダブルス 優勝     森愛莉・松井心 

 女子ダブルス 準優勝  中嶋理温・山崎麻倫 

 

令和3年度全国高等学校総合体育大会バレーボー

ル競技の部 両丹予選会 

男子 ベスト6（アタッカー）  佐々木翔瑠 

 

令和3年度両丹高等学校バレーボール夏季大会 

【団体戦】 

男子                 3位 

令和3年度全日本バレーボール高等学校選手権大

会両丹予選会 

【団体戦】 

男子                 3位 

 

令和3年度全日本バレーボール高等学校選手権大

会両丹予選会 

男子 ベスト6(アウトサイドヒッター) 植村琉 

 

第70回全国高等学校柔道大会両丹予選 

男子60kg級 3位           山内誠斗 

 

第27回全国高等専門学校水泳競技大会 

【個人戦】 

 男子200m個人メドレー 3位    森脇優斗 

 

第49回舞鶴オープンテニストーナメント大会 

【個人戦】 

ジュニア男子シングルス 4位    城代朔丞 

 

舞鶴市優秀スポーツ賞 

テニス競技 優秀賞    松村友人・竹内京平 

 

《文化系》 

第33回全国高等専門学校プログラミングコンテ

スト                       課題部門 優秀賞 

課題部門 NICT賞 

 

令和3年度起業家甲子園         DBJ賞 

 

アイデア対決・全国高等専門学校ロボットコンテ 

スト2021近畿地区大会 

特別賞 （株式会社安川電機） 

Aチーム 松永日佳・廣畑佑月・山口雄大 

 

2021年第12回建築甲子園全国大会 

優勝               磯田倫花 

まちづくり委員長特別賞      磯田倫花 

 

高専デザコン2021in呉 

創造デザイン部門 企業賞  （代表）山村天 

構造デザイン部門 優秀賞  （代表）下山慶 

 

京都大学芦生研究林VR動画の制作 

 HANDMADE部 

 

第28回全国高等専門学校将棋大会 

【個人戦】 

準優勝              江田貴陽
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課外活動に対する教員の活動状況 
 

 

奥村 昌司 

近畿地区高等専門学校吹奏楽合同演奏会理事会，理事，2021年4月～2022年3月 

舞鶴市吹奏楽連盟，理事，2021年4月～2022年3月 

 

上杉 智子 

近畿地区高等専門学校吹奏楽合同演奏会理事会，理事，2021年4月～2022年3月 

 

西山 等 

近畿地区高等専門学校吹奏楽合同演奏会理事会，理事，2021年4月～2022年3月 

舞鶴市吹奏楽連盟，理事，2021年4月～2022年3月 

 

芦澤 恵太 

京都府高等学校野球連盟理事会，情報処理サポート，2021年4月～2022年3月 

 

舩木 英岳 

舞鶴市テニス協会, 理事, 2021年4月～2022年3月 

 

井上 泰仁 

全国高等専門学校プログラミングコンテスト実行委員会, 部門別専門委員, 2021年4月〜2022年3月 

 

西 佑介 

豊橋技術科学大学高専連携教育研究プロジェクト2021年度先進的技術シンポジウム, 優秀学術賞, 

嵯峨根慶人, 2022年3月8日 

 

尾上 亮介 

第12回建築甲子園 優勝，公益財団法人日本建築士会連合会，2022年1月13日 

第12回建築甲子園 まちづくり委員長特別賞，公益財団法人日本建築士会連合会，2022年1月13日 

 

加登 文学 

舞鶴卓球協会，理事，2021年4月～2022年3月 

 

徳永 泰伸 

舞鶴市吹奏楽連盟，副理事長，2021年4月～2022年3月  

近畿地区高専吹奏楽部合同演奏会理事会，理事，2021年4月～2022年3月 
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研 究 活 動 

研究業績 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １１４ 

 校長 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １１４ 

人文科学部門 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １１５ 

自然科学部門 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １１７ 

機械工学科 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １１９ 

電気情報工学科 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １２１ 

電子制御工学科 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １２４ 

 建設システム工学科 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １２７ 

 学位取得状況 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １２９ 

 研究成果発表状況 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １２９ 

外部研究費受入 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １３０ 

科学研究費助成事業 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １３０ 

受託事業，受託研究，共同研究 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １３１ 

寄附金 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １３２ 

その他助成金，補助金 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １３３ 

学協会委員及び学会・研究会等の開催協力 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １３４ 

教職員の活動状況 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １３６ 

(注) 研究成果発表の分類については，以下のとおりとする。 

１．著書 

２．解説 

３．査読付論文 

４．国際会議 

５．学会発表 

６．特許 

７．その他 
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校 長 

内海 康雄 

著書 

（公社）空気調和・衛生工学会，標準化委員会，SHASE-S 116-2020 トレーサガスを用いた単室の換気量

測定法，2021 年 4 月 

国際会議 

Collaboration of Educational Institutions and Industry in Kita-Kinki Region, Yasuo Utsumi, 

Takuya Ueno, Kazuya Tamada, Yoshinori Kato, Masanori Takahashi and Kozo Toshihiro, ISATE2021, 

2021.8.19 

学会発表 

IT プラットフォームを構築する AMATERAS プロジェクト，内海康雄，仲川 力，鈴木 直康，井上 卓，福

野泰介，日本工学教育協会第 69回年次大会・工学教育研究講演会 1C04，2021 年 9月 8 日 

その他 

口頭発表(WEB)，舞鶴市田井漁港における IT 漁業を通じた地域振興の取組みについて，マリン IT ワー

クショップ 2022 山口，内海康雄，主催公⽴はこだて未来⼤学マリン IT・ラボ，2022 年 3月 5 日

北近畿におけるステークホルダーの戦略と協働について，内海康雄，玉田和也，加登文学，高橋正憲，

歳弘浩三，阿部博則，舞鶴工業高等専門学校紀要，第 57号，2022 年 3 月
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人文科学部門 

田村 修一 

 

その他 

短編集『たをやめ』を読む，田村修一，阿部知二研究，No.28，pp4-19，2021 年 4月 

 

 

藤田 憲司 

 

その他 

アレグザンダー・ポウプ『牧歌』におけるパストラルテクノロジーの発明，藤田憲司，日本ジョンソン

協会年報，No.45，pp.15-20，2021 年 7月 

 

 

児玉 圭司 

 

解説 

監獄制度史（行刑史）研究からみた本史料の意義，児玉圭司，『第二次大本事件獄中書簡資料集』，pp. 27-

29，2022 年 3月 

 

査読付論文 

近代日本の刑事施設における構外作業の理論と実態，児玉圭司，矯正研究，4号，pp.101-123，2021 年

6 月 

 

学会発表 

幕末・明治初期における丹後地域の刑事司法－現・舞鶴市域を中心に，児玉圭司，舞鶴地方史研究会，

2022 年 3月 20 日 

 

その他 

書評 赤司友徳『監獄の近代―行政機構の確立と明治社会』，児玉圭司，法制史研究，70号，pp.299-304，

2021 年 3月（昨年度未記載） 

 

ゼーバッハの生涯とその功績―没後 130 年を迎えて―，児玉圭司，刑政，132 巻 9 号，pp.44-52，2021

年 9月 

 

 

牧野 雅司 

 

その他 

舞鶴の歴史文化遺産の未来，牧野雅司，舞鶴地方史研究，52，pp.22-29，2021 年 4 月 

 

病と戦う近代の舞鶴，牧野雅司，舞鶴地方史研究会 12 月例会，2021 年 12 月 11 日 

 

第三海軍火薬廠跡の遺構・遺物調査，牧野雅司，毛利聡，舞鶴工業高等専門学校紀要，57，pp.25-33，

2022 年 3月 
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山根 秀介 

 

査読付論文 

ウィリアム・ジェイムズの宗教論における共同性の問題 ，山根秀介，龍谷大学社会学部紀要，第 59号，

pp.51-63，2021 年 11 月 

 

学会発表 

シャルル・ルヌヴィエの多元的存在論と宗教の問題 ，山根秀介，宗教哲学会第十四回学術大会，2022 年

3 月 26 日 

 

 

荻田 みどり 

 

査読付論文 

工業高等専門学校における古典の授業実践――くずし字翻刻学習・支援システム体験を通して古典と科

学の融合を考える，荻田みどり，アート・リサーチ，22(1)，pp.1-7，2022 年 3月 

 

 

平尾 恵美 

 

学会発表 

従属節発話における文脈と慣習性―「単純な」／「慣習化された」主節省略の分析から―，平尾恵美，

日本語用論学会第 24 回大会，2021 年 12 月 18 日 

 

その他 

従属節発話における文脈と慣習性―「単純な」／「慣習化された」主節省略の分析から―，平尾恵美，

日本語用論学会第 24 回（2021 年度）大会プログラム・発表要旨集，p.13，2021 年 11 月 
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自然科学部門 

小野 伸一郎 

 

その他 

地域貢献活動をベースとした小・中学校におけるプログラミング教育支援，井上泰仁，三浦幸代，川田

昌克，小野伸一郎，令和 3 年度高専フォーラム 2021，2021 年 12 月 

 

 

奥村 昌司 

 

著書 

基礎数学[第 2版] (LIBRARY 工学基礎&高専 TEXT T1)，河東泰之 佐々木良勝 鈴木香織 竹縄知之 他 10 

名，pp.111-129， 2022 年 3月 

 

基礎数学問題集[第 2版] (LIBRARY 工学基礎&高専 TEXT E1)，河東泰之 佐々木良勝 鈴木香織 竹縄知之 

他 10 名，pp.111-129， 2022 年 3月 

 

 

上杉 智子 

 

学会発表 

物理チャレンジ 2021 報告Ⅱ：第 2チャレンジ（理論問題），三間圀興, 飯尾俊二, 伊東敏雄, 上杉智子, 

植田毅, 大原仁, 岡部豊, 川村清, 栗原進, 桂井誠, 杉山忠男, 唐辻浩夫, 中西秀, 波多野彰, 松澤通

生, 大和地伸雄, 吉岡大二郎，日本物理学会 2021 年秋季大会，2021 年 9月 23 日 

 

第 51 回国際物理オリンピック 2021(リトアニア,オンライン)報告，東辻浩夫, 中屋敷勉, 栗原進, 上杉

智子, 大原仁, 岡部豊, 興治文子, 金子朋史, 杉山忠男, 田中忠芳, 波田野彰, 吉岡大二郎, 松本益

明, 鈴木功, 安藤靜敏, 毛塚博史, 近藤泰洋, 呉屋博, 佐藤誠, 真梶克彦, 並木雅俊, 長谷川修司, 光

岡薫, 小宮山智浩, 渡邉明大，日本物理学会 2021 年秋季大会，2021 年 9月 23 日 

 

 

宝利 剛 

 

査読付論文 

Symmetry operators for the conformal wave equation in rotating black hole spacetimes， Finnian 

Gray， Tsuyoshi Houri， David Kubiznak， Yukinori Yasui， Physical Review D， 104， 084042， 

Octobar 2021 

 

学会発表 

高次元回転ブラックホールの新たな重力摂動解析，宝利剛，棚橋典大，安井幸則，日本物理学会第 77回

年次大会，2022 年 3月 
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小島 広孝 

 

学会発表 

有機半導体が示す奇異の熱電特性の解明を目指して：振電相互作用に関する計算化学的考察，小島広孝，

電気学会電子材料研究会「フレキシブル素子応用に向けた新規薄膜電子材料の合成と評価」，EFM-21-017，

2021 年 11 月（招待講演） 

 

 

熊谷 大雅 

 

査読付論文 

Averaging of Hamilton-Jacobi equations along divergence-free vector fields， Hitoshi Ishii 

and Taiga Kumagai， Discrete and Continuous Dynamical Systems-Series A， 41 巻 4 号， pp.1519-

1542， 2021 年 4月 

 

その他 

Nonlinear Neumann problems for fully nonlinear PDEs on a quadrant， Hitoshi Ishii and Taiga 

Kumagai， preprint， Arxiv:2108.13107， 2021 年 8月 

 

118



研究活動                      Annual Report 2021               研究業績（機械） 

 

 

機械工学科 

谷川 博哉 

 

国際会議 

Velocity and Temperature Distributions of Convection in a Cube Observed by Thermochromic-

Liquid-Crystal Microcapsule, Kanta YAMADA, Soichiro MATSUMOTO, Hirochika TANIGAWA, Takashi 

NOGUCHI and Katsuya HIRATA, the Second Asian Conference on Thermal Sciences, 20724, 2021.10 

 

Experiment on Fluid Force and Wake Characteristics of Basic Airfoils at Very-Low Reynolds 

Numbers, Keiichiro Hamaguchi, Ryoichi Takata, Takanori Uchida, Kenichiro Sugitani, Hirochika 

Tanigawa, Takashi Noguchi, and Katsuya Hirata, Eighteenth International Conference on Flow 

Dynamics, OS13-18, 2021.10 

 

学会発表 

感温液晶カプセルを用いた立方体容器内熱対流の流れ場と温度場の観察，山田貫太，松本宗一郎，谷川

博哉，野口尚史，平田 勝哉，日本機械学科 2021 年度年次大会，J021-07，2021 年 9月 

 

極低レイノルズ数における基本的翼型の空力特性と後流特性，浜口慶一郎，髙田稜一，内田孝紀，杉谷

賢一郎，谷川博哉，野口尚史，平田勝哉，日本機械学科 2021 年度年次大会，S051-01，2021 年 9 月 

 

その他 

立方体容器内の対流多様性，平田勝哉，野口尚史，谷川博哉，日本機械学会誌 2021，Vol.124，No.1234，

pp.16-17，2021 年 9月 

 

 

豊田 香 

 

査読付論文 

Effect of Compressibility on Velocity Profile and Friction Factor of Gaseous Laminar Flows in 

a Microtube，Shintaro Murakami，Kaoru Toyoda，Yutaka Asako，Journal of Fluids Engineering，

Transactions of the ASME，Vol.143，pp.111301-1～111301-8，DOI:10.1115/1.4051422，2021.11 

 

 

小林 洋平 

 

国際会議 

Fundamental study on wettability of pure metal using a lowmelting temperature alloy: A 

theoretical approach, Jun-ichi Saito, Yohei Kobayashi and Hideo Shibutani, Proc. of 2022 TMS 

Annual Meeting & Exhibition, 2022.3 

 

Fundamental study on wettability of pure metal using the low-melting temperature alloy-

Experimental approach -, Yohei KOBAYASHI, Jun-ichi SAITO, Hideo SHIBUTANI, Proc. of 2022 TMS 

Annual Meeting & Exhibition, 2022.3 
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村上 信太郎 

 

査読付論文 

Effect of Compressibility on Velocity Profile and Friction Factor of Gaseous Laminar Flows in 

a Microtube，Shintaro Murakami，Kaoru Toyoda，Yutaka Asako，Journal of Fluids Engineering，

Transactions of the ASME，Vol.143，pp.111301-1～111301-8，DOI:10.1115/1.4051422，2021.11 

 

 

室巻 孝郎 

 

解説 

舞鶴高専における設計科目のオンライン教育，若林勇太，室巻孝郎，藤司純一，山本昌平，仲川力，山

田耕一郎，豊田香，設計工学，pp.7-13，2022 年 1 月 

 

査読付論文 

A Study on Kicking Motion Strategy for a Legged Robot，Masashi Nakamura，Takao Muromaki，

Takateru Urakubo，International Journal of Mechanical Engineering and Robotics Research，Vol. 

11，No. 3，pp. 145-150，2022 年 3 月 

 

学会発表 

三次元照明システムの点灯パターン制御実験，谷仁裕，室巻孝郎，南裕樹，第 22 回システムインテグレ

ーション部門講演会(SI2021)講演論文集，pp.3018-3021，2021 年 12 月 

 

脚型ロボットの蹴り出し動作に対する動力学解析と最適化，中村成志，室巻孝郎，浦久保孝光，2021 年

度計測自動制御学会関西支部・システム制御情報学会シンポジウム講演論文集，pp.65-66，2022 年 1 月 

 

5 インチゲージのレールを用いた産業用モノレールのポイント切り替え装置の設計，大西彗太，室巻孝

郎，須田敦，日本設計工学会関西支部 2021 年度研究発表講演会講演論文集，pp.13-14，2022 年 3月 

 

数値解析を用いた農業用パイプハウスの耐風構造設計，森川健太，須田敦，福岡寛，榎真一，室巻孝郎，

飯田賢一，日本機械学会関西支部第 97 期定時総会講演会，30609，2022 年 3 月 

 

 

山本 昌平 

 

査読付論文 

Pulsating Film-Cooling Flow Over Smooth Cutback Surface at Airfoil Trailing Edge Measured by 

2D3C-PTV，Yamamoto Shohei，Murata Akira，Oho Katsumi，Hayakawa Chihiro，Hayakawa Shumpei，and 

Iwamoto Kaoru，Journal of Heat Transfer，Vol. 143，No. 9，092101 (9 pages)，Paper No: HT-20-

1750, 2021 

 

その他 

舞鶴高専における設計科目のオンライン教育，若林勇太，室巻孝郎，藤司純一，山本昌平，仲川力，山

田耕一郎，豊田香，設計工学，Vol. 57，No. 1，pp.7-13，2022 年 1 月 
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電気情報工学科 

片山  英昭 

 

学会発表 

スマートフォンによる歩行者用信号機検出の基礎研究，中島滉太，片山英昭，丹下裕，森健太郎，第 29

回 視覚障害リハビリテーション研究発表大会 in 岡山，p23，2021 年 8 月 

 

視覚障碍者の横断歩道通過支援のための信号機検出，中島滉太，片山英昭，令和 3年度高専研究発表会，

2022 年 3月 

 

 

内海 淳志 

 

学会発表 

液体金属，金，アルミニウムを各ショットキー電極とするダイオードの電気的特性の比較，内田竣也，

熊谷昌城，内海淳志，第 82回応用物理学会秋季学術講演会予稿集 21a-P02-7，2021 年 9月 

 

室内環境を把握するための IoT システムの開発，松井祐樹，内海淳志，第３ブロック専攻科研究フォー

ラム，2022 年 2月 

 

液体金属を用いたショットキーバリヤダイオードの改良，内田竣也，熊谷昌城，内海淳志，第 69回応用

物理学会春季学術講演会予稿集 26a-P02-8，2022 年 3月 

 

 

舩木  英岳 

 

学会発表 

特別支援学校教員を対象としたビジュアルプログラミング教育の実践と教育効果，舩木英岳， 丹下裕， 

福井繁雄， 畑亮次， 井谷武史，土出隆之， 金森克浩， 第 46回教育システム情報学会全国大会講演論

文集， pp. 105-106， 2021 年 9月 

 

 

丹下 裕 

 

学会発表 

スマートフォンを活用した視覚障碍者向け障害物検出システムの開発,森田光明,丹下裕,第 6 回日本福

祉工学会九州支部大会 熊本 2021 講演論文集,pp.14-15,2021 年 12 月 

 

人転倒防止システムのための足関節角度に基づくつまづきの検出,小西智裕,丹下裕,第 25回日本福祉工

学会学術講演会講演論文集,pp.39-40,2021 年 11 月 

 

Deep Learning による生体内温度推定システムの開発,森健太郎,廣田千寿瑠,矢野立樹,大橋未郷,丹下

裕,日本ハイパーサーミア学会第 38回大会プログラム・抄録集,OS3-4,2021 年 9月～2021 年 10 月 

 

特別支援学校教員を対象としたビジュアルプログラミング教育の実践と教育効果,舩木英岳,丹下裕,福

井繁雄,畑亮次,井谷武史,土出隆之,金森克浩,第 46 回教育システム情報学会全国大会講演論文集,舩木

英岳,pp.105-106,2021 年 9 月 
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スマートフォンによる歩行者用信号機検出の基礎研究,中島滉太,片山英昭,丹下 裕,森健太郎,第 29 回

視覚障害リハビリテーション研究発表大会 in 岡山 一般演題抄録集,p.23,2021 年 8月-2021 年 9月 

 

 

井上 泰仁 

 

査読付論文 

京都府北部の小学校におけるプログラミング教育の支援， 井上泰仁，香山美知代， 情報教育．Vol.3， 

pp.32-35， 2021 年 12 月 

 

学会発表 

陣取り型ゲーム III への参加による実践的プログラミング教育, 寺元貴幸, 黒木祥光, 小保方幸次, 井

上泰仁, 奥田遼介, 川田重夫, 第 26 回計算工学講演会, 2021 年 5月 

 

プログラミングコンテスト競技部門「技術廻戦」の システム構築, 小保方幸次, 武井由智, 坂本文人, 

松野良信, 黒木祥光, 小嶋徹也, 出江幸重, 福永修一, 奥田遼介, 佐藤秀一, 井上泰仁, 寺元貴幸, 高

専フォーラム 2021, 2021 年 12 月 

 

地域貢献活動をベースとした 小・中学校におけるプログラミング教育支援, 井上 泰仁，三浦 幸代，川

田 昌克，小野 伸一郎, 高専フォーラム 2021, 2021 年 12 月 

 

小・中学生の学習成果を発表するためのプログラミングコンテストの開催, 井上泰仁, 草木景子, 小島

みどり, 日本情報教育学会第 4回研究会, 2022 年 3 月 

 

事例の追加による体験型セキュリティ学習ゲーム「安全仕事人」のシステム改善, 宇賀遥貴, 大垣光希, 

渡邉凌矢, 政次春輝, 清水俊平, 片山英昭, 井上泰仁, 日本情報教育学会第 4回研究会, 2022 年 3月 

 

その他 

舞鶴の未来を切り拓くプログラミング， 井上泰仁， 広報まいづる (2022 年 2月号)， 2022 年 2月 

 

 

七森 公碩 

 

学会発表 

誤点弧解析のための電圧振動モデルの提案，東出稜平，七森公碩，令和 4年電気学会全国大会，pp.24-

25，2022 年 3月 

 

SiC モジュールを用いた高周波電流測定手法の検討，小林大輝，七森公碩，2022 年第 3ブロック専攻科

研究フォーラム，C-4，2022 年 2月 

 

 

森 健太郎 

 

査読付論文 

A Pregnancy Prediction System based on Uterine Peristalsis from Ultrasonic Images, Kentaro 

Mori, Kotaro Kitaya, Tomomoto Ishikawa, Yutaka Hata, Intelligent Automation & Soft Computing, 

29(2), pp.335-352, 2021 年 6月 
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On Measurement System for Frequency of Uterine Peristalsis, Ryosuke Nishihara, Hidehiko 

Matsubayashi, Tomomoto Ishikawa, Kentaro Mori, and Yutaka Hata, IEICE Transactions on 

Information and Systems, E104.D(8), pp. 1154-1160, 2021 年 8月 1日 

 

国際会議 

Uterine Movement Analysis Based on Velocity Information by Convolutional Neural Networks. 

Kentaro Mori， Yoshimitsu Tokunaga， Tetsuro Sakumoto， Akira Nakashima， Isamu Komesu， Yutaka 

Hata， World Automation Congress 2021， 2021 年 8月 2 日 

 

学会発表 

Deep Learning による生体内温度推定システムの開発， 森健太郎， 廣田千寿瑠， 矢野立樹， 大橋未

郷， 丹下裕， 日本ハイパーサーミア学会 第 38回大会， 2021 年 9月 

Residual Network による妊娠予測， 足立 雄信，  森 健太郎， 令和 3年度（第 28回） 電気学会関

西支部 高専研究発表会，2022 年 3月 12 日 
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電子制御工学科 

清原 修二 

 

査読付論文 

室温ナノインプリントリソグラフィを用いた小・中学生のためのナノテクノロジー教育，清原修二，石

川一平，針谷達，滝川浩史，倉島優一，応用物理教育，Vol.45，No.1，pp.1-6，2021 年 6 月 

 

 

西 佑介 

 

査読付論文 

Improvement of appearance probability of conductance quantization by hydrogen thermal 

treatment in Pt/NiO/Pt-resistive switching cells， Yusuke Nishi， MRS Advances， Vol.6， No.22，  

pp.554-558， 2021 年 8月 

 

国際会議 

Thermal effect of Forming Characteristics in NiO-based ReRAM cells, Yusuke Nishi, Takuya 

Yamanaka, Materials Challenges for Memory Virtual Conference, PID-59, 2021.4 

 

Hydrogen thermal treatment effects on conductance quantization in Pt/NiO/Pt resistive 

switching cells, Yusuke Nishi, Materials Research Society, Spring Meeting, CT04.05.03, 2021.4 

 

Theoretical Analyses of Analog Resistance Change Phenomena in Pt/TaOx/Ta2O5)/Pt cells, Yuto 

Nakamura, Yusuke Nishi, MEMRISYS 2021, P-11, 2021.11 

 

Complementary Resistive Switching Characteristics and Gradual Set/Reset Processes in Pt/ 

TaOx/Ta2O5/Pt Cells, Toshiki Miyatani, Yusuke Nishi, Tsunenobu Kimoto, MEMRISYS 2021, 2A-5, 

2021.11 

 

Impacts of Oxygen Composition in an Oxygen-vacancy Reservoir Layer on Forming and Resistive 

Switching Characteristics in Pt/TaOx/Ta2O5/Pt Cells, Toshiki Miyatani, Tsunenobu Kimoto, Yusuke 

Nishi, MEMRISYS 2021, P-19, Excellent Poster Presentation Award, 2021.11 

 

Electrode Material Effects of Forming Characteristics in Double Ta2O5-based Resistive Switching 

Cells, Tomoaki Ohno, Yusuke Nishi, MEMRISYS 2021, P-22, 2021.11 

 

Reduction of Initial Reset Voltages in Resistive Switching Cells with a Ti/Pr0.7Ca0.3MnOx 

Interface, Makoto Imuro, Tsunenobu Kimoto, Yusuke Nishi, MEMRISYS 2021, 3A-5, 2021.11 

 

Oxygen Composition Dependence of Forming Characteristics in Analog Resistive Switching Cells 

with Pt/TaOx/Ta2O5/Pt Stack Structure, Toshiki Miyatani, Tsunenobu Kimoto, Yusuke Nishi, 

Materials Research Society, Fall Meeting, NM07.06.06, 2021.12 

 

Electrode Material Dependence of Electrical Characteristics in Double Ta2O5-Based Resistive 

Switching Cells, Tomoaki Ohno, Yusuke Nishi, Materials Research Society, Fall Meeting, 

SB04.11.02, 2021.12 
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Oxygen composition dependence on forming and resistive switching characteristics in 

Pt/TaOx/Ta2O5/Pt cells, Toshiki Miyatani, Tsunenobu Kimoto, Yusuke Nishi, International 

Symposium on Creation of Advanced Photonic and Electronic Devices, 2022.3 

 

学会発表 

酸化物を用いた抵抗変化素子の電極材料に関する研究, 大野知晟, 西佑介, 第 27 回日本高専学会年会

講演会, P2-9, 2021 年 9月 

 

Pt/TaOx/Ta2O5/Pt 抵抗変化素子におけるフォーミング特性の酸素組成 x 依存性, 宮谷俊輝, 木本恒暢, 

西佑介, 第 82 回応用物理学会秋季学術講演会予稿集, 12p-S203-4, 2021 年 9 月 

 

Ti/Pr0.7Ca0.3MnOx 界面を有する抵抗変化素子における初期リセット電圧の低減, 井室充登, 木本恒暢, 

西佑介, 第 82 回応用物理学会秋季学術講演会予稿集, 12p-S203-5, 2021 年 9 月 

 

Change over time in resistive switching cells using double tantalum oxides, Tomoaki Ohno, 

Yusuke Nishi, 第 3ブロック専攻科研究フォーラム, D-6, 2022 年 2月 

 

Ta2O5を用いた ReRAM 素子におけるアナログ抵抗変化の理論的実証, 中村優斗, 西佑介, 第 69 回応用物

理学会春季学術講演会予稿集, 24a-E204-5, 2022 年 3月 

 

その他 

酸化物薄膜を用いた抵抗変化型メモリの特性ばらつき低減, 西佑介, 池谷科学技術振興財団研究助成報

告, 0321044-A, 2021 年 12 月 

 

酸化物を用いた抵抗変化素子のフォーミング特性の評価, 大野知晟, 西佑介, 電子情報通信学会技術研

究報告, Vol.121, No.387, pp.20-23, 2022 年 3月 

 

導電性ダイヤモンドライクカーボンを用いた抵抗変化素子の作製および評価, 嵯峨根慶人, 坂井駿斗, 

税木善則, 大浦曜, 坂東隆宏, 針谷達, 西佑介, 2021 年度先進的技術シンポジウム(ATS2021), 優秀学

術賞, 2022 年 3月 

 

 

石川 一平 

 

査読付論文 

Examining features of radiation-induced damage to PADC observed using FT-IR analysis: 

Radiation tolerance of methine groups at three-way junctions, Tamon Kusumoto, Masato Kanasaki, 

Ippei Ishikawa, Rémi Barillon, Yoshihide Honda, Sachiko Tojo, Satoshi Kodaira, Tomoya Yamauchi, 

Radiation Measurements, 147, 2021 年 9月 

 

室温ナノインプリントリソグラフィを用いた小・中学生のためのナノテクノロジー教育，清原修二，石

川一平，針谷達，滝川浩史，倉島優一，応用物理教育，45(1)，pp.1-6，2021 年 6月 

 

学会発表 

重合度を調整した PADC 検出器の重イオンに対する評価分析，伊藤大洋，橋本勇史，林勇利，田中俊裕，

宗晃汰，楠本多聞，金崎真聡，小平聡，石川一平，山内知也，第 34 回固体飛跡検出器研究会要旨集，

p.10，2022 年 3月 27 日 

 

125



研究活動                      Annual Report 2021              研究業績（電子制御） 

 

重合度を調整した PADC 検出器の重イオンに対する感度評価 2，伊藤大洋，橋本勇史，林勇利，田中俊裕，

宗晃汰，楠本多聞，金崎真聡，小平聡，石川一平，山内知也，第 69回応用物理学会春季学術講演会予稿

集，p.02-139，2022 年 3月 25 日 

 

重合度を調整した PADC 検出器の重イオンに対する感度評価，伊藤大洋，橋本勇史，林勇利，田中俊裕，

宗晃汰，楠本多聞，金崎真聡，小平聡，石川一平，山内知也，第 82回応用物理学会秋季学術講演会予稿

集，p.02-025，2021 年 9月 10 日 

 

 

高木 太郎 

 

査読付論文 

零空間調整器を付加した単純適応制御系に対する 外乱補償器を用いた過渡応答改善，川口夏樹， 東手

悠太， 佐藤孝雄， 高木太郎， 水本郁朗，電気学会論文誌 C，Vol.142，No.3，pp.264-272，2022 年 3

月 

 

学会発表 

パワーアシストスーツにおける持ち上げ動作の力学解析と動作検知手法の提案，坂本康士朗， 若林勇

太， 高木太郎，ロボティクス・メカトロニクス 講演会 2021 in Osaka， 2021 年 6月 
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建設システム工学科 
四蔵 茂雄 

 

学会発表 

コンジョイント分析による市民の電源選好評価，堅田琴美，四蔵茂雄，2021 年度土木学会関西支部年次

学術講演会，2021 年 5月 

 

 

尾上 亮介 

 

学会発表 

現代の町家型住宅におけるファサードと窓の関係，海邊華恋，尾上亮介，2021 日本建築学会大会要旨，

2021 年 8月 

 

建築雑誌を用いた改修家屋における階段形式・配置に関する研究，東暖人，尾上亮介，2021 日本建築学

会大会要旨，2021 年 8月 

 

その他 

UIH5（建築作品），尾上亮介，尾上研究室，2022 年 3 月 

 

 

徳永 泰伸 

 

学会発表 

指揮者位置と客席部における聴感印象の違い，徳永泰伸，寺島貴根，日本建築学会 2021 年度大会学術講

演梗概集，pp.279-280，2021 年 9 月 

 

 

渡部 昌弘 

 

国際会議 

SEISMIC REINFORCEMENT OF EXISTING TIMBER ARCHITECTURE USING PERMEABLE STUCTURAL WALL -Result 

of Horizontal Loading Test of Timber and Polycarbonate Resin-, Kaori Fujita, Jiro Kajihama, 

Kanto Minamitani, Yoshihiro Fukushima, Toshiaki Sato, Masahiro Watabe, Hiromi Sato, Masao 

Koizumi, Tsuyoshi Seike, Proc. of World Conference on Timber Engineering 2021, 2021.8 

 

 

毛利 聡 

 

学会発表 

社会基盤を支えるメンテナンス技術者養成による地方創生に向けた教育コンテンツの開発，毛利聡，掛

園恵，嶋田知子，玉田和也，土木学会全国大会第 75 回年次学術講演会，第Ⅵ部門，Ⅵ-619，2021 年 9月 

 

旧日本海軍のコンクリート技術の調査 その 1 「築城施設術参考書第六號 コンクリート工法」の調査，

番場豊，毛利聡，日本建築学会大会学術講演梗概集，材料施工，pp.537-538，2021 年 9月 

 

旧日本海軍のコンクリート技術の調査 その 2 コンクリートの再現，毛利聡，番場豊，日本建築学会大

会学術講演梗概集，材料施工，pp.539-540，2021 年 9月 
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縦孔-地下空洞直接探査のためのシミュレーション実験サイト、3D モデルのアーカイブ及び支援体制の

構築，眞部広紀，久間英樹，前田貴信，稲川直裕，吉森聖貴，堀江潔，大浦龍二，上寺哲也，毛利聡，

阿依ダニシ，堀井樹，第 65 回宇宙科学技術連合講演会，OS-15 月惑星の縦孔・地下空洞探査 UZUME 計

画，2021 年 11 月 

 

砲台跡のドローン写真測量と観光資源価値の高度化，堀江潔，岡本渉，堀井樹，毛利聡，尾上亮介，牧

野雅司，渡部昌弘，由良富士雄，光井周平，上寺哲也，前田貴信，大浦龍二，眞部広紀，第 27回高専シ

ンポジウム，2022 年 1月 

 

その他 

地域の建設技術者のためのコンクリート工事教育カリキュラムの開発，玉田和也，毛利聡，嶋田知子，

コンクリート工学，第 59巻，第 1号，pp.4-9，2021 年 1月 

 

第三海軍火薬廠朝来工場が地域に及ぼした影響と現況の調査，舞鶴工業高等専門学校紀要，第 57 号，

pp.15-22，毛利聡，牧野雅司，番場豊，2022 年 3月 

 

第三海軍火薬廠跡の遺構・遺物調査，舞鶴工業高等専門学校紀要，第 57 号，pp.25-33，牧野雅司，毛利

聡，今村友里子，朝倉槙人，2022 年 3月 

 

 

岩木 真穂 

 

査読付論文 

Estimation of the Average Retention Time of Precipitation at the Surface of a Catchment Area 

for Lake Biwa, Maho Iwaki, Yosuke Yamashiki, Takashi Toda, Chunmeng Jiao, Michio Kumagai, 

Water, 13(12), 1711-1711,  2021 年 6月 

 

High-resolution flow simulation in Typhoon 21, 2018: massive loss of submerged macrophytes in 

Lake Biwa, Satoshi Nakada, Hiroki Haga, Maho Iwaki, Kohji Mabuchi, Noriko Takamura, Progress 

in Earth and Planetary Science, 8:46, 1-19,  2021 年 8 月 

 

湖沼環境監視のための定点カメラ活用について-琵琶湖南湖での事例研究, 岩木真穂，高村典子，中田聡

史，小熊宏之, 日本リモートセンシング学会誌，41(5), 563-574, 2021 年 11 月 

 

国際会議 

How the delay time the rainfall flow into the lake?, Maho Iwaki, Yousuke Yamashiki, Takashi 

Toda, Chunmeng Jiao and Michio Kumagai, Japan Geoscience Union(JPGU), AOS10-P01 (web 開催, 

Japan), 2021 年 7 月 

 

High frequency monitoring of lake environment using, a time-lapse camera in the south basin 

of Lake Biwa,  Maho Iwaki, Noriko Takamura, Satochi Nakad, and Hiroyuki Oguma, 35th Congress 

of the International Society of Limnology, R13, 210292.(web 開催, Korea), 2021 年 8 月 

 

その他 

The Lake Biwa Museum – a window into the geology， history and life of an ancient Japanese 

lake， Maho Iwaki， Robin J. Smith， Kayoko Kameda， Hiroki Haga， Takashi Toda， Katsuki 

Nakai， SIL newsletter， 78， 14-15，  2021 年 7月 
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学位取得状況 

 

学位 校長 人文 自然 機械 電気 制御 建設 計 

博士 1 5 7 9 9 9 8 48 

修士  4 2    1 7 

学士  1 1     2 

合計 1 10 10 9 9 9 9 57 

 

 

 

 

 

研究成果発表状況 

 

区  分 著 書 解 説 査読論文 国際会議 学会発表 特 許 その他 計 

校     長 1   1 1  2 5 

人文科学部門  1 3  3  8 15 

自然科学部門 2  2  4  2 10 

機 械 工 学 科  1 4 4 6  2 17 

電気情報工学科   3 1 20  1 25 

電子制御工学科   5 10 9  3 27 

建設システム工学科   3 3 9  5 20 

教育研究支援センター         

合  計 3 2 20 19 52  23 119 
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外 部 研 究 費 受 入 

 

科学研究費助成事業（代表者）  

研 究 
種目等 

研 究 課 題 名 研究代表者 
配分額 
（千円） 

基盤研究（C） 
官吏・典獄と被収容者から読み解く、明治日本の監

獄 

児玉 圭司 

（人文科学部門） 
390 

基盤研究（C） 
シリコンダイオード教材を用いた教育プログラム

の構築と実践 

内海 淳志 

（電気情報工学科） 
1,300 

基盤研究（C） 
空撮画像や点群データのための可逆圧縮方式の開

発 

芦澤 恵太 

（電気情報工学科） 
1,950 

若手研究 
外交文書の「見た目」から読み解く近世日朝関係の

特質 

牧野 雅司 

（人文科学部門） 
910 

基盤研究（C） 
特別支援学校教員を対象としたスイッチ教材の IoT

化を目指したプログラミング教育 

舩木 英岳 

（電気情報工学科） 
390 

基盤研究（C） 
小・中学校でも利用可能な放射線教育プラスチック

検出器の開発と教育モデルの構築 

石川 一平 

（電子制御工学科） 
780 

若手研究 
ウィリアム・ジェイムズの多元論哲学に対するシャ

ルル・ルヌヴィエの影響に関する研究 

山根 秀介 

（人文科学部門） 
780 

若手研究 
分子性物質におけるフォノン解析に基づく熱輸送-

電荷輸送相関の解明 

小島 広孝 

（自然科学部門） 
520 

研究活動 

スタート支援 

不妊症診断支援システムへ向けた医療画像拡張手

法の開発 

森 健太郎 

（電気情報工学科） 
1,300 

計 9件 8,320 

※間接経費を含む。学外分担者への送金分は含まない。千円未満四捨五入。 

 

 

科学研究費助成事業（分担者） 

研 究 

種目等 
研 究 課 題 名 研究分担者 

配分額 

(千円) 

基盤研究（B） 近代日本の地域自治‐村と大字の法史学的研究‐ 
児玉 圭司 

（人文科学部門） 
195 

基盤研究（B） 
意匠性に配慮した既存木造建築の開口部補強構法の

開発 

渡部 昌弘 

（建設システム工学科） 
130 

基盤研究（C） 
ヒューマンエラーゼロを実現する協働型工場内物流

システムへの挑戦 

若林 勇太 

（電子制御工学科） 
390 

基盤研究（C） 腐食した組立部材の圧縮耐荷力特性に関する研究 
玉田 和也 

（建設システム工学科） 
65 

基盤研究(B) 
拡張π共役分子と分子集合体造形に基づく熱電変換

材料の開発 

小島 広孝 

（自然科学部門） 
650 

基盤研究（C） 粘性解理論の進展：漸近問題と境界値問題 
熊谷 大雅 

（自然科学部門） 
520 

基盤研究(B) 
3D プリンタを活用した視覚障害教育のための立体模

型作成ネットワークの構築 

丹下 裕 

（電気情報工学科） 
390 

基盤研究（C） 
現象的空間の設計手法に関する基礎理論構築：イサ

ム・ノグチ制作論の応用研究 

今村 友里子

（建設システム工学科） 
221 

基盤研究（C） 
シリコンダイオード教材を用いた教育プログラムの

構築と実践 

石川 一平 

（電子制御工学科） 
130 
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基盤研究（C） 
特別支援学校教員を対象としたスイッチ教材の IoT

化を目指したプログラミング教育 

丹下 裕 

（電気情報工学科） 
65 

基盤研究（C） 
小・中学校でも利用可能な放射線教育プラスチック

検出器の開発と教育モデルの構築 

内海 淳志 

（電気情報工学科） 
130 

計 11 件 2,886 

※間接経費を含む。千円未満四捨五入。 

 

 

受託事業  

研 究 題 目 相手先 
受入額 
（千円） 

ジュニアドクター育成塾 国立研究開発法人科学技術振興機構 9,900 

計 1件 9,900 

※間接経費を含む。千円未満四捨五入。 

 

 

受託研究  

研 究 題 目 研究担当者 相手先 
受入額 
（千円） 

舞鶴引揚記念館収蔵庫における環境モニタリングに

関する研究 

内海淳志 

（電気情報工学科） 
舞鶴市 200 

マットセンサの計測技術向上に関する研究 
森 健太郎 

（電気情報工学科） 

有限会社ニュー

センサー開発 
500 

舞鶴市子育て交流施設の「あそびの環境づくり」に

関する研究 

尾上 亮介 

（建設システム工学科） 
舞鶴市 120 

橋梁等における長期的なインフラメンテナンスに関

わる調査研究 

玉田 和也 

（建設システム工学科） 
舞鶴市 491  

舞鶴市居住促進住宅（お試し住宅）の設置に係る建

物改修に関する研究 

尾上 亮介 

（建設システム工学科） 
舞鶴市 200  

計 5件 1,511 

※間接経費を含む。千円未満四捨五入。 

 

 

共同研究 

研 究 題 目 研究担当者 相手先 
受入額 
(千円) 

3D プリンタ・ASHIGARU 用リアルタイム監視シ

ステムの開発 

藤司 純一 

（電子制御工学科） 
株式会社 Polyuse 450 

“GaN HEMT における駆動回路の寄生成分の

影響”に関する研究 

 七森 公碩  

（電気情報工学科） 
愛三工業株式会社 1,089 

砂礫流体シミュレーションに基づく土質改良

機内の土混合過程の解明に係る研究 

  加登 文学 

（建設システム工学科） 

奈良工業高等専門学校 

株式会社オクノコトー 
1,100 

SiC パワーデバイスの優れたスイッチング特

性を活かす MOSFET ゲート駆動とモジュール

化に関する研究 

 七森 公碩 

（電気情報工学科）  
ニチコン株式会社   1,490 

擬似教師データ自動生成ツールの開発 
 片山 英昭 

（電気情報工学科）  
日立造船株式会社 110 
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GNSS 精密測位の精度評価 
丹下  裕 

（電気情報工学科） 
日立造船株式会社 99 

電気自動車用電気システムに関する研究 
 七森 公碩 

（電気情報工学科）  

学校法人加計学園 

鈴木合金株式会社 
  1,100 

導電性ダイヤモンドライクカーボンを用いた

抵抗変化素子の作製および評価  

西 佑介 

（電子制御工学科） 
豊橋技科大学 242 

計 8件 5,680 

※間接経費を含む。千円未満四捨五入。 

 

 

寄附金  

件  名 研究担当者 
受入額 

(千円) 

田中シビルテック寄附金（田中シビルテック株式会社） 
玉田 和也 

（建設システム工学科） 
 2,000 

教育活動支援寄附金（舞鶴工業高等専門学校後援会） 教 職 員  2,000 

伊東道弘寄附金（伊東道弘） 教 職 員  100 

テクノアカデミア寄附金（舞鶴高専地域テクノアカデミア） 
児玉 圭司 

（人文科学部門） 
 50 

テクノアカデミア寄附金（舞鶴高専地域テクノアカデミア） 
牧野 雅司 

（人文科学部門） 
 50 

オリエンタル白石寄附金（オリエンタル白石株式会社） 
玉田 和也 

（建設システム工学科） 
 300 

iMec 寄附金（東海産商株式会社） 
玉田 和也 

（建設システム工学科） 
 40 

iMec 寄附金（有限会社ダイキ開発） 
玉田 和也 

（建設システム工学科） 
 50 

iMec 寄附金（株式会社三東工業社） 
玉田 和也 

（建設システム工学科） 
 60 

iMec 寄附金（株式会社ユーズ） 
玉田 和也 

（建設システム工学科） 
 120 

iMec 寄附金（株式会社京都イングス） 
玉田 和也 

（建設システム工学科） 
 30 

iMec 寄附金（一般社団法人兵庫県測量設計業協会） 
玉田 和也 

（建設システム工学科） 
 520 

iMec 寄附金（株式会社昭建） 
玉田 和也 

（建設システム工学科） 
 50 

iMec 寄附金（田中シビルテック株式会社） 
玉田 和也 

（建設システム工学科） 
 50 

iMec 寄附金（株式会社西播設計） 
玉田 和也 

（建設システム工学科） 
 120 

iMec 寄附金（日本ミクニヤ株式会社大阪支店） 
玉田 和也 

（建設システム工学科） 
 45 

iMec 寄附金（田中シビルテック株式会社） 
玉田 和也 

（建設システム工学科） 
 45 
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iMec 寄附金（株式会社 AUC） 
玉田 和也 

（建設システム工学科） 
 120 

iMec 寄附金（有限会社伊藤建設） 
玉田 和也 

（建設システム工学科） 
 40 

iMec 寄附金（日本ミクニヤ株式会社大阪支店） 
玉田 和也 

（建設システム工学科） 
 45 

iMec 寄附金（株式会社宝生） 
玉田 和也 

（建設システム工学科） 
 60 

日進製作所寄附金（株式会社日進製作所） 校  長  300 

教育活動支援寄附金（舞鶴工業高等専門学校後援会） 教 職 員  1,000 

新型コロナウイルス感染症対策支援基金(寄附件数 1件) 教 職 員 10 

教育研究支援基金(寄附件数 5件) 教 職 員 40 

上田記念財団寄附金（一般財団法人上田記念財団） 
毛利 聡 

（建設システム工学科） 
 2,000  

 NSK メカトロニクス財団助成金 

（公益財団法人 NSK メカトロニクス技術高度化財団）  

室巻 孝郎 

（機械工学科） 
   500 

計 27 件 9,745 

※間接経費を含む。千円未満四捨五入。 

 

 

その他助成金 

件名 研究担当者 
受入額 

(千円) 

上田記念財団助成金 
玉田 和也 

（建設システム工学科） 
3,000 

山岡記念文化財団研究助成金 
児玉 圭司 

（人文科学部門） 
100 

トヨタ財団国内助成 
内海 康雄 

（校  長） 
5,999 

津川モーター研究財団助成金 
室巻 孝郎 

（機械工学科） 
800 

京都知恵産業創造の森地域連携支援事業 
内海 康雄 

（校  長） 
265 

計 6件 10,164 

※間接経費を含む。千円未満四捨五入。 

 

補助金（代表校） 

事業名（プロジェクト名） 相手先 
受入額 

(千円) 

持続的な産学共同人材育成システム構築事業 

（KOSEN 型産学共同インフラメンテナンス人材育成シス

テムの構築） 

文部科学省 19,991          

計 1件 19,991 
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学協会委員及び学会・研究会等の開催協力 

 

校長 

内海 康雄 

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構，中小・ベンチャー企業を対

象とした「戦略的省エネルギー技術革新プログラム」スクロール方式による高速・高

出力膨張気を搭載した低価格ORC発電システムの開発」(E033)，外部専門家招聘委員会

委員長，2021年9月～現在 

 

自然科学部門 

上杉 智子 

公益社団法人物理オリンピック日本委員会，物理チャレンジ実行委員会 理論問題部

会，委員，2021年4月1日～2022年3月31日 

公益社団法人物理オリンピック日本委員会， 国際物理オリンピック派遣委員会 理論

研修部会，委員，2021年4月1日～2022年3月31日 

熊谷 大雅 
第2回高専間ネットワークによる微分方程式研究会，世話人，2022年3月20日～2022年

3月21日 

 

機械工学科 

篠原 正浩 

先端材料技術協会（SAMPE Japan）コンポジット委員会，事務局，（2021年度） 

日本材料学会複合材料部門委員会，委員，（2021年度） 

関西工学教育協会高専部会，幹事，（2021年度） 

日本機械学会関西支部，第97期商議員，（2021年度） 

日本機械学会関西学生会，顧問，（2021年度） 

第13回自動車用途コンポジットシンポジウム実行委員，（2021.11.12） 

室巻 孝郎 

日本設計工学会関西支部，商議員，2021年4月1日～2022年3月31日 

計測自動制御学会 自律分散システム部会，運営委員，2021年１月１日～2021年12月31

日 

 

電気情報工学科 

七森 公碩 

パワーエレクトロニクス学会，第240回定例研究会，企画担当，2021年10月16日 

パワーエレクトロニクス学会，評議員，2021年4月1日～現在に至る 

電気学会，2020・2021年度学会活動推進員〔関西支部〕，2020年4月1日～2022年3月31

日 

森 健太郎 
World Automation Congress，Healthcare Systems and Applications，Session Chair， 

2021年8月3日 

 

電子制御工学科 

野間 正泰 

日本トライボロジー学会・”超”を目指す軸受技術研究会，幹事，2021年4月1日～2022

年3月31日 

関西潤滑懇談会，理事，2021年4月1日～2022年3月31日 

西 佑介 

MEMRISYS2021，Session 6，Chair，2021年11月1日 

MEMRISYS2021 プログラム編集委員・特集号編集委員 

第69回応用物理学会春季学術講演会，6.3酸化物エレクトロニクス，座長，2022年3月

24日 

高木 太郎 
SICE制御部門データ駆動型社会を支える適応学習制御調査研究会，委員，2020年1月 - 

2021年12月    
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建設システム工学科 

四蔵 茂雄 
2021年度土木学会関西支部年次学術講演会第VII部門（廃棄物・環境システム）座長，

2021年5月23日 

岩木 真穂 
Inter national society of Limnology，「inland Waters(IF=2.3)」Associate Editor 

(Mentoring Program for Early Career Researchers (ECR))，2021年10月1日～     
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教 職 員 の 活 動 状 況 

 

受 賞 

人文科学部門 講師 平尾 恵美 
日本語用論学会第24回大会 大会発表賞，日本語用論学

会，2022年3月30日 

電気情報工学科 准教授 丹下 裕 
論文講演優秀賞，日本福祉工学会九州支部大会2021，

2021年12月11日 

建設システム工学科 准教授 毛利 聡 
土木学会全国大会第75回年次学術講演会優秀講演者，土

木学会，2021年10月8日 
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地 域・社 会 業 績 

 

公開講座 

開講日 開講時間 講 座 名 
受 講 
対象者 

講師名 
募集 
人数 

受講 
者数 

6 月 12 日 

9:00 ～ 12:00 

先どりプログラミング教室 

LEGO によるロボット制作と 

iPad プログラミング 

中学生 

川田  昌克 

井上  泰仁 

小野伸一郎 

40 名 35 名 
先どりプログラミング教室 

小さなコンピュータを利用した 

プログラミング 

13:00 ～ 16:00 

先どりプログラミング教室 

LEGO によるロボット制作と 

iPad プログラミング 
40 名 29 名 

先どりプログラミング教室 

小さなコンピュータを利用した 

プログラミング 

6 月 26 日 13:00 ～ 15:00 住宅建築模型制作 安藤忠雄 住吉の長屋 
小学 4 年生 

～中学生 

尾上  亮介 

髙本  優也 
10 名 11 名 

6 月 26 日 13:00 ～ 15:00 
オリジナルの 

ペン立て付きブックスタンドを作ろう 

小学 4 年生 

～中学生 

福井  繁雄 

畑   亮次 

西村  良平 

桝田   勲 

櫻井  一樹 

蔭山海一郎 

10 名 9 名 

6 月 26 日 

13:30 ～ 16:00 
あやべ理工系ことはじめ教室 

クレーンを作って遊ぼう！ 
中学生 室巻  孝郎 40 名 10 名 

13:30 ～ 16:00 

あやべ理工系ことはじめ教室 

プログラム+電気回路 

  ＝オリジナルイルミネーション 

中学生 七森  公碩 40 名 10 名 

7 月 3 日 13:00 ～ 17:00 
６足歩行ロボットをつくろう(小学生の部) 

2020 年度エントリ者向け競技会 
小学 4～6 年生 

藤司  純一 

石川  一平 

20 名 4 名 

7 月 4 日 13:00 ～ 17:00 
リモコンロボットを作ろう(中学生の部)  

2020 年度エントリ者向け競技会 
中学生 20 名 10 名 

7 月 17 日 13:00 ～ 15:00 
遊んで、学ぶ。 

不思議なパズルとフィボナッチ数列 

小学 5 年生 

～中学生 
宝利   剛 10 名 10 名 

7 月 18 日 

13:30 ～ 16:00 
あやべ理工系ことはじめ教室 

フェイスシールドを設計しよう！ 
中学生 藤司  純一 40 名 11 名 

13:30 ～ 16:00 
あやべ理工系ことはじめ教室 

住吉の長屋の模型を造る 
中学生 尾上  亮介 40 名 11 名 

7 月 24 日 12:00 ～ 16:00 
ユカイな生き物ロボットをつくろう 

（小学生の部） 
小学 4～6 年生 

藤司  純一 

高木  太郎 
20 名 16 名 
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開講日 開講時間 講 座 名 
受 講 
対象者 

講師名 
募集 
人数 

受講 
者数 

8 月 1 日 10:00 ～ 12:00 小さなコンピュータを使ったシステム開発体験 
小学 5 年生 

～中学生 
井上  泰仁 15 名 11 名 

8 月 1 日 14:00 ～ 15:00 Scratch を体験しよう 
小学 5 年生 

～中学生 
井上  泰仁 15 名 11 名 

8 月 18 日 9:30 ～ 11:30 

夏休み親子工作教室 

～太陽電池を使ったものづくり～ 

大浦会館 

小学 3～6 年生 
内海  淳志 

井上  泰仁 
16 名 10 名 

8 月 19 日 

※延期 
13:00 ～ 16:00 

福井県小浜市内外海公民館 

光であそぼう 
小学生 

上杉  智子 

宝利   剛 
47 名 - 

8 月 19 日 

※中止 
13:30 ～ 16:00 

綾部市ものづくり体験ツアー 

―建築模型を作ろう― 
小学 5～6 年生 尾上  亮介 40 名  - 

8 月 22 日 

※中止 
13:30 ～ 16:00 

あやべ理工系ことはじめ教室 

魔法の棒「ヒートパイプ」で 

熱の伝わり方を学ぼう！ 

小学 5 年生 

～中学生 
山本  昌平 30 名  - 

あやべ理工系ことはじめ教室 

太陽電池で遊ぼう！ 

小学 5 年生 

～中学生 
内海  淳志 30 名  - 

9 月 20 日 13:30 ～ 15:00 ゲーム開発を体験しよう！(オンライン開催） 中学生 
森  健太郎 

井上  泰仁 
15 名 18 名 

9 月 23 日 12:00 ～ 16:00 
リモコンロボットをつくろう（中学生の部） 

(オンライン開催） 
中学生 

石川  一平 

高木  太郎 
20 名 14 名 

9 月 26 日 

※中止 
13:00 ～ 16:00 環境発電を体験しよう 中学生 内海  淳志 16 名 - 

9 月 26 日 

※中止 
13:30 ～ 16:00 

あやべ理工系ことはじめ教室 

段ボールで作る本格派ロボットハンド 

小学 5 年生～

中学生 
若林  勇太 30 名 - 

あやべ理工系ことはじめ教室 

水をきれいにする試み 

小学 5 年生～

中学生 
四蔵  茂雄 30 名 - 

10 月 2 日 13:00 ～ 16:00 POV-Ray による CG制作を体験しよう 中学生 舩木  英岳 15 名 9 名 

10 月 9 日 13:00 ～ 16:00 身近なものを使って IoT を体験してみよう 中学生 七森  公碩 10 名 10 名 

10 月 9 日 13:00 ～ 15:00 住宅建築模型制作 篠原一男 白の家 
小学 4 年生 

～中学生 

尾上  亮介 

髙本  優也 
10 名 6 名 

10 月 16 日 12:00 ～ 16:00 
3D-CAD を使ってみよう！ 

パソコンで 3D モデル組立て 
中学生 室巻  孝郎 10 名 5 名 

10 月 17 日 13:00 ～ 15:00 住宅建築模型制作 安藤忠雄 住吉の長屋 
小学 4 年生 

～中学生 

尾上  亮介 

髙本  優也 
10 名 6 名 
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開講日 開講時間 講 座 名 
受 講 
対象者 

講師名 
募集 
人数 

受講 
者数 

10 月 23 日 13:00 ～ 16:00 住宅建築模型制作 前川國男 自邸 
小学 4 年生 

～中学生 

尾上  亮介 

髙本  優也 
10 名 4 名 

10 月 24 日 13:30 ～ 16:00 
あやべ理工系ことはじめ教室 

作ろう！カラフルＬＥＤランタン 

小学 5 年生 

～中学生 
芦澤  恵太 30 名 16 名 

10 月 30 日 13:00 ～ 17:00 
ユカイな生き物ロボットをつくろう（小学生の部） 

競技会 
小学 4～6 年生 

石川  一平 

高木  太郎 

若林  勇太 

15 名 6 名 

10 月 30 日 
9:00 ～ 12:00 

光であそぼう＠高専祭 小中学生 上杉  智子 随時 
89 名 

13：00 ～ 16：00 

10 月 31 日 9:00 ～ 12:00 56 名 

10 月 31 日 13:00 ～ 17:00 
リモコンロボットをつくろう（中学生の部） 

競技会 
中学生 

石川  一平 

高木  太郎 

若林  勇太 

17 名 10 名 

11 月 3 日 13:00 ～ 16:00 
小・中学生のための 

ナノテクノロジー体験教室 

小学 5 年生 

～中学生 
清原  修二 10 名 10 名 

11 月 3 日 13:00 ～ 15:00 
レオナルド・ダ・ヴィンチの橋をつくろう！ 

 ～模型で学ぶ橋の仕組みと形～ 小学 4 年生 

～中学生 
玉田  和也 

10 名 5 名 

11 月 3 日 13:00 ～ 15:00 
テンセグリティ 

～宙に浮かぶ構造体～を作ろう！ 
10 名 13 名 

11 月 6 日 
10:00 ～ 12:00 

遊んで、学ぶ。太陽を観察しよう 
小学 5 年生 

～中学生 
宝利   剛 8 名 5 名 

13：00 ～ 15:30 

11 月 6 日 13:00 ～ 16:00 
3D プリンターによる 

立体造形プログラミング入門 
中学生 舩木  英岳 10 名 4 名 

11 月 6 日 13:00 ～ 15:00 
水をきれいにする試み 

－快適な環境の創造実験－ 

小学 6 年生 

～中学生 
四蔵  茂雄 10 名 7 名 

11 月 13 日 9:30 ～ 12:00 クレーンを作って遊ぼう！ 小中学生 室巻  孝郎 10 名 9 名 

11 月 13 日 13:00 ～ 15:00 
中学理科復習シリーズ第 2 弾【実験】 

電気分解とイオン 

小学 5 年生 

～中学生 

福井  繁雄  

畑   亮次  

西村  良平 

桝田   勲  

櫻井  一樹 

蔭山海一郎 

28 名 17 名 

11 月 13 日 13:00 ～ 15:00 住宅建築模型制作 篠原一男 白の家 
小学 4 年生 

～中学生 

尾上  亮介 

髙本  優也 
10 名 6 名 

11 月 14 日 13:00 ～ 15:00 「お絵描きプログラミング」にチャレンジ！ 小学生 井上  泰仁 15 名 7 名 
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開講日 開講時間 講 座 名 
受 講 
対象者 

講師名 
募集 
人数 

受講 
者数 

11 月 14 日 13:30 ～ 16:00 クレーンを作って遊ぼう！ 小中学生 室巻  孝郎 10 名 12 名 

11 月 14 日 

10:00 ～ 12:00 カレンダーと数学 

小中学生 
喜友名朝也 

熊谷  大雅 

20 名 6 名 

13:00 ～ 15:00 折り紙と数学 20 名 5 名 

11 月 20 日 13:00 ～ 15:00 
遊んで、学ぶ。 

いろんな計算機で平方根を計算しよう 
中学生 宝利   剛 8 名 6 名 

11 月 27 日 13:00 ～ 15:00 AI にチャレンジ！ 中学生 井上  泰仁 15 名 10 名 

11 月 28 日 13:30 ～ 16:00 
あやべ理工系ことはじめ教室 

作って学ぼう！～ストロー多面体～ 

小学 5 年生 

～中学生 

喜友名朝也 

熊谷  大雅 
30 名 23 名 

12 月 4 日 13:00 ～ 16:00 ピカピカ光る! クリスマスオブジェ作り 小学 3～6 年生 

内海  淳志 

竹澤  智樹 

福井  繁雄 

16 名 8 名 

12 月 4 日 9:30 ～ 12:00 
舞鶴こども発明クラブ 

魔法の鉛筆 
小学生 清原  修二 20 名 19 名 

12 月 18 日 13:00 ～ 16:00 椅子の制作 
小学 4 年生 

～中学生 
髙本  優也 7 名 5 名 

3 月 20 日 13:00 ～ 17:00 
見て、聞いて、作って、楽しい 

数式展覧会 

小中学生と 

保護者 

宝利   剛 

岡田  浩嗣 
随時 28 名 

3 月 26 日 
10:00 ～ 11:30 

先どりサイエンス教室 光でみる実験 中学生 

小島  広孝 

丹下   裕 

喜友名朝也 

40 名 8 名 

14：00 ～ 15：30 

3 月 27 日 

10:00 ～ 11:30 

先どりサイエンス教室 光をみる実験 中学生 

宝利   剛 

小野伸一郎 

丹下   裕 

40 名 16 名 

14：00 ～ 15：30 
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iMec 公開講座 

開講日 講 座 名 
受 講 
対象者 

講師名 
募集 
人数 

受講 
者数 

4月24日 

 

～ 

 

4 月 25 日 

※中止 

e+iMec 講習会【基礎編（橋梁点検）】 
行政機関技術職員 

及び民間企業技術者 
玉田  和也 

10 名 - 

6月12日 ～ 6 月 13 日 10 名 8 名 

7 月 3 日 ～ 7 月 4 日 10 名 9 名 

7月10日 ～ 7 月 11 日 10 名 8 名 

8月11日 ～ 8 月 12 日 10 名 8 名 

8月28日 ～ 8 月 29 日 10 名 9 名 

10月 2日 ～ 10 月 3 日 10 名 9 名 

11月13日 ～ 11 月 14 日 10 名 9 名 

11月27日 ～ 11 月 28 日 10 名 10 名 

6 月 17 日 ～ 6 月 18 日 
e+iMec 講習会【橋梁長寿命化対策】 

実証講座 

行政機関技術職員 

及び民間企業技術者 
玉田  和也 10 名 8 名 

6 月 26 日 ～ 6 月 27 日 
e+iMec 講習会【施工技術と施工管理】 

実証講座 

行政機関技術職員 

及び民間企業技術者 
玉田  和也 10 名 8 名 

7 月 23 日 ～ 7 月 25 日 
e+iMec 講習会【応用編（橋梁点検）】 

行政機関技術職員 

及び民間企業技術者 
玉田  和也 

10 名 9 名 

9 月 3 日 ～ 9 月 5 日 10 名 9 名 

8月10日 ～ 8 月 11 日 e+iMec 講習会【構造物の詳細調査】 
行政機関技術職員 

及び民間企業技術者 
玉田  和也 10 名 8 名 

9 月 18 日 ～ 9 月 19 日 e+iMec 講習会【橋梁長寿命化対策】 
行政機関技術職員 

及び民間企業技術者 
玉田  和也 10 名 4 名 

9 月 25 日 ～ 9 月 26 日 e+iMec 講習会【建設 ICT】 
行政機関技術職員 

及び民間企業技術者 
玉田  和也 10 名 10 名 

10 月 9 日 ～ 10月10日 e+iMec 講習会【構造物の詳細調査】 
行政機関技術職員 

及び民間企業技術者 
玉田  和也 10 名 5 名 

10 月 23 日 ～ 10月24日 e+iMec 講習会【施工技術と施工管理】 
行政機関技術職員 

及び民間企業技術者 
玉田  和也 10 名 6 名 

11 月 6 日 ～ 11 月 7 日 e+iMec 講習会【橋梁診断】（実証講座） 
行政機関技術職員 

及び民間企業技術者 
玉田  和也 10 名 10 名 

11 月 19 日 

 

～ 

 

11月 21日 

※中止 
e+iMec 講習会【地盤と斜面】 

行政機関技術職員 

及び民間土木技術者 
玉田  和也 15 名 - 

11 月 27 日，28 日, 

12 月 2 日, 19 日 
e+iMec 講習会【コンクリートの品質管理】 

行政機関及び民間企業

技術職員，学生 

玉田  和也 

毛利   聡 
10 名 8 名 

12月 11日 ～ 12月 12日 e+iMec 講習会【建設 ICT】 
行政機関技術職員 

及び民間企業技術者 
玉田  和也 10 名 8 名 
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出前授業 

実施日 授 業 名 実施場所等 対象者 講師名 

6 月 10 日 
やぶ・ふるさとキャリア教育講演会 

ダヴィンチの橋の組み立て 
養父市立大屋中学校 

中学 3 年生 

教職員 
玉田  和也 

6 月 18 日 スクラッチを用いたプログラミング 舞鶴市立朝来小学校 小学 4～6 年生 
丹下   裕 

福井  繁雄 

7 月 6 日 
「マーブリングをしてみよう！」 

「身近な物体まわりの流れを見てみよう！」 
舞鶴市立大浦小学校 小学 4～6 年生 

野間  正泰 

畑   亮次 

7 月 8 日 

クレーンを作ってあそぼう 

舞鶴市立若浦中学校 中学 3 年生 

室巻  孝郎 

エクセル MATLAB を使用した 

画像処理プログラミング入門 

芦澤  恵太 

森  健太郎 

iPad プログラミングにより 

LEGO ロボットを動かそう！ 

川田  昌克 

高木  太郎    

インテリア模型の作製 尾上  亮介       

7 月 15 日 画像処理プログラミング入門 福知山市立成和中学校 中学 2 年生 
芦澤  恵太 

森  健太郎 

7 月 18 日 
橋博士になろう 

～インフラについて、橋を作ってみよう～ 

NPO ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 

おせっカフェ 
小学 4～6 年生 玉田  和也 

7 月 25 日 
橋博士になろう 

～構造物とは、テンセグリティ～ 

舞鶴市商工観光センター 

まいづるベイプラザ 
小学 4～6 年生 玉田  和也 

8 月 1 日 
橋博士になろう 

～ブリッジコンテスト、橋博士認定式～ 

NPO ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 

おせっカフェ 
小学 4～6 年生 玉田  和也 

8 月 18 日 

8 月 19 日 
建築系材料で小物を作ろう 

児童養護施設 

舞鶴学園  
小学生～中学生 西村  良平 

8 月 19 日 

8 月 20 日 
建築系材料で小物を作ろう 

児童養護施設 

舞鶴学園  
小学生～中学生 西村  良平 

8 月 20 日 
プログラミング講座 

～MESH を用いたブロックプログラミング～ 
京都府立舞鶴支援学校 教員 

舩木  英岳 

丹下   裕 

福井  繁雄 

畑   亮次 

蔭山海一郎 

9 月 13 日 

9 月 15 日 

9 月 16 日 

住まいの設計 舞鶴市立白糸中学校 中学 2 年生 

尾上  亮介 

加登  文学 

渡部  昌弘 

毛利   聡 

西村  良平 

髙本  優也 

10 月 23 日 動く電子工作 舞鶴市立志楽小学校 小学 1～6 年生 
丹下   裕 

福井  繁雄 

10 月 26 日 

定規より便利な工具（ノギス）を作ろう 

舞鶴市立和田中学校 中学 1～2 年生 

山田耕一郎 

エジソン電球の実験 
白熱電球の実験を通して研究開発に触れてみよう！ 

内海  淳志 

ロボットと遊ぼう  高木  太郎 

家具デザイン 
シュローダーテーブルの模型を作ろう 

尾上  亮介 
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実施日 授 業 名 実施場所等 対象者 講師名 

10 月 26 日 スクラッチを用いたプログラミング 舞鶴市立大浦小学校 小学 4～6 年生 
丹下   裕 

福井  繁雄 

11 月 6 日 波を観察してみよう 
滋賀県大津港前 

イベント特設会場 
一般市民 岩木  真穂 

11 月 16 日  LED イルミネーションの製作 舞鶴市立大浦小学校 小学 4～6 年生 
丹下   裕 

福井  繁雄 

11 月 20 日 

朝来小学校理科クラブ 

マーブリングをしてみよう、 

物体まわりの流れを見てみよう 

舞鶴市立朝来小学校 小学 4～6 年生 
野間  正泰 

畑   亮次 

11 月 24 日 フィボナッチ数列 木津川市立泉川中学校 中学 3 年生 宝利   剛 

12 月 20 日 
プログラミングにチャレンジ 

～楽器を作ってみよう～ 
舞鶴市立余内小学校 小学 5 年生 

井上  泰仁 

岡田  浩嗣 

12 月 20 日 
日本の発電の現状と、 

未来につながる電気エネルギー 
舞鶴市立若浦中学校 中学 1 年生 内海  淳志 

2 月 22 日 住まいの設計（オンライン開催） 舞鶴市立城北中学校 中学 2 年生 

尾上  亮介 

加登  文学 

徳永  泰伸 

渡部  昌弘 

毛利   聡 

西村  良平 

髙本  優也 

2 月 25 日 
プログラミングにチャレンジ 

～電気の節約を考えよう～ 
舞鶴市立中舞鶴小学校 小学６年生 

井上  泰仁 

蔭山海一郎 

森  健太郎 

3 月 8 日～ 

3 月 11 日 
住まいの設計（オンライン開催） 舞鶴市立城北中学校 中学 2 年生 

尾上  亮介 

加登  文学 

徳永  泰伸 

渡部  昌弘 

毛利   聡 

西村  良平 

髙本  優也 

3 月 10 日 「偶数と奇数の話」「スクラッチでゲーム作成」 舞鶴市立若浦中学校 中学 1 年生 

小野伸一郎 

奥村  昌司 

井上  泰仁 

3 月 16 日 
プログラミングにチャレンジ 

～図形を描いてみよう～ 
舞鶴市立中舞鶴小学校 小学 5 年生 

井上  泰仁 

岡田  浩嗣 

小野伸一郎 

3 月 24 日 
プログラミング講座 

～Mesh を用いたブロックプログラミング～ 
京都府立舞鶴支援学校 教員 

舩木  英岳 

丹下   裕 

畑   亮次 

蔭山海一郎 
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産学連携事業 
 

連携事業名称 連携先 実施期間 指導者 

地域企業との連携による地域を担う機械技術

者の育成 
株式会社椿本チエイン 

R3.4.19 

〜11.15 

山田耕一郎 

室巻 孝郎 

山本 昌平 

地域企業との連携による地域を担う機械技術

者の育成 

オムロン株式会社 

綾部工場 

R3.10.14 

～12.23 

山田耕一郎 

室巻 孝郎 

山本 昌平 

専攻科エンジニアリング・デザイン演習 
株式会社堀場製作所 

株式会社日進製作所 
R3.10～11 

篠原 正浩 

舩木 英岳 

西  佑介 

渡部 昌弘 

京都府の港湾を題材とした港湾管理に関する

学習 

国土交通省近畿地方 

整備局舞鶴港湾事務所 

京都府港湾局 

R3.12～R4.1 
岩木 真穂 

加登 文学 
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学外講演，講習，展示 
  

校長 

内海 康雄 

講演，PMI日本フォーラム アカデミックトラック，ITプラットフォームの構築プロジェ

クトAMATERAS，2021年7月11日 

講演，内閣府，地方創生SDGs官民連携プラットフォーム，SDGsスタートアップ研究分科

会，「舞鶴地域における小規模河川の浸水対策について」，2021年9月17日 

オーガナイズ，トヨタ財団2021年度国内助成プログラム，日本社会における社会サービ

スの創出や人材の育成 ｃ）一定の事業実績を有する複数団体による情報基盤を始めと

したプラットフォームの整備と制度や恒常的な事業体制づくりへの展開，テーマ「漁業

におけるIT活用と地域プラットフォームの構築－安全で豊かな身近な海に暮らす」，「ま

いづる未来の海づくりチーム」代表者，2021年9月24日 

講演，舞鶴工業高等専門学校，地域テクノアカデミア総会，「北近畿における舞鶴高専の

地域連携について」，2021年10月7日 

記事掲載，メディア総研 月刊高専，舞鶴高専が目指す，地域や海外と連携して取り組

む “人材育成や地域振興の形”とは，2021年10月14日 

講演，舞鶴地域における小規模河川の浸水対策について，内閣府地方創生SDGs官民連携

プラットフォーム，SDGsスタートアップ研究分科会フォーラム，WEB，2021年11月19日 

オーガナイズとセッション運営，KOSENフォーラム OS-33 ITプラットフォームAMATERAS

の教育への展開，内海康雄，仲川力，鈴木直康，土井滋貴，2021年12月13日 

講演，高専シンポジウム，F-13 IT プラットフォームの構築プロジェクト AMATERAS，

内海康雄，鈴木直康，仲川力，井上卓，2022年1月21日 

講演，舞鶴地域における小規模河川の浸水対策について，内閣府地方創生SDGs官民連携

プラットフォーム，SDGsスタートアップ研究分科会フォーラム，WEB，2022年1月21日 

パネリスト，SDGsスタートアップセミナー，内閣府地方創生SDGs官民連携プラットフォ

ーム，SDGsスタートアップ研究分科会，WEB，2022年3月12日 

 

人文科学部門 

児玉 圭司 
生活・科学技術と法―AI時代における法の役割，講師，舞鶴高専地域テクノアカデミア，

舞鶴市，2022年3月5日 

牧野 雅司 

舞鶴のまちと海軍，いきいきセミナー歴史講座，舞鶴市東公民館，舞鶴市，2021年10月

7日 

江戸時代の人はどのように外国人と会話をしたのか？，舞鶴高専地域テクノアカデミア 

テクノアカデミア会員企業社員様向け教養講座，舞鶴工業高等専門学校，舞鶴市，2022

年3月5日 

 

自然科学部門 

上杉 智子 
公開講座「光であそぼう」，講師，高専祭，本館B403室，舞鶴市，2021年10月30日 

公開講座「光であそぼう」，講師，高専祭，本館B403室，舞鶴市，2021年10月31日 

 

機械工学科 

室巻 孝郎 

公開講座，あやべ理工系ことはじめ教室 -クレーンを作って遊ぼう！-，北部産業創造セ

ンター，綾部市，2021年6月26日 

出前授業，クレーンを作って遊ぼう！，若浦中学校，舞鶴市，2021年7月8日 

公開講座，3D-CADを使ってみよう！パソコンで3Dモデル組立て，舞鶴高専，2021年10月

16日 

公開講座，クレーンを作って遊ぼう!，舞鶴高専，2021年11月13日～14日 
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電気情報工学科 

舩木 英岳 

プログラミング講座～MESHを用いたブロックプログラミング1～ ，出前授業，京都府立

舞鶴支援学校，舞鶴市，2021年8月 

プログラミング講座～MESHを用いたブロックプログラミング2～ ，出前授業，京都府立

舞鶴支援学校，舞鶴市，2022年3月 

3Dプリンタで製作した引揚船等の舞鶴引揚記念館への寄贈式，舞鶴引揚記念館，舞鶴市，

2022年3月9日 

井上 泰仁 

公開講座，プログラミング教室，舞鶴工業高等専門学校，2021年6月12日 

公開講座，Scratch を体験しよう，Coworkation Village MAIZURU，2021年8月1日 

公開講座，小さなコンピュータを用いたシステム開発体験，Coworkation Village 

MAIZURU，2021年8月1日 

公開講座，ゲーム開発を体験しよう，Coworkation Village MAIZURU，2021年9月20日 

オンライン形式でのプログラミング相談会，Zoom，2021年8月～10月 

舞鶴高専杯プログラミングコンテスト，Coworkation Village MAIZURU，2021年11月7日 

公開講座，お絵描きプログラミングにチャレンジ， Coworkation Village MAIZURU，2021

年11月7日 

公開講座，AI にチャレンジ，Coworkation Village MAIZURU，2021年11月14日 

出前授業，プログラミングにチャレンジ 楽器を演奏しよう，舞鶴市立余内小学校5年1

組・2組，2021年11月27日 

出前授業，プログラミングにチャレンジ 電気の節約を考えよう，舞鶴市立中舞鶴小学校 

6年，2022年2月25日 

体験授業，ゲーム開発を体験しよう，舞鶴市立若浦中学校1年，2022年3月10日 

出前授業，プログラミングにチャレンジ 図形を描いてみよう，舞鶴市立中舞鶴小学校 5 

年1組・2組，2022年3月16日 

 

電子制御工学科 

清原 修二 

公開講座「小・中学生のためのナノテクノロジー体験教室」，舞鶴高専地域共同テクノセ

ンター，舞鶴市，2021年11月3日 

公開講座「魔法の鉛筆」，舞鶴こども発明クラブ，舞鶴高専電子制御実験室，舞鶴市，2021

年12月4日 

展示発表「液滴室温ナノインプリントによるDLCマイクロ・ナノデバイスの開発」，京都

ビジネス交流フェア2022 産学連携コーナー，京都府総合見本市会館（京都パルスプラ

ザ），京都市，2022年2月17日～18日 

 

建設システム工学科 

尾上 亮介 

出前授業，あやべ理工系ことはじめ 建築模型制作，北部産業創造センター，綾部市，

2021年7月18日 

公開講座，住宅建築模型制作（白の家），舞鶴市，2021年10月9日 

公開講座，住宅建築模型制作（住吉の長屋），舞鶴市，2021年10月17日 

公開講座，住宅建築模型制作（前川國男自邸），舞鶴市，2021年10月23日 

公開講座，住宅建築模型制作（白の家），舞鶴市，2021年11月13日 

出前授業，住まいの設計WEB，和田中学校，舞鶴市，2022年2月22日 

出前授業，住まいの設計WEB，城北中学校，舞鶴市，2022年3月8日 

出前授業，住まいの設計WEB，城北中学校，舞鶴市，2022年3月9日 
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加登 文学 

わかりやすい地盤工学基礎シリーズ講習会，講師，地盤工学会，オンライン，2021年8

月19-20日 

2021地域活性化策コンテスト「田舎力甲子園」，審査員，福知山公立大学，オンライン，

2021年12月11日 

出前授業，住まいの設計，講師，白糸中学校，舞鶴市，2021年9月13・16日 

出前授業，住まいの設計，講師，和田中学校，舞鶴市（オンライン），2022年2月22日 

出前授業，住まいの設計，講師，城北中学校，舞鶴市（オンライン），2022年3月8日 

徳永 泰伸 
出前授業，住まいの設計，講師，城北中学校，舞鶴市（オンライン），2022年3月10日・

11日 

毛利  聡 

発表「KOSEN型産学共同インフラメンテナンス人材育成」，KOSEN EXPO，オンライン，2021

年10月20日 

発表「第三海軍火薬廠を対象とした舞鶴高専の取組み」，パネリスト，旧軍港四市鎮守

府日本遺産シンポジウム，旧軍港市日本遺産活用推進協議会，2022年3⽉20⽇ 

岩木 真穂 

セミナー講演，どれほど前の降雨が現在の湖の水位に影響をあたえるのか(河川流入

編)，岩木真穂，2021年度第4回 琵琶湖博物館セミナー，2021年7月 

出前授業，波の観察をしてみよう！～津波実験装置を用いた観察と動画を用いた波の観

察～，滋賀けんせつみらいフェスタ2021，滋賀県大津市，2021年11月 

 

教育研究支援センター 

眞柄 賢一 Gitの使い方実演，第21回Kodatunoオープンセミナ，金沢大学，2022年1月21日 

西村 良平 

技術相談，ドローンの夜間飛行について，舞鶴学園，舞鶴市，2021年7月21日 

出前授業，建設系材料で小物を作ろう，講師，舞鶴学園，舞鶴市，2021年8月18～19日・

19～20日 
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地域共同テクノセンター技術相談 

 相 談 内 容 対応教員 備考 

1 消防団員向け消防活動情報システムの開発・導入について 
玉田 和也 

内海 淳志 
○ 

2 ナノインデンテーション試験の依頼 山田耕一郎 ○ 

3 囲い罠センサーの製作について 内海 淳志 ○ 

4 みかんの皮の成分分析について 玉田 和也 ○ 

5 
CAM ソフト（NC Viewer and Converter）に関する一般質問への回答 

（他類似 3件） 
眞柄 賢一 ○ 

6 収納庫の環境モニタリング IoT システムについて 内海 淳志 ○ 

7 居住者促進住宅について 尾上 亮介 ○ 

8 移住定住に関して 尾上 亮介 ○ 

9 舞鶴市のまちづくりに関して 尾上 亮介 ○ 

10 居住者促進住宅について 尾上 亮介 ○ 

11 都市計画に関して 尾上 亮介 ○ 

12 まちづくり会社に関して 尾上 亮介 ○ 

13 施設の改修に関して 尾上 亮介 ○ 

14 遊具のデザインに関して 尾上 亮介 ○ 

15 重要文化的景観に関して 尾上 亮介 ○ 

16 海軍遺産の調査等に関して 

尾上 亮介 

毛利  聡 

渡部 昌弘 

○ 

17 車いすの改造について 
舩木 英岳 

若林 勇太 
○ 

18 舞鶴市のまちづくりに関して SDGS イベントについて  尾上 亮介 ○ 

19 宮津市再生可能エネルギー普及・活用調査業務の審査 四蔵 茂雄 ○ 

20 
三相電動機を制御する電子機器の改修・改良等の設計、講習会の定期開催につい

て 

舩木 英岳 

小林 洋平 

七森 公碩 

○ 

21 海軍遺産活用に関して 尾上 亮介 ○ 

22 まちづくり会社施設デザインに関して 尾上 亮介 ○ 

23 遊具のデザインに関して 尾上 亮介 ○ 

24 SDGS イベントについて  尾上 亮介 ○ 

25 まちづくりカフェのデザイン相談 尾上 亮介 ○ 

26 ＩＴ人材の育成と IT 企業誘致について 玉田 和也 ○ 

27 CAM ソフト NCVC に関する質問への回答 （他類似 5件） 
眞柄 賢一 

石井 貴弘 
○ 

28 都市計画の変更について 尾上 亮介 ○ 

29 景観の許可について 尾上 亮介 ○ 

30 
ダイヤモンドワイヤー・ダイシングブレード共に、材質や用途における要求品質

等について 
小林 洋平 ○ 

31 農地の適正化に関して 尾上 亮介 ○ 

32 著書『いまからはじめる NC 工作第 2版』の読者質問 眞柄 賢一 ○ 

33 農地調査に関して 尾上 亮介 ○ 

34 都市計画に関して 尾上 亮介 ○ 

35 蛇島の調査について 毛利  聡 ○ 
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 相 談 内 容 対応教員 備考 

36 外壁タイルの施工について 毛利  聡 ○ 

37 北部７市町連携における土木技術者の育成について 玉田 和也 ○ 

38 発展途上国（ラオス）でのインフラメンテナンス教育について 玉田 和也 ○ 

39 NC プログラムのマクロに関する質問 （他類似 1 件） 
眞柄 賢一 

石井 貴弘 
○ 

40 スーパーホゼン式工法の周知と広報について 玉田 和也 ○ 

41 遊具のデザインに関して 尾上 亮介 ○ 

42 都市計画に関して 尾上 亮介 ○ 

43 公共施設の更新に関して 尾上 亮介 ○ 

44 居住者促進住宅に関して 尾上 亮介 ○ 

45 農家住宅の空き家に関して 尾上 亮介 ○ 

46 建物壁面に使用する遮音材料について 徳永 泰伸 ○ 

47 遊具のデザインに関して 尾上 亮介 ○ 

48 CAM ソフト NCVC の商品バンドル化の相談 眞柄 賢一 ○ 

49 旧軍港四市鎮守府日本遺産シンポジウムの開催について 毛利  聡 ○ 

50 景観行政に関して 尾上 亮介 ○ 

51 居住者促進住宅に関して 尾上 亮介 ○ 

備 考：○印……本校で対応した相談 

■印……他の機関に紹介した相談 

※2021 年 1月 1日～2021 年 12 月 31 日に相談があったものを掲載 
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地 域 委 員 

校長 

内海 康雄 

感謝状（一社）日本建築学会，司法支援建築会議運営委員会感謝状，2021年4月 

ISO/TC163/SC1 国内対応委員会委員長（TC163/SC1），2020年4月～2022年3月  

廃炉創造ロボコン，実行委員長，2019年8月～現在 

舞鶴市総合計画審議会，委員長，2020年10月～2024年1月  

舞鶴市消防団審議会座長，2021年5月～2022年1月 

高浜町廃棄物減量推進審議会，座長，2022年2月～2024年2月 

（一社）持続可能で安心安全な社会をめざす新エネルギー活用推進協議会(JASFA)，会

長，2020年5月～現在 

内閣府，地方創生SDGs官民連携プラットフォーム，SDGsスタートアップ研究分科会，メ

ンバー，2019年5月～現在 

日本工学教育協会，工学教育のデジタライゼーションとデジタルトランスフォーメーシ

ョンの調査研究委員会委員，2021年7月～現在 

PMI日本支部教育国際展開委員会，委員，2018年4月～現在 

NPO法人AMATERAS会長，2021年3月～現在 

 

人文科学部門 

児玉 圭司 

舞鶴市情報公開・個人情報保護審査会，委員，2021年4月～2022年3月 

舞鶴市情報公開・個人情報保護審議会，委員，2021年4月～2022年3月 

舞鶴市行政不服審査会，委員，2021年4月～2022年3月 

独立行政法人国立病院機構舞鶴医療センター・倫理委員会，委員，2021年12月～2022年

3月 

綾部市行政不服審査会，委員，2021年4月～2022年3月 

法務省矯正局，矯正史料の保存・活用に関するアドバイザー，2021年6月～2022年3月 

 

機械工学科 

西山  等 舞鶴工業高等専門学校同窓会，理事，2021年4月～2022年3月 

 

電気情報工学科 

七森 公碩 

京都舞鶴港前島ふ頭再生可能エネルギー活用事業実施計画策定業務，事業者選定に係る

有識者会議，外部有識者，2021年8月10日 

京都舞鶴港前島ふ頭再生可能エネルギー活用事業実施計画策定業務，検討委員会，委員

長，2021年10月～2022年3月 

 

建設システム工学科 

四蔵 茂雄 舞鶴市伝統的建造物群保存事業あり方懇話会委員，2021年4月～2022年3月 

尾上 亮介 

舞鶴市都市計画審議会，委員，2020年4月〜 

京都府舞鶴港港湾審議会，委員，2020年9月〜 

綾部市都市計画審議会，委員長，2021年4月〜 

京都府景観審議会，委員，2022年4月〜 

加登 文学 
舞鶴市上下水道審議会，委員，2021年11月～ 

綾部市都市計画マスタープラン検討委員会，委員長，2021年12月～ 
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 報 道 記 事 一 覧 

見   出   し 掲載紙 (誌) 掲 載 年 月 日 

移住者用の「お試し住宅」 

舞鶴高専生ら 大正の木造平屋建て改修設計 

若い夫婦向け 居住性高める 

京 都 新 聞 令和 3年 4月 21 日(水) 

「実務家教員育成研修プログラム」受講生募集 

5 月 17 日〆切 

（舞鶴高専 iMec） 

舞鶴市民新聞 令和 3年 4月 30 日(金) 

通行止め 10月末解除へ 舞鶴クレインブリッジ 

（専門家会議会長 舞鶴高専建設システム工学科 玉田教授）
朝 日 新 聞 令和 3年 5月 1日(土) 

支承損傷の舞鶴クレインブリッジ 10 月末に復旧、開通へ 

 専門家会議が調査結果 

（専門家会議会長 舞鶴高専建設システム工学科 玉田教授）

毎 日 新 聞 令和 3年 5月 1日(土) 

舞鶴クレインブリッジ 10 月末復旧目指す 

 通行止め 部品製造時の破損原因か 

（専門家会議会長 舞鶴高専建設システム工学科 玉田教授）

京 都 新 聞 令和 3年 5月 2日(日) 

舞鶴高専生 改修ポイントを解説 

「お試し住宅」第 4号完成 地域に開かれた住宅へ 
舞鶴市民新聞 令和 3年 5月 14 日(金) 

ジュニアドクター 舞鶴高専で育成塾 

小 5から中 3対象 
読 売 新 聞 令和 3年 5月 28 日(金) 

【募集】ジュニアドクター養成塾・第三期生募集 舞鶴市民新聞 令和 3年 6月 11 日(金) 

【募集】リモコンロボットをつくろう〔中学生の部〕 舞鶴市民新聞 令和 3年 6月 18 日(金) 

浦島太郎は美男子 玉手箱は二つ!? 

江戸期の伝説 舞鶴市糸井文庫調査 

静岡英和学院大教授ら「変化豊かさ、実感」 

（元舞鶴高専 畑教授） 

京 都 新 聞 令和 3年 6月 19 日(土) 

「ジュニアドクター育成塾」受講生募る 舞鶴高専 京 都 新 聞 令和 3年 6月 23 日(水) 

「あやべ理工系ことはじめ教室」始まる 

舞鶴高専と京都工繊大 11 月まで計 6回開く 
あやべ市民新聞 令和 3年 6月 30 日(水) 

地域の持続的発展目指す 

福知山公立大、舞鶴高専が協定 
毎 日 新 聞 令和 3年 7月 1日(木) 

【私たちの SDGs】  

(舞鶴市居住促進住宅4号に関わった尾上研究室の学生らをイ

ンタビュー)

広報まいづる 2021 年 7月号 

地域社会発展へ協定締結 公立大と舞鶴高専 

強み生かし課題解決 
両丹日日新聞 令和 3年 7月 3日(土) 

議員定数 維持か削減か 

 舞鶴市会 市民と意見交換会 

（市民代表に舞鶴高専の学生らが参加） 

京 都 新 聞 令和 3年 7月 3日(土) 
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見   出   し 掲載紙 (誌) 掲 載 年 月 日 

頂点目指す球音 再び 

第 103 回全国高校野球選手権京都大会 10 日開幕 

（舞鶴高専 昨年度より総合力は上） 

京 都 新 聞 令和 3年 7月 8日(木) 

7 月 10 日から京都大会開幕 

 第 103 回全国高校野球選手権大会 甲子園めざす地元 4校 

舞鶴高専 好球必打でつなぐ野球 波に乗れば大量得点も 

舞鶴市民新聞 令和 3年 7月 9日(金) 

再エネ普及 広がる活動 

 JASFA 仙台で 10周年報告会 

（JASFA 会長 舞鶴高専 内海校長） 

河 北 新 報 令和 3年 7月 13 日(火) 

【あやべ topics】 クレーンやイルミネーションを製作 

（舞鶴高専と京都工芸繊維大が「あやべ理工系ことはじめ教

室」開催） 

広報あやべ 2021 年 7月号 

【募集】舞鶴みなとライオンズクラブ主催：舞鶴こども発明

クラブ参加者募集 

（講師に舞鶴高専教員など） 

舞鶴市民新聞 令和 3年 7月 20 日(火) 

プログラミング技術と発想競う 

 11 月「舞鶴高専杯」 
京 都 新 聞 令和 3年 7月 29 日(木) 

舞鶴高専、11月にプログラミングコンテスト開催 産 経 新 聞 令和 3年 7月 30 日(金) 

【シリーズ市政の今】総合モニタリング情報配信システムで

より安全・安心のまちづくり 

（舞鶴高専建設システム工学科 加登教授にインタビュー） 

広報まいづる 2021 年 8月号 

田中彩子さん「舞鶴市文化親善大使」に就任 

（中高生合唱団団員の舞鶴高専学生にインタビュー） 
広報まいづる 2021 年 8月号 

日食や月食の魅力感じて 

 勅使の塩見堯さん 写真集を自費出版 

（舞鶴高専名誉教授） 

両丹日日新聞 令和 3年 8月 4日(水) 

SDGs 課題探求 

 舞鶴 高校生や企業フォーラム 

（舞鶴高専学生は豪雨災害に備える取り組みを報告） 

京 都 新 聞 令和 3年 8月 8日(日) 

自由で豊かな発想求む 

 市が高専と連携でプログラミングコンテスト 9/27〆切 

「IT を活用した心が通う便利で心豊かな田舎暮らし」の実現

を目指して 

舞鶴市民新聞 令和 3年 8月 24 日(火) 

近畿初優勝で全国へ 

 舞鶴高専女子バレー 丹波の 2人 原動力に 
丹 波 新 聞 令和 3年 8月 29 日(日) 

「宇宙の神秘現象 感動して」 

舞鶴高専名誉教授の男性 日食や月食写真集出版 
京 都 新 聞 令和 3年 8月 30 日(月) 

【催し】男女共同参画セミナー「男女の視点で考える防災」

避難所運営ワークショップ 9/23 

（講師は防災士資格を持つ舞鶴高専生） 

広報まいづる 2021 年 9月号 

【高専生が考える SDGs】 

（「技術者倫理」授業で SDGs をテーマに） 
広報まいづる 2021 年 9月号 
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見   出   し 掲載紙 (誌) 掲 載 年 月 日 

海軍舞鶴鎮守府開庁 120 年記念【講座】 

舞鶴高専准教授の牧野雅司さんによる「鎮守府開庁前後の日

本を取り巻く世界情勢について」9/18 

広報まいづる 2021 年 9月号 

【特集：多可町出身の若者が、今を生きる若者にエールを送

るってよ】 

舞鶴高専 1年生「簡単じゃないからこそ努力が結果を導く」 

広 報 た か 2021 年 9月号 

鎮守府開庁 120 周年 赤れんがパークなどでイベント 

「鎮守府開庁前後の日本を取り巻く世界情勢について」9/18 

   講師＝牧野雅司氏（舞鶴高専准教授） 

舞鶴市民新聞 令和 3年 9月 3日(金) 

【催し】男女共同参画セミナー・大切な人を守るためにでき

ること「防災と男女共同参画」② 

「避難所運営ワークショップ」9/23 

  講師＝舞鶴工業高等専門学校学生 

舞鶴市民新聞 令和 3年 9月 3日(金) 

舞鶴高専生 3人 大麻所持疑い逮捕 府警 

 計 10 人「過去に使用」 
京 都 新 聞 令和 3年 9月 30 日(木) 

舞鶴高専生 3人大麻所持 

 容疑で府警逮捕 使用横行か 
読 売 新 聞 令和 3年 10 月 1日(金) 

舞鶴高専生、大麻所持疑い 

 3 人逮捕、容疑認める 
朝 日 新 聞 令和 3年 10 月 1日(金) 

校長「使用者 10人に衝撃」 

 舞鶴高専・大麻違反容疑 全学生を調査へ 
毎 日 新 聞 令和 3年 10 月 1日(金) 

舞鶴高専生 3人 大麻所持疑い逮捕 

「深刻に受け止め」校長謝罪 再発防止取り組む 
京 都 新 聞 令和 3年 10 月 1日(金) 

舞鶴高専生逮捕 

大麻使用 10人 校長「衝撃」 

  7 月に違法薬物研修会も 

産 経 新 聞 令和 3年 10 月 1日(金) 

SDGs 未来都市 安心して住み続けられるまちへ 

～市の進める浸水対策事業～ 

（AI や IoT を活用した浸水対策で舞鶴高専などと連携） 

広報まいづる 2021 年 10 月号 

【クローズアップ京都府】 

府北部で「行き活きトーク」ものづくりと物流の今後を語る 

（府知事と舞鶴高専校長らが意見交換） 

きょうと府民

だより 
2021 年 10 月号 

舞鶴で大麻所持疑い 少年 2人家裁送致 京 都 新 聞 令和 3年 10 月 14 日(木) 

大麻所持の舞鶴高専生 1人を不起訴 産 経 新 聞 令和 3年 10 月 14 日(木) 

大麻取締法違反容疑で逮捕の舞鶴高専生、1人を不起訴、2人

を家裁送致 
毎 日 新 聞 令和 3年 10 月 14 日(木) 

街に灯りを 街路樹に LED 舞鶴のホテルベルマーレ 

（舞鶴高専の学生がイルミネーションのデザインで協力） 

北近畿経済 

新 聞 
令和 3年 10 月 21 日(木) 

知人に大麻譲渡容疑の 22歳逮捕 舞鶴のマンションで 読 売 新 聞 令和 3年 10 月 21 日(木) 

舞鶴高専生への大麻譲渡容疑、兵庫の 20代男性を逮捕 毎 日 新 聞  令和 3年 10 月 21 日(木) 
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見   出   し 掲載紙 (誌) 掲 載 年 月 日 

府警 大麻譲渡疑いで男逮捕 

 舞鶴高専の所持学生に、OB か 
京 都 新 聞 令和 3年 10 月 21 日(木) 

光のタネ 街に広がれ 

 ホテルベルマーレが潮路通りに 1万個の LED 

（舞鶴高専の学生がイルミネーションのデザインで協力） 

舞鶴市民新聞 令和 3年 10 月 22 日(金) 

舞鶴市のいちおし施策 

【舞鶴版 Society5.0 for SDGｓ推進事業】 

（赤れんがコワーケーション推進事業で舞鶴高専等と連携し

てプログラミング教室） 

広報まいづる 2021 年 11 月号 

秋の叙勲受章者 

 瑞宝中綬章 元舞鶴工業高専校長 太田 泰雄 
京 都 新 聞 令和 3年 11 月 3日(水) 

青やピンクの光 明るく 

 イルミ 夜道彩る 

  舞鶴・潮路通り 高専生デザイン 

京 都 新 聞 令和 3年 11 月 9日(火) 

実りある未来へ 

 舞鶴高専 プログラミングコンテストを初開催 

  市内外から 30数人がエントリー 

舞鶴市民新聞 令和 3年 11 月 12 日(金) 

【京都探海記⑰軍港】最新技術で浜辺一変 

（舞鶴高専人文科学部門 牧野准教授がコメント） 
京 都 新 聞 令和 3年 11 月 21 日(日) 

芦生研究林 保全を 京大・KDDI が VR 動画 

  舞鶴高専の学生ら協力 
朝 日 新 聞 令和 3年 11 月 25 日(木) 

KDDI と京都大学 研究林保全へ寄付金 

 同社「＋αプロジェクト」積み立て充当 

  VR ゴーグル装着でガイドツアーのような動画も 

（舞鶴高専の学生が動画制作を担当） 

電 波 新 聞 令和 3年 11 月 25 日(木) 

【催し】舞鶴地方史研究会 12 月例会「病と戦う近代の舞鶴」 

（講師＝舞鶴高専人文科学部門 牧野准教授） 
舞鶴市民新聞 令和 3年 12 月 3日(金) 

潮路の並木、点灯 

 舞鶴高専生デザイン 
朝 日 新 聞 令和 3年 12 月 7日(火) 

【京都探海記⑲日露戦争】敵軍上陸備え 湾を要塞化 

（舞鶴高専人文科学部門 牧野准教授の翻刻を引用） 
京 都 新 聞 令和 3年 12 月 20 日(月) 

舞鶴高専生に大麻 元学生に有罪判決 京都地裁支部 京 都 新 聞 令和 3年 12 月 23 日(木) 

【高専生が考える SDGs】 

（「現代日本の政治・経済と法」授業の取り組み） 
広報まいづる 2022 年 1月号 

芦生研究林 VR で体感 

 舞鶴高専生が動画制作 
京 都 新 聞 令和 4年 1月 3日(月) 

21 年度「建築甲子園」 舞鶴高専学生で初 優勝 

 「融解と浸透」地元活性 設計に込め 
毎 日 新 聞 令和 4年 1月 16 日(日) 

建築甲子園 府内初 舞鶴高専 優勝 

 福知山の住宅街題材 歩道・空き家の活用提案 
京 都 新 聞  令和 4年 1月 19 日(水) 

建築甲子園で優勝 舞鶴高専 

府内で初となる快挙 審査員が満場一致で決定 

 「まちづくり委員長特別賞」も同時受賞 

舞鶴市民新聞 令和 4年 1月 21 日(金) 
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見   出   し 掲載紙 (誌) 掲 載 年 月 日 

5 棟目のお試し住宅 舞鶴市が今月から改修 

 高専生がプラン策定 

北近畿経済 

新 聞 
令和 4年 1月 21 日(金) 

第 12 回高校生の建築甲子園 舞鶴高専学生が優勝 

 日本建築士会連合会・都道府県建築士会 

日刊 

建設タイムズ 
令和 4年 1月 21 日(金) 

ドローン映像で遊休農地を判定 

 舞鶴市農委会が実証実験 舞鶴高専と連携 
全国農業新聞 令和 4年 1月 21 日(金) 

建築甲子園優勝 舞鶴高専 3年 府勢初 

 住民交流の発想「革新的」と評価 
朝 日 新 聞 令和 4年 1月 25 日(火) 

【シリーズ市政の今】人と企業と教育機関の交差点 赤れん

がから広がる SDGs 

（舞鶴高専電気情報工学科 井上准教授にインタビュー） 

広報まいづる 2022 年 2月号 

建築甲子園 舞鶴高専 V 

 製作 福知山市モデルに 
読 売 新 聞 令和 4年 2月 1日(火) 

舞鶴高専一般入試 倍率 1.6 倍 101 人志願 京 都 新 聞 令和 4年 2月 1日(火) 

「税に関する高校生の作文」で市内高校生が受賞 

 全国で約 18 万編の応募 

（舞鶴高専 3年生が京都府租税教育推進連絡協議会賞受賞） 

舞鶴市民新聞 令和 4年 2月 1日(火) 

令和 3年度・「税に関する高校生の作文」京都府租税教育推進

連絡協議会賞 舞鶴高専 3 年『国民の義務』 

（受賞作品の全文掲載） 

舞鶴市民新聞 令和 4年 2月 4日(金) 

舞鶴高専生が空き家改修案 

 家の中に「ソト」大胆発想 
朝 日 新 聞 令和 4年 2月 19 日(土) 

【シリーズ市政の今】京都府北部 5市 2町の広域連携 

（舞鶴高専社会基盤メンテナンス教育センター長 玉田教授

にインタビュー） 

広報まいづる 2022 年 3月号 

令和 3年舞鶴市優秀スポーツ賞・優秀文化賞 

 12 個人 3団体が受賞 

（舞鶴高専学生 2 名が優秀スポーツ賞、プログラマーズコミ

ュニティ部とデザコン部が優秀文化賞を受賞） 

舞鶴市民新聞 令和 4年 3月 8日(火) 

引き揚げの記憶 触れて 

 舞鶴高専生 視覚障害者向けに模型 
朝 日 新 聞 令和 4年 3月 10 日(木) 

引き揚げ船模型 触れて 

 舞鶴高専生 記念館に寄贈 
読 売 新 聞 令和 4年 3月 10 日(木) 

【催し】舞鶴高専公開講座「見て、聞いて、作って、楽しい

数式展覧会」3/20 
舞鶴市民新聞 令和 4年 3月 11 日(金) 

【催し】舞鶴地方史研究会 3月例会・研究報告と講演 

『（仮題）幕末・明治初期における丹後地域の刑事司法―現舞

鶴市域を中心に』3/20 

（講師＝舞鶴高専人文科学部門 児玉教授） 

舞鶴市民新聞 令和 4年 3月 11 日(金) 

引き揚げ歴史 模型に 

 舞鶴高専生製作、記念館に寄贈 

  3D プリンター使用 船など精巧再現 

京 都 新 聞  令和 4年 3月 30 日(水) 
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見   出   し 掲載紙 (誌) 掲 載 年 月 日 

数式って面白いんだよ 

 舞鶴で展覧会 高専教員ら解説 
京 都 新 聞 令和 4年 3月 31 日(木) 
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